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［１話］〈統一戦争〉開戦
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エピローグ













セレンディア島〈統一戦争サクセツシヨン〉における規定





［第一条］　参加国は以下の三国である。

　　　　　　学術国家アチェロ、海洋国家フラゴラ、軍事国家カクトゥス。




［第二条］　各国は神しん術じゆつ師しより選ばれた五名の使徒シビリエ、

　　　　　　および中立国たる天境国が譲渡する外典アポクリフアのみを使い、

　　　　　　公式の戦いに参加させることができる。




［第三条］　使徒シビリエは天境国における神託で、聖せい痕こんが刻印されし五名の正典使いフオーミユラのみである。

　　　　　　戦争や不慮の事態により、使徒シビリエに死傷者が出ても、

　　　　　　聖痕のない者を使徒シビリエとして補充することはできない。




［第四条］　勝敗の条件は各国協議の上で、

　　　　　　天境国より派遣された審議官によって決定される。








　　　　１話〈統一戦争〉開戦








　マルス島行きの船は早朝七時過ぎに、フラゴラ領の港町ノトレを出発した。

　使徒シビリエ同士による正式な〈統一戦争サクセツシヨン〉のために、アチェロとフラゴラの使徒を送り届ける船だった。

「船も出たし、いよいよ〈統一戦争サクセツシヨン〉も本番だな」

　ニコラ・フォン・リッターは、次第に遠ざかる港町を船の甲板から見送っていた。

　船の速度はさほどでもないが、朝の九時をまわった頃ころには、海洋国家フラゴラとの戦場マルス島に着くはずだという。

　二時間後には、ニコラたち学術国家アチェロの使徒とフラゴラの使徒との戦いがはじまる。

「そうですねえ。いよいよですねえ」

　ニコラが振り返ると、イーリス・フォンテが背もたれのある椅い子すで日光浴をしていた。

　アチェロ正典学院の生徒会長で、使徒の一人でもある彼女は、アチェロの使徒たちの参謀のような役割を果たしている。家はアチェロで代々続く貴族で、父親は国の宰さい相しようもつとめているほどだ。

　その横ではイーリスの秘書であるトルマリーナ・グロアが大きな鳥の羽のようなものでぱたぱたと風を送っている。

　彼女は代々フォンテ家に仕える一族の出身ということになっているが、実は外典アポクリフアの神術で動く機械生物だった。

「お嬢様、風の加減はよろしいでしょうか？」

　イーリスの髪を風がやさしくはためかせた。

「ええ、これぐらいがちょうどいいですよう。お日様が気持ちいいですねえ。こんな日は一日中、ぐっすり眠っていたいですよ。ふあ～あ」

　イーリスは小さな口であくびをした。

「会長、いくらなんでものんびりしすぎじゃないですか……」

　ニコラは心配になる。

　アチェロ側の作戦の立案は基本的にイーリスの仕事なのに、こんな調子でいいのか。

「だって、今になって緊張してもそれで結果が良くなるわけでもありませんしね。息抜きするのも大事ですよう」

　ひなたぼっこをしている猫のように気持ちよさそうなイーリス。その顔だけを見れば、バカンスを楽しんでいるようにしか見えない。

「言いたいことはわかりますけど、呑のん気きすぎますよ」

「肝が据わってると言ってほしいですね」

　イーリスはのほほんと朝の太陽の光を浴びている。

「わたくしもニコラの言葉に賛成ですわ。イーリスはのんびりしすぎです」

　そこにシャンファ・バンディエーラがため息混じりに会話に入ってきた。

　彼女は水すい精せいウェルの神術を使う正典使いフオーミユラであると同時に、外典アポクリフアの神である大水神アザラートに関する神術を操る外典使いデイナイアルでもある。

　シャンファはアチェロの使徒シビリエながら、親の命令でフラゴラ側の内通者としてアチェロの使徒を襲撃していた。五人のうち二人の使徒はシャンファに攻撃され、命と引き換えにアチェロからフラゴラにその身を移された。

　その後、シャンファはニコラたちに敗れ、引き続きアチェロの使徒として戦うことで罪を許されている。今では仲間たちとの気まずい空気もなくなったようだ。

「あら、まさかシャンファさんはニコラ君の意見だから同意されたのですか？」

　ほんのちょっとだけおかしそうにイーリスはシャンファを見た。

「そ、そんなわけありませんわ……。ど、どういう論理で、そうなるんですの……？」

　シャンファはそれだけで不思議と顔を赤くしている。

　どうも、あまり触れてほしくない話題であるらしい。

「シャンファ、お前、どうして動揺してるんだ？」

「何でもありませんわ！　とくにニコラには何の関係もありません！　……いえ、むしろ、ある意味ニコラが悪いんですわ！」

　シャンファは少しだけ口をとがらせてニコラをにらんだ。

「え……。どこが俺のせいなんだよ……」

　いきなり怒られて、ニコラはかなり理不尽な思いをした。

　シャンファは取り乱したことを恥じるように、こほんと空から咳せきをついた。

「わたくしがしたかったのは、そういう話ではありませんわ。そもそも、どうして戦いの場所がフラゴラ領の孤島ですの？　出発前に説明を聞きましたが、やっぱり納得がいきません。何か罠わなを仕掛けられているに決まってますわ！」

　シャンファの言うことは、たしかにもっともだった。

〈統一戦争サクセツシヨン〉の舞台はアチェロとフラゴラの二国の代表者が話し合って決めた。

　使徒シビリエとしては、アチェロからは生徒会長ということもあってイーリスが、フラゴラからは使徒次席のガラシアという男がそれぞれ参加していた。

　その結果、舞台に定められたマルス島はセレンディア島から北に三里ほど離れたフラゴラ領の孤島だった。

　マルス島は周囲十キロほどの小さな島だ。南にある船着場を除くと、島の周りは切り立った崖がけになっている。

　また、木々が多く、遠くから見ると、海上に森が浮かんでいるようにすら見える。

　別荘地として切り開かれている場所を除けば、ほぼ全島が森のままで残っているという。

「ですが、アチェロにもほど近い島ですし、どちらかの国で行うしかないから、やむをえませんよう。それに、闘技場で戦うよりはよほどいいはずですよう」

「どうして、そう言えますの？」

「では、納得していただけるよう説明いたしますね」

　イーリスは背もたれのある椅い子すから少し体を起こした。

「島の中で入り乱れて戦うならいろいろと作戦を立てることもできますからね。たとえば、シャンファさん、あなたが島の中で自分と同じくらいの実力を持つ敵の使徒シビリエ三人に囲まれたとします。そんな時、どうしますか？」

　シャンファは状況を思い描いているのか、首を少し傾けた。

「そうですわね……。自分と同レベルの相手に囲まれたら、勝ち目はありませんから、降参するしかないですわね……。チェックメイトですわ……」

「そうですねえ、それが賢い選択になりますよねえ。その時、相手の使徒は誰だれも傷つくことなく、勝っていますよね。つまり、島なら戦略次第でケガ人を出さずに勝つことができるというわけですよう」

「あっ！」

　シャンファもイーリスの意図が理解できたらしく、ぽんと手を小さく叩たたいた。

「まだ、私たちは次の戦いも控えています。大きなケガをしてはまずいでしょう？」

　イーリスの目に黒いものが宿る。

　フラゴラを破ったあとも、アチェロは三国のうちの残る一国、軍事国家カクトゥスとも〈統一戦争サクセツシヨン〉を戦わねばならない。

「この戦いはカクトゥスと戦う前ぜん哨しよう戦せんですよう。いえ、前哨戦にできないようでは、カクトゥスには勝てません」

　ニコラも思わずうなずいてしまった。

　セレンディア島最強の国家と言われるカクトゥスに勝ちたいなら、たしかにフラゴラに苦戦しているようでは話にならないだろう。

「会長は本当にすごいですね。そこまで考えてたんだ……」

　ニコラは素直に感心していた。

「それにマルス島は別荘地なぐらいですし、素敵なリゾートも楽しめるかもしれません」

「それが理由ですか！」

　ニコラは思わずツッコミを入れた。

「はっきり言いますが、お嬢様はリゾートという要素があったので、この島を選びました。島の中の森には、貴族のコテージもあるようです」

　トルマリーナが真顔のまま補足した。

「たまには海もいいですよねえ」

「海って言っても、戦争に行くんですよ……」

　ニコラは深いため息をついた。

「あれ、そういえば、エルザはどこだ？」

〈統一戦争サクセツシヨン〉に参加するアチェロの使徒シビリエ陣営の中に、外典アポクリフアであるエルザ・パッサートの姿だけが見えない。

　まだ戦争ははじまっていないから参加者を攻撃するのは反則だが、エルザの姿が見えないのは気がかりだった。

　ニコラが船の甲板を歩きながら、あたりを見回すと、見慣れた少女が倒れていた。

「エルザ！」

　思わずニコラは叫んだ。

　すぐに駆け寄り、肩をつかんで起こす。

「おい、エルザ！　しっかりしろ！　おい！」

「ニ、ニコラ……」

　エルザのうつろな目が開く。どうやら意識はあるらしい。

「大丈夫か？　いったい、何があった？」

　エルザの顔色からは生気が抜けている。

「よ、酔ったの……」

「は？」

「船酔いしたの……。私、海に慣れていないから……」

　病人のような青い顔で、エルザが答える。

「出港したばかりだろ。いくらなんでも弱すぎないか……」

　まだ、船の上からははっきりと港町の様子が見える。

「仕方がないでしょ。私は育ちがいいから体もデリケートなのよ……」

　弱々しく、エルザが笑ってみせた。エルザの出身地は山がちな天境国だ。船に乗った経験も一度もないと言っていた。

「ほら、風の当たる場所まで運んでやるから」

　ニコラはエルザの膝ひざに片手を入れて、抱え起こし、もう片方の手で背中を支える、いわゆるお姫様だっこだ。

「そ、そこまでしなくてもいいのに……」

　エルザは顔を朱に染めて、まごついている。

「だからって、こんなところに置いておけないだろ」

　ニコラにも多少の気恥ずかしさはあるが、エルザを放っておくのは、あまりに可哀かわい想そうだ。

（むしろ、おんぶのほうが胸が当たるかもしれないからよくないしな……）

「悪いわね。足にも力が入らなくて……」

「これぐらいお互い様だ。軽いから楽だし。でも、意外な弱点だな」

　そのままニコラはエルザをイーリスたちのいるところまで運んだ。

「あっ、エルザ、ずるいですわ！　いえ……ずるくはないですわ。とにかく、ニコラが悪いですわっ！」

「ええ！　またよくわからない理由で怒られた……」

　なぜかニコラはシャンファににらまれてしまう。

「エルザも、こんな時だけ、かよわいふりをするなんて……。やっぱり卑ひ怯きようですわ……」

　エルザに対しても許せないところがあるらしく、シャンファは小声で文句を言っていた。

「それじゃ、降ろすぞ」

「そうね。たまには……だっこしてもらうのもいいものね……」

「よし、足元、大丈夫か」

　エルザは甲板に足をついた。

「ありがと。少し気分もよくなったわ」

「そうか。景色のおかげだな」

「そうね、景色も気晴らしになったし、海の風も気持ちよかったわ。でも……二割ぐらいはニコラの介抱のおかげってことにしてあげてもいいかもしれないわ」

　エルザの頬ほおがうっすらと赤らんだ。

「どういう意味だ？　俺は人を回復させる神術なんて使えないぞ」

「そういう意味じゃないんだけど……まあ、いいわ」

　すねたようにエルザは海に目をやった。

「ニコラ君の鈍さは問題がありますねえ」

　それを見ていたイーリスが苦笑していた。

　全員が揃そろって、アチェロの一行はしばらく、クルージングを楽しんでいた。まだ朝方なので、太陽も照りつけるほど強くはないし、時折カモメが近くまでやってきて、エルザの船酔いをまぎらわせてくれた。

　けれど、そんな休日めいた空気も長くは続かない。

「──アチェロの皆さん」

　そこにしわがれた声がかかった。

　老年に差しかかった容姿の男が立っている。服装は裁判官のような法服だ。

　その後ろには軍服の男女が並んでいる。

「アチェロの皆さん、おはようございます。両国の審判をいたします〈統一戦争サクセツシヨン〉審議官のシンクハイムです」

　審議官と名のった男は頭を下げる。所作は丁寧だが、目は笑っていない。

「あら、審議官さん、前回の二国間会議の時以来ですねえ」

　イーリスは椅い子すから立ち上がると、ゆっくりと審議官に返礼した。イーリスは、マルス島での〈統一戦争サクセツシヨン〉開始を決めた会議の場でシンクハイムと面識があった。

「あらためて、今回のルールの確認をしておこうと思いまして、やってまいりました」

「わかりましたよう。それでは間違いがあったら、訂正してくださいねえ」

　イーリスは審議官のシンクハイムの目を見つめながら話す。

「二国のどちらかの外典が負けを認めるか、戦闘不能になった時点で終了とする──これでよろしいですね」

「はい、それで間違いありません」

　シンクハイムは薄笑みを浮かべて、うなずいた。

　このルールもマルス島が〈統一戦争サクセツシヨン〉の戦場と決められた会議の席で決められたものだ。

「勝利条件は外典がどうなるかだけなんですね。使徒シビリエは何人残っていようと関係ない」

　ニコラも話は聞いていたが、確認のためにイーリスに尋ねた。

「もし、どちらかの国の参加者が全滅するまで戦うというルールにしたとしましょう。そんなことになれば、両国はケガ人だらけですよ。わたしたちが勝てたとしても、カクトゥスと戦えなくなるほど負傷したら、カクトゥスが得をするだけですよう」

「たしかに、そうですね」

　ニコラも意図が読めたらしく、うなずきながら答えた。

　仮にどちらかの外典アポクリフアが敵の集中攻撃を受けて、戦えなくなればその時点で決着はつく。

「別に使徒シビリエの代表が負けを認めるまでとしてもよかったのですが、それだとエルザさんが納得しないだろうなと思いましてね」

　イーリスはエルザのほうに目をやった。

　長らくエルザのことを外典さんと呼んできたイーリスだったが、一緒に過ごす時間が長くなるうちに、いつのまにか名前で呼ぶようになっていた。

「そうね。私はアチェロで最も能力的にすぐれている自信があるから。このルールのほうがいいと思うわ」

　船酔いも抜けたせいか、エルザの言葉もいつもどおりの強気なものになっている。

「あと、両国の戦闘は、〈統一戦争サクセツシヨン〉の参加者すべてが島の桟さん橋ばしから地上に降り立った時点で開始することになっていましたね。審議官さん、それで大丈夫ですね？」

「ええ、間違いありません。桟橋の前は砂浜になっていますので、砂浜に全員が足を踏み入れた瞬間から誰だれを攻撃していただいてもけっこうです」

「それで審議官さんの後ろにいらっしゃるのは、フラゴラの使徒の方々ですね？」

　イーリスが視線をシンクハイムの奥に向けた。

　シンクハイムも確かめるように一度後ろに視線を向けてから、アチェロの使徒シビリエの側に顔を戻した。

「はい、この場で正式に参加者の確認をしておこうと思いましてね。外典と使徒以外の方が〈統一戦争サクセツシヨン〉に参加するなどということがあってはなりませんので」

　ニコラは〈統一戦争サクセツシヨン〉のルールを頭に思い浮かべた。




第二条

各国は神しん術じゆつ師しより選ばれた五名の使徒、

および中立国たる天境国が譲渡する外典アポクリフアのみを使い、

公式の戦いに参加させることができる。




〈統一戦争サクセツシヨン〉の公式な戦いに参加できる使徒の人数は五名までと決められている。まして、使徒の資格がなければ、論外だ。

　アチェロ側は二人の使徒が行方不明だが、トルマリーナが参加しているので実質的に合計五人。

（フラゴラ側も俺たちがアルザンヌを倒したから、一人欠けて四人のはずだよな）

　フラゴラの使徒だったアルザンヌは、ニコラたちを排除するのに失敗したシャンファともども、アチェロの使徒シビリエを一掃しようとして、返り討ちに遭っていた。

　ニコラはフラゴラの使徒たちに視線を送る。

　正面の大男のそばに隠れるように立つ小柄な使徒がいる。

　顔は見えないが、どこかで見覚えのある髪の色で……。

　まさか。

　ありえないとニコラは思った。しかし、見れば見るほどその使徒はニコラの記憶にあるアチェロの使徒とよく似通っていた。

「フラン……フランなのか？」

　思わず、声が漏れた。

　ニコラが〈統一戦争サクセツシヨン〉のために地方からアチェロ正典学院に転入してきた時、ルームメイトだった使徒。

　そのあと、当時敵と内通していたシャンファに敗れ、アチェロを去ったはずだった。

「お前、フランだよな……？　なあ、そうだよな!?」

　びくっとしながら、うつむいていたその使徒が顔を上げた。

　使徒にしては、どちらかというと弱気な表情。

　中性的な、線の細い顔立ち。

　それは間違いなく、ニコラの元ルームメイトであるフラン・メイランだった。

「フラン！　どうしてお前がこの場にいる!?」

　聞きたいことがあまりにも多すぎて、声の調子が強くなる。

　ニコラは前に出ようとした。

　だが、ニコラの行く手をシャンファが手を出して制した。

「やめておくことですわ。船でのもめごとはルール違反ですわよ」

「だけど、アチェロの使徒シビリエのフランがどうして──」

「フランがあちらの国で戦うのは反則ではありませんわ」

　シャンファは感情のこもらない声で言った。

「そうです。ルールの上では使徒がどの国の代表として戦っても問題はありません」

　審議官のシンクハイムが説明を付け加えた。

　使徒に関する制限は「神しん術じゆつ師しより選ばれた五名の使徒」という部分のみ。

「これって、単純に一国につき、五名の使徒が選ばれるって意味だと思ってたけど……五名以内の範囲であれば、どこの国の使徒でも使っていいってことなのか……」

「そういうことですよう。フラゴラはアルザンヌさんが抜けたので、使徒が四人しかいませんからね。その穴埋めでフランさんが入っても人数の規定を満たしています」

　ニコラの気がはやっているのを察したのか、イーリスがシンクハイムの説明に補足を加えた。

「人数のことはわかりました。でも、どうしてフラゴラ側にあいつが──」

「ニコラ君」

　イーリスのやさしい声で、かえってニコラはたしなめられていることに気づいた。

　これ以上、ニコラが事を荒立てるわけにはいかないのだ。

「すみません。少し熱くなりました……」

　ニコラは伏し目がちに謝罪したが、心のほうはまだ落ち着いていない。

　行方不明だった元ルームメイトと、敵として再会したのだから。

「それでは、こちらから自己紹介をしましょうかね」

　イーリスがアチェロの使徒シビリエの一番前に出る。

「わたしはイーリス・フォンテ。アチェロ正典学院の生徒会長もつとめています。その男の子がニコラ・フォン・リッター君、アチェロの使徒筆頭です。その胸の大きな女の子がシャンファ・バンディエーラさんで──」

「胸は余計ですわ！」

　シャンファが胸を手で隠すようにしながら抗議した。

　だが、イーリスは気にせず、説明を続ける。

「それで後ろで船酔い気味になっているのが外典のエルザ・パッサートさんですね」

「もう、船酔いは治まったわ。ご心配なく」

　少し心外そうにエルザは言った。

「アチェロの使徒シビリエと外典の紹介は以上ですよう」

　だが、フラゴラ側の使徒たちは戸惑った顔をしている。

　フラゴラ側の何人かの視線が紹介から漏れた人物に集中する。

　イーリスも自覚しているらしく、楽しそうに追加の説明をした。

「それと、この子はトルマリーナ・グロア、わたしの神術で動く機械生物ですよう」

「そんなの、アリなの？　使徒でも外典でもない奴やつが戦っていいの!?」

　ライトパープルの髪をしたフラゴラの少女が不審そうにつぶやいた。

「ルール上は問題ないはずですが、審議官さんはどうですか？」

「はい、かまいません。このケースはあくまで使徒の能力の一部として扱いますので」

　シンクハイムが表情を変えずに認めた。

　天境国の審議官からすると、外典アポクリフアの神術で動く機械生物にも違和感はないらしい。

「き、機械生物って証拠はあるの？　ただの人間の神しん術じゆつ師しじゃないの？」

　フラゴラの少女はなおもつっかかる。

「お嬢様、腕を外してみせたほうがいいでしょうか？」

　トルマリーナがショッキングなことをイーリスに尋ねた。

「そこまでしなくていいですよう。審議官さんが理解をしてくれているようですから」

　イーリスは首を横に振る。腕を外すという言葉にフラゴラの少女は不気味なものを見たような顔をしていた。

「なので、シャンファさんのご活躍で、こちらの人数は四人だと思われていたかもしれませんが、五人なのですよう。ああ、あと、アルザンヌさんのご活躍もありましたね」

　邪気のなさそうな笑みだが、その言葉はシャンファに裏切りをさせたり、アルザンヌを送りこんできたフラゴラの工作に対する皮肉だった。

「わかったわよ。いいわよ！　それでも、こっちのほうが一人多いんだし！　アルザンヌなんてザコが減っても一緒よ！」

　ライトパープルの髪の少女は腕を組みながら、負け惜しみのようにそう言った。

　その少女はイーリスから目を離すと、シャンファのほうに敵意の視線を向けた。

　シャンファも相手の少女をにらみ返している。

「それでは、フラゴラのほうも紹介する」

　日に焼けた肌の男が一歩前に出た。両手にトゲのついた打撃用の篭こ手てがはめられている。

「使徒シビリエ筆頭のライネル・ソラレスだ」

「フラゴラ海軍に迷惑かけた海賊が使徒筆頭だなんていうのも因果なもんだがね」

　髪を背後でくくった若い男がくっくっくと声を出して笑った。どことなく軽薄そうな雰囲気があり、ライネルよりもこちらのほうが海賊のように見える。

「性格の悪さだとドーリズのほうがはるかに上でしょうけどね」

　貴族然とした風ふう貌ぼうの優やさ男おとこが言葉を接ついだ。

「ああ、僕の名前はガラシア・ジルベルト。フラゴラの使徒シビリエ次席です。うちの使徒筆頭は寡黙なものでね、紹介は僕がやらせてもらいます」

　もったいぶったほど、仰々しいおじぎをガラシアと名のった男はした。

「そこの後ろ髪をくくってる目つきの悪い男がドーリズ・ヴルカーノ。そうは見えないと思うけど、海軍の軍人なんですよ。僕もそうですけどね」

　ドーリズという名の男は、ガラシアを無言でにらんだ。あまり使徒同士の仲は良くないらしい。

「トルマリーナさんのことで質問をした、その髪の長い女の子がハンナ・ウルスラント」

　名を呼ばれた少女は礼の代わりに、またシャンファをにらんだ。

　シャンファは小声で「負けませんわよ」とつぶやいた。

「それと、フラン・メイランのことは、紹介するまでもないですかね」

　フランは何も聞こえていないように、無表情で顔を下に向けたままだった。

　ニコラはまだ信じられないといった顔でフランを見つめる。

　フランを襲ったことのあるシャンファも、意味がわからないという顔をしている。

「以上、フラゴラの使徒五人の紹介です」

　だが、いなかったはずの人間がいるアチェロと違って、フラゴラ側はいるはずの人間がいない。

「あの、使徒シビリエ次席の方、フラゴラの外典さんの姿が見えないようですが」

　イーリスがわざと困ったような顔を作って尋ねた。

「彼女は人前に出るのが大の苦手で、部屋でずっと休んでいるんですよ」

「それはいけませんよう。だって、もし、この船にそちらの外典さんが乗っていなかったら、わたしたちは絶対に勝てないんですから。そこは確認をさせてほしいですねえ」

「そうですね。君の言葉はもっともだ」

　多少、面倒そうな表情を作って、ガラシアは客室に向かった。

　数分後、派手なドレス姿の少女が出てきた。まるで人形が歩いてきているようだ。

「……………………お顔、見せたくなかったのに」

　服自体は小柄な体によく似合ってはいるが、これから戦う格好とはとても思えない。ブーツもぶかぶかで、歩いてくる足取りすらぎこちない。

「こんな子供が、〈統一戦争サクセツシヨン〉を戦うつもりか……」

　思わずニコラがつぶやくと、少女はむすっとした目でにらんできた。

「ほら、ヘラ、あいさつ。アチェロの使徒たちにあいさつするんだ」

　ガラシアがヘラに呼びかける。歳としの離れた兄妹きようだいみたいだった。

「……………………ヘラ・パッサート」

　注意しないと聞き取れないような小さな声だった。

「……………………もういい？」

　かなり言葉足らずな自己紹介だったせいか、いまだにニコラにはヘラが恐ろしい外典アポクリフアとは思えなかった。

「なあ……この子が本当に外典なんだよな……？」

　ニコラは念のため、ガラシアに尋ねた。ニコラの神術は天てん精せいスーの加護により、雷撃を放つものだ。あんな少女に撃てば、手加減をしたとしても命を奪ってしまいかねない。

　しかし、彼女がヘラで間違いないという証言がアチェロの側からも出た。

「本物よ。姉の私が保証するわ」

　エルザがヘラのほうを一いち瞥べつする。

「私の妹、ヘラ・パッサートで間違いないわ」

「……………………嫌い」

　ぼそりとヘラが言う。ささやきのような、小さな声だ。

「……………………お姉ちゃん、嫌い」

　嫌いと断言されて、エルザの額に青筋が走った。

「ええ、嫌いでけっこうよ。嫌いなら、好きなだけ悪口を言えばいいわ。いちいちあなたの言葉なんて真に受けないから」













「……………………ぺちゃぱい」

　また、ほとんど聞き取れないような声で、しかもとんでもない発言をヘラはした。

　エルザの顔から表情が消えた。

　そのあとに、場違いな笑みがエルザの顔に浮かび、

「黒こく色しよく乃の炎ほのお世よ、悪あ敷しき者もの乃の心こころ可か良ら──」

「エルザ、やめろ！　まだ戦いははじまってない！」

　明らかに神術を詠唱しはじめたエルザをニコラが止めに入る。

「邪魔をしないで！　あの邪悪な妹を焼き払わないといけないの！」

「焼き払おうとするから、止めてるんだ！」

　エルザは完全に頭に血が上っていた。

「妹だからって、言っていいことと悪いことがあるわ！」

　ヘラのほうは、寝ぼけてでもいるような無愛想な表情をしている。

「…………相変わらず気が短いんだ」

　表情を変えずにヘラは言いたいことを言っていた。

「…………ガラシア、お飲み物、ちょうだい。ノドが渇いた」

「ヘラ、もう自己紹介はいいのかい？」

「…………もういい。エルザお姉ちゃんのことなんて知らないもん」

　ヘラは一度エルザのほうを向いて、無視するように首を横に曲げた。

「あなたを変えてしまった責任は果たすわ」

　思い詰めたような顔になって、エルザはつぶやいた。

　しかし、ヘラはもうエルザの顔を見もしなかった。

「…………審議官の人、ヘラはお飲み物ほしい」

　今度はシンクハイムのほうにヘラが要求を出した。

「そうですね……自己紹介も全員終わったことですし、各自で解散していただいて、けっこうです……」

　シンクハイムもあっけにとられつつ、自己紹介の終了を告げた。

「では、我々は戻るとする」

　フラゴラ使徒シビリエ筆頭のライネルが言った。

「それでは、わたしたちは到着まで日光浴を楽しみますよう」

　イーリスが友達に答えるように笑いながら言った。

　ぞろぞろとフラゴラの側は客室の前のほうへ帰っていく。

　ただ、ニコラは彼らを無言で見送ることはできなかった。

「なあ、フラン。お前、どうしてそっちにいるんだ？」

　思わずニコラはフランを呼び止めた。

　フランは一度ニコラのほうを振り向いたが──

　何も言わないまま、フラゴラの使徒シビリエを追うように、去っていった。

　ニコラは中途半端に前に出してしまっていた右手を押し止とどめた。

「フランがフラゴラに行ったのは、わたくしのせいですわ」

　ニコラのそばにやってきたシャンファが言った。

「ですが、どうしてフラゴラ側について戦おうとしているのかまではわかりませんわ。たしかに向こうもアルザンヌという使徒が一人やられていますけれど……」

　ニコラは、かつての自分が知っているフランと、今の無表情のフランが同じ人物とは信じられなかった。

「フランとも命懸けで戦わないといけないのか……」

「つらいですが、このままではそういうことになりますわね……」

　悲しげにシャンファは言った。




　そして、マルス島に船は到着し、下船の時間になった。

　両国の使徒たちは船から板敷きの桟さん橋ばしに降り立った。桟橋の奥は数段の段差を経て、砂浜が広がっている。砂浜のさらに奥には島全体を覆っている森が見える。

　全員を降ろすと、船はすぐに引き返す準備をはじめた。

　両国の使徒シビリエは板敷きの桟橋に距離をとって、固まる。

「では、最後の確認をいたします。両国の参加者全員が桟橋から島に降り立った瞬間をもって、アチェロ対フラゴラの〈統一戦争サクセツシヨン〉のはじまりといたします」

　シンクハイムが両国の間に立って、告げた。

「この船は毎朝、この船着場に巡回に来ますので、勝者が確定した場合はここでお待ちください」

（用心のためにやれることはやっておくか）

　ニコラは脳内で神術の暗唱をはじめる。

　それも、「二重暗唱」というニコラにしかできない特殊な方法で。

　一般的に、神術の呪じゆ文もんは暗唱では威力が大幅に弱体化するため、ほとんど使用に堪えない。だが、ニコラは一度目の暗唱の直後に追いかけるように同じ暗唱を繰り返すことができる。同じ時間に二倍の暗唱が行えるわけだ。

　その結果、詠唱と遜そん色しよくのない神術を、詠唱よりもはるかに早く使用できるのだ。

「皆さん、行きますよ」

　イーリスはアチェロの使徒たちを一いち瞥べつすると、

「覚悟はできていますわ！」

　シャンファが力強く、答えた。

　ほかの使徒シビリエもイーリスに、目だけで合図する。

　イーリスは板敷きの桟さん橋ばしから砂浜の地面に降り立つ。

　トルマリーナ、シャンファ、エルザがそれに続く。

　呼応するように、フラゴラ側の使徒たちもアチェロ側から離れた方向に走っていく。

　最後まで桟橋に残っているのはニコラだけだ。

　すぐに攻撃を仕掛けられるニコラが最後まで残っていた。

（ルール上、俺が地面に降り立った時点で〈統一戦争サクセツシヨン〉の開始ってことだな）

　敵の攻撃がきてもすぐに応戦できるように二重暗唱の態勢を整えて、ニコラは桟橋から地上に降り立つ。

　それに合わせて、フラゴラ側の使徒筆頭ライネルが空へと浮かびあがった。

　だんだんとライネルの体が上空へと上昇していく。

「風ふう精せいフスの神しん術じゆつ師しかしら？　空に舞いあがって何をしようって言うの？」

　エルザが腑ふに落ちないという顔で言った。

　だが、それは「舞いあがる」などという穏やかなものではなかった。

　次第に上昇速度をあげたライネルは、すぐに姿を視認するのも難しいほどの高みに達すると──顔の前で両腕を交差させた。

　その両手に何か白いもの、極小の竜巻のようなものが生まれる。

　そして、逆立ちでもするように、顔を地面の側に向けると──上昇時の数倍を思わせる速度で落下してきた。

　猛もう禽きん類が地上の獲物を狙ねらうような速度。

　そして、腕をほどき、篭こ手てのついた手を地面に向けた。

「皆さん！　今すぐ遠くへ逃げてください！」

　トルマリーナの声が響く。

　ニコラの頭上に強い殺気が放たれた。

「こっちに来たかっ！」

　とっさに地面を蹴けり、前に思い切り跳んだ。

　先ほどまでニコラのいたところから、衝撃波が襲ってきた。

　背後から発生した嵐あらしのような暴風にあおられて、ニコラは思い切り吹き飛ばされ、地面を転がる。

「くっ！」

　全身に痛みが走るが、どうにか起き上がる。

　振り返ると、ライネルの攻撃の影響か、砂ぼこりがあたりを覆っていた。

　ライネルが降下してきた周囲は、巨大な鉄球でもぶつけられたかのように広範囲にわたって陥没している。

「一秒でも遅れてたら……。これがフラゴラの使徒シビリエ筆頭の力か……」

　ニコラも背筋が寒くなった。

　逃げるのに全神経を集中したせいで、暗唱も途切れてしまっている。

「仕留められないとはな」

　ライネルは表情を変えることなく、言った。

「おお、さすがアチェロの使徒筆頭ですね。ライネルの〈飛ひ泉せん嵐らん〉をかわすとは」

　主戦場から離れたところから、ガラシアがおかしそうに笑っている。

「体の前に竜巻を作って、それを急降下させながら相手に叩たたきつける。海賊時代にこの技で何隻も船を沈められましたよ。もっとも、今みたいにかわされちゃ仕方がないですね。だけど──」

　ガラシアはニコラを嘲あざけるように見つめた。

「向こうの使徒筆頭を、仲間たちからずいぶん引き離せましたね」

　吹き飛ばされた影響で、ニコラだけがアチェロのほかの使徒たちから孤立していた。

「追撃は任せた」

　深い息を吐ついて、ライネルがフラゴラの使徒に言う。

「ニコラッ！　大丈夫!?」

「今、助けにまいりますわ！」

　エルザとシャンファが相次いでニコラの救助に入ろうとする。

　このままではニコラだけが敵の攻撃を一身に浴びるかもしれない。

　幸い、敵の使徒シビリエもライネルの一撃から避難するためか、アチェロの使徒とは離れて対たい峙じしている。今のうちに、ニコラのもとまでたどりつければ、孤立は防げる。

　しかし、エルザとシャンファの行く手を阻むものがあった。

　大量の蜂はちの群れだった。

　蜂が黒い幕のように二人の行く手を覆っている。

「…………行かせない」

　主戦場から最も離れたところから、術者であるヘラが淡々と言った。

「災さい禍か乃の炎えん熱ねつ我を、千せん虐ぎやく乃の罪ざい人にん仁に放はな天て！」

　エルザが剣を振り、黒い炎を蜂の幕に向かってぶつける。

　炎を受けて、無数の蜂はぽろぽろと焼け落ちて、消えた。

　だが、その徒労を笑うように、すぐに地面から次の蜂が生み出される。

「私だけじゃきりがないわ！」

　エルザが炎を浴びせるが、いっこうに蜂の数は減りそうにない。

「助すけ太だ刀ちいたしますわ！　氷ひよう条じようよ、今こそ地に降り立ち、彼かの悪あしき熱に向けて駆けよ！

〈垂たる氷ひの盗ぬす人びと〉！」

　シャンファの氷の神術が蜂はちの群れを氷漬けにする。

　しかし、戦況は変わらない。こんこんと湧わき出る泉のように、蜂は地面から現れてくる。

「これじゃ、埒らちが明きませんわ！」

「ヘラ自体を攻撃できないと、どうしようもないわね……」

　ニコラの救出はヘラの神術に阻まれてしまっている。

　もっとも、ニコラも黙って見ていたわけではない。

「俺があっちに行けばいいんだろ」

　ニコラは傷の程度を確かめる。

　骨は折れていない。せいぜい、吹き飛ばされた際に擦りむいた程度だ。

　ライネルは威力の高い神術を使った反動のせいか、ニコラをすぐに攻める様子はない。ほかのフラゴラの使徒シビリエも離れてこちらの様子を見ているだけだ。

（向こう側からなら、蜂のいないところをかいくぐることはできるはずだ）

　仲間の使徒たちのほうに合流できるルートを探る。

　密集した蜂が幕を作っているが、薄いところもある。そこを狙ねらえば突破できそうだ。

「よしっ！」

　一気にニコラは走りはじめた。

　だが──地面から何か細いものが突き出てきた。

　木の根がニコラの足に巻きつこうとしていた。

「くっ！　危ねっ！」

　思い切り足を引いて、根が絡みつく前に引きちぎる。

　だが、そうしている間に目の前に太い根が何本も突き出て、ニコラの行く手を阻んだ。

「行かせないよ」

　フランが感情を押し殺した声で言った。

　いつのまにか、ニコラと距離を詰めている。

「そうだよな。木の根を操れるなんて、お前の神術だよな……」

　フラン・メイランは樹じゆ精せいティルの神しん術じゆつ師しだ。とくに地中にある樹木の根を自在に操ることに特化した力を持つ。

「聖せい遺い物ぶつを渡すんだ、ニコラ」

　ニコラは聖遺物の大剣ファルシオンを鞘さやから抜いた。

「おとなしく渡すと思うか？」

　フランは無表情でニコラを捕らえるための根を操作する。

　ニコラは大剣で根を切断した。

「アチェロに戻ってこいよ！　お前とは〈統一戦争サクセツシヨン〉で一緒に戦うって約束しただろ!?」

　剣を振るいつつ、ニコラは視線をフランに向ける。

　しかし、フランは何も答えない。

　フランが神術で操る巨大な根が何本もニコラの行く手をさえぎる。

（これは剣じゃ対処できない）

　アチェロ側に合流できそうな道を完全にふさがれた。地面という地面が地中から出てきた根に覆われている。

　やむなくニコラは踵きびすを返して、フランの神術から逃げられる場所を探す。仲間と合流するのは一度断念するしかない。

「くそ、誘導されてるな」

　森の中へ入っていくのが唯一の逃げ道だ。

　森がニコラの前に口を開けている。

（東に陣取ってる敵の使徒シビリエに囲まれるよりはいいか。ただ、森なら植物使いのフランに有利だ……）

　やむをえず、ニコラは森の中に足を踏みこんだ。

　周囲は樹木が生い茂り、濃い影を作っている。

　そのニコラの背後から太い木の根が地面を這はって、追ってくる。

　だが、距離は縮まりも開きもしない。ニコラを走らせて、疲弊させるのが目的であるようだった。

（フランもこの森のどこかにいる。どこかで一気に仕掛けてくるつもりだろうな……）

　泳がされている自覚はあるが、とにかくニコラは走った。

　もし、立ち止まれば確実に捕らえられるだろう。

　せめて、できるだけフラゴラの使徒シビリエたちとは逆の方向に走る。おそらく、西に向かっているはずだ。

　距離を置いたところから、フランらしき足音も聞こえる。ニコラを追っているのだろう。

　ニコラは二重暗唱をはじめる。

　目の前に敵が出てきてもすぐに攻撃ができるように。

（元ルームメイトに雷を放つのは気が引けるけどな）

　背に腹は代えられない。敵が誰だれであろうと、ニコラは〈統一戦争サクセツシヨン〉に敗れるわけにはいかない。

　木の根の速度は変わらず、ぴったりとニコラの背後をつけてくる。

　波の音がするので、海沿いから大きく離れているわけではないようだ。森の中を西に進んでいるのだろう。

（おそらく、どこかで正面にフランが出てくるな）

　後ろの木の根と挟み撃ちにするつもりだろう。

　神術を放つ準備をした。

　敵が仕掛けてきた時が、勝負だ。

　先に一撃で決める。

　ニコラは攻撃のタイミングをうかがう。

　波が岩にぶつかるような音が大きくなる。

　急に視界が開けた。

　ニコラの目の前に断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきが広がっていた。

（マルス島って、船着場以外、ほとんど崖がけだったよな……）

　正面に何かが待ち受けていると思っていたが、道自体が閉ざされているとは考えていなかった。

（そうか、あいつの狙ねらいはこれか！）

　神術を放つ準備はしていたが──フランの姿が見えないのでは使いようがない。

　すぐさま、振り向いて根に対たい峙じする。根に突き落とされれば死ぬ。剣で切れるかわからないが、試してみるしかない。

「うおおおおォォォォッッッ！」

　全身全霊で剣に力をこめた。丸太のような太さの根も一ひと太た刀ちで両断された。

　しかし、直後に崖に沿うように両側面から根が襲ってくる。

　右側から来る根は剣で切り裂いたが──

　左側からの根が背後から迫る。

「くそっ！」

　手数が足りない。

　ニコラが覚悟を決めた瞬間──

　その顔のすぐそばを何かがかすめ──木の根を撃ち抜いていた。

　大きな穴の空いた木の根はそこから半分に折れた。

「ニコラ様、ご無事ですかっ！」

　声の主はトルマリーナだった。

　左の手には小石が置かれていた。それを右の人差し指と親指ではじいている。

　細い根は小石の当たった箇所から折れたり、吹き飛んだりする。

　一発では動じない太い根も、何発も穴を空けられると同じようにちぎれた。

「間に合ったようですね」

「トルマリーナ、助かった」

　トルマリーナはニコラのそばに寄った。

　左手には相変わらず、小石が置かれている。敵の動きがあればすぐに撃ち抜くつもりなのだろう。

「くっ！」

　森の中から、フランの戸惑ったような声がする。

　足音が森から聞こえ、だんだんと遠ざかっていった。

「どうやら、二対一で不利と悟ったのか、逃げたようですね。気配が一つ消えました」

「ありがとう、トルマリーナ、おかげで助かった……」

　自分の息があがっていることにニコラは気づく。

「ニコラ様が狙ねらわれているのはわかっていましたので、お嬢様から遣わされました」

　トルマリーナは、事務的に言った。

「行きましょう。こんなところに長居は無用です」

「行くって、どこへだ？」

「お嬢様は島の西部の森にあるコテージに向かうよう言って、敵から離れました。無事なら、そこに皆さんが集まっているはずです。おおまかな位置はわかるので、ご案内します」

　話をしながら、ニコラもまた足を動かす。

「エルザとシャンファは大丈夫だったのか？」

「お二人の安否を確認する前に私はニコラ様の救出に向かいましたので、わかりません」

　トルマリーナの表情は変わらないままだ。

「俺のせいだな。ライネルの攻撃で一人だけ別の方向に飛ばされたから」

　トルマリーナのすぐ横をニコラもついていく。

　疲労が残っているが、後おくれを取るほどのものではない。

「敵はこちらの分断を狙っていました。やむをえません。ですが、ニコラ様も助かったわけですし、敵の策は失敗したと言えるでしょう」

「あとは、エルザとシャンファがコテージまでついていればいいんだがな」

　不安がニコラの胸を覆ったが、今は走るしかない。

「会長も一人なんだよな。大丈夫かな……」

　トルマリーナが自分を助けに来たせいでイーリスを一人にしてしまったことが、ニコラには気になる。

「お嬢様のことなら、大丈夫ですよ」

　自分の主人に対してとは思えないようなさばさばしたトルマリーナの口調だった。

「……もう少し、気にかけてやらなくていいのか？」

「ご心配いりません」

　あっけにとられるニコラの前で、トルマリーナはそう断言した。




　ニコラはトルマリーナに案内されるがままに、森の中を先へ先へと進む。

　目的地のコテージは島の西部でも、どちらかというと北側にある。小さな島とはいえ、森の中は高低差もあり、先へ進むのには時間もかかる。

「真北に進めば、コテージへ向かう歩道に出ると思います。そうすれば移動はかなり楽になりますが──お勧めはいたしません」

　トルマリーナが少し速度を落として、ニコラのほうに目をやる。

「わかってる。敵が待ち構えてる危険が高いからな。森の中を行こう」

　遠回りにはなるが、直線で進むより迂う回かいしたほうが安全だ。

　気ははやるが、敵がどこにいるかもわからないので、やむをえない。能力が不明な敵の神しん術じゆつ師しもいる。

　自分一人でも欠けたら仲間全員に大きな負担を強いる。

　そして、三十分近くかかって、ついに森の中にある隠れ家のようなコテージに着いた。

　こぎれいで立派な木造の建物が前に広がっている。

「ここにみんなが……」

　生きていてくれと願いながら、ニコラはコテージの入口の前に向かった。

　コテージの後ろのほうから、声がする。裏庭でもあるのだろうか。

「ふう、生き返る心地がするわね。あなたの神術のおかげよ」

「わたくしの神術はこんなことのためにあるんじゃありませんわ」

　間違いなくエルザとシャンファの声だ。雰囲気からして、無事らしい。

　ニコラの足取りも軽くなった。コテージの裏手に急いでまわった。

　裏庭の奥では、エルザ、シャンファ、イーリスの三人が集まっていた。

「よかった。無事だった────あれ？」

「「え？」」

　エルザとシャンファの声が重なる。

　完全に時間が止まり、音が消えた。

　何かがおかしい。

　なにせ、全員が裸なのだ。

　水浴びの最中にニコラは戻ってきてしまったらしい。

　体を伸ばして入れるタイプの浴槽も野外に一つ出ている。イーリスはそこで体を横たえてくつろいでいた。

　シャンファは、泡をたくさん体につけて立っていた。石せつ鹸けんを持ってきていたか、そうでなければ神術の一つだろう。服がない分、大きな胸が余計に強調されていた。

　エルザはシャンファの神術で水をかぶった直後なのか、一糸まとわぬ姿で水をしたたらせていた。シャンファと比べると、どこか華きや奢しやではかなげな印象を与える白い肌が目を引く。

　のぞいてしまった側と、のぞかれてしまった側ともに、思考回路が遮断されて、硬直する。

（とんでもないことをしてしまった……）

　ようやくニコラは状況を理解しはじめた。どんな言い訳をしても、制裁を受けるのは確実だ。

「よ、よかった……」

　ニコラは気が動転して、「無事で」という言葉を抜かして口走ってしまった。

　エルザとシャンファから悲鳴が漏れた。

「何、人の体を見て『よかった』なんて言ってるのよ！　ちっともよくないわよ！　この聖者！　バカ！」

　顔を真っ赤にして、エルザがニコラを恨みがましくにらみつけた。

　両手はどうにか体を隠している。

「違う！　そういう意味じゃない！　ケガもないようでよかったってことだ！　それと聖者って言うな！」

　聖者は天境国で童貞を意味する俗語だ。

「今のあなたに文句を言う資格なんてないわよ！　最低！」

「誤解だ！　今さっき、森から出て、こっちから声がするから来ただけで……」













「わ、わたくし、見られてもいいですけれど……こういうのは、心の準備が……その……」

　シャンファのほうは、どうも変なリアクションになっていた。

「あの……そんなに見たいのなら、少しぐらいなら、わたくしは……」

「シャンファ、落ち着きなさい！　聖者の思うつぼよ！」

「だから、聖者って言うな！」

　ニコラも不名誉な言葉に抗議する。

「というか、逃げてこられたっていっても、なんで水浴びしてるんだよ。こんなところに敵が来たらどうするんだ!?」

　ついさっきまで戦っていたとは思えないくつろぎようだ。

「それなら心配いらないわ。ヘラの性格はわかってるから。ニコラを仕留め損なったら、あっさり撤退したから大丈夫。ほかの使徒シビリエもヘラの命令に従って、引いていったわ」

　その点はまったく問題ないのか、エルザはやけに自信ありげに答えた。

「ヘラは臆おく病びようと言っていいぐらい慎重なの。こちらの手の内がわからないところに闇やみ雲くもに使徒を送りこんだりなんてしない。まずは自分の身を固めるわ」

　だが、すぐに表情が曇って……。

「わざわざ、こっち見るのやめてよ……」

　話をしているうちに、ニコラはエルザのほうを向いてしまっていた。

　異性に肌を見られるのは、天境国ではひどく恥ずかしいことのはずだ。

「すまん！」

「それに、わたしも罠わなをいくつか仕掛けていますから、大丈夫ですよう。敵が追撃してくるなら、こちらの移動中を狙ねらわないと効果も薄れますしねえ」

　イーリスはのほほんと答えながら浴槽でくつろいでいる。

　腕を浴槽の外に出しているので、肩のラインもはっきりと見える。

「会長って、背が低い割には胸の発育が……まあ、シャンファほどじゃ……いや、俺は何を言ってるんだ……」

「ニコラ様、そんなに胸に興味がおありですか？」

　遅れて裏庭にやってきたトルマリーナが、いつのまにかニコラの後ろに立っていた。

「違う、そんなことはなくて……」

　その時、エルザが詠唱をはじめたのが、ニコラの耳に聞こえてきた。

「調ちよう伏ぶく乃の炎えん熱ねつ我を、千せん虐ぎやく乃の罪ざい人にん仁に、一いち億おく八はつ千せん万まん乃の毛け穴あな仁に迄まで流なが志し入い礼れ、注そそ幾ぎ込こ美み……」

「待て、何を攻撃するつもりだ……？　こころなしか俺のほうに殺気が来てるが……」

「あら、察しがいいわね。さすが私のご主人様」

　エルザは殺気が漂っているとは思えないような、穏やかな笑みを浮かべている。

　だからこそ、余計に身の危険を感じた。

「今すぐ地獄に送ってあげるわ、ご主人様」

「シャ、シャンファ……」

　ニコラはシャンファのほうに助けを求めた。シャンファの水の神術に頼らないとまずそうだ。

「水を出したあとに聖せい遺い物ぶつの髪飾りを外してしまいましたから、間に合いませんわ」

　胸を押さえたまま、シャンファが首を横に振った。

「わ、悪い！」

　エルザたちから背を向けて、ニコラは全力で走った。

　その顔の真横を黒い炎が数発かすめていった。

「助けてくれ！」

　ニコラは敵の襲撃の前に命の危険にさらされていた。





　　　◇






　裏庭での水浴びが終わり、エルザたちが着替えたあと、アチェロの一行はコテージの中に集まることにした。

　みんなが着替えるまで、ニコラは少し落ち着かない時間を過ごした。水浴びをしていなかったトルマリーナは「準備がある」といって、コテージの前のほうに行ってしまい、話す相手もいなくなってしまった。

「こんな時、男一人だけってつらいな……」

　コテージはフラゴラの貴族の所有物らしいが、トルマリーナがカギを開けた。

　大きな窓が印象的な応接室には、円テーブルとアチェロの使徒シビリエ全員が座れるだけの椅い子すがあった。

　今はイーリスから時計回りにシャンファ、ニコラ、エルザ、トルマリーナの順に席についている。

　テーブルにはお茶まで用意されている。トルマリーナがいれたものだ。

　わざわざ茶葉まで持ってきたらしい。カップはコテージのものを使わせてもらっている。

「そっちは大丈夫だったのか？」

　ニコラは隣に座っているエルザに尋ねる。

「ここまで来る間もフラゴラ側に攻められるようなことはなかったわ」

「わたしたちはトラブルもなく、この西のコテージに着けましたよう。エルザさんとシャンファさんは敵の蜂はちの妨害を受けたのでわたしより少し時間がかかりましたが」

　エルザの説明をイーリスが補足した。

「とにかく、みんな、ケガはなかったんだな。本当によかった」

　不安が解消されて、ニコラは安あん堵どのため息をついた。

「そういうニコラはどうだったの？」

「トルマリーナに助けられた。フランは一いつ旦たん引いてくれた」

「そう……。彼と戦うのは避けられたのね」

　エルザはニコラの話を聞いて安堵の笑みを浮かべた。

「知っている人間と戦うのはつらいものね」

　だが、すぐにその顔は物憂げなものに変わる。

「でも、きっとまたニコラは彼と戦うことになるわ」

　自然と全員の視線がエルザのほうに集まる。

「どういうことだよ……？」

　エルザの言葉にニコラは戸惑う。

「俺はフランに恨まれるようなことはしてないぞ。それなりに仲良くやってたのに」

　フランは学年で言うとニコラの一つ後輩にあたる。

　もっとも、アチェロ正典学院での生活については、ニコラがフランになにかと教えを乞こう側だったが。

　今でもニコラはフランの笑顔をはっきりと思い出すことができる。

「逆よ。仲が良かったみたいだから、狙ねらわれることになるの」

「どういう意味だ……？」

「ヘラなら意図的にそういう作戦を立てるわ。ほかの使徒シビリエよりも、ニコラが彼と戦いづらいことを知ったうえでフランに攻撃をさせているの」

　ヘラという言葉を口にした際、エルザは視線をテーブルに落とした。

　ニコラの視線もテーブルのほうへと向かう。

　それが甘い考えだということはわかっている。〈統一戦争サクセツシヨン〉には国の命運がかかっているのだ。

「躊ちゆう躇ちよしてしまうのはやむをえませんわ」

　シャンファが慰めるように言った。

「わたくしだって、大切な人が敵になった時、なかなか全力で戦えませんでしたもの……」

　その言葉にニコラは顔を上げて、隣にいるシャンファのほうを見た。

「シャンファにもそんなつらい過去があったのか？」

「そ、そういう意味ではありませんわっ！」

　シャンファにフォローされていると思ったニコラだったが、かえって怒られてしまった。

「彼と戦うのが嫌だったら、早くヘラを倒すしかないわね。ヘラが敗れた時点で、フラゴラはアチェロに負けたことになるから」

　まとめるように、さばさばとした調子でエルザは言う。

　だが、その態度にニコラは違和感を覚えた。

「エルザは妹と戦うのがつらくないのか……？」

　実の姉妹なのだから、ニコラとフランの関係より、はるかに深いはずだ。

　そのせいか、エルザがわざと気丈に振る舞っているようにニコラには見えてしまった。

「ヘラと戦うことだけなら、どうってことはないわ」

　なんでもないことのようにエルザはニコラの言葉を否定する。

　しかし、すぐに表情が曇った。

「だけど、覚悟していたとはいえ、妹に憎まれるのは、姉として気持ちのいいものではないわね」

　全体の空気が悪くなると思ったのか、エルザは無理矢理に笑みを作った。

「暗い話をしていても仕方ないわ。勝つための作戦会議をしましょう」

　エルザはイーリスに目を向けた。

　イーリスはにこやかな表情を浮かべて同意を示した。

「そうですねえ。まずは勝つことを考えないといけませんからねえ。トルマリーナ、あれを」

　イーリスが命じると、トルマリーナは大きな布のようなものをテーブルに広げた。詳細な島の地図だった。

「戦いの場所が決まった時点で、詳しい地図を準備しておきました」

「たしかに右も左もわからないのでは、仲間のところに逃げようとして、敵の本拠地に入りこむなんてことにもなりかねませんわね」

「まず、敵の能力の確認をしておきますね」

　イーリスは一呼吸おくように、カップのお茶を一口飲んだ。

「フランさんを含めた六人の敵の中で攻撃力が抜きん出ているのが使徒シビリエ筆頭のライネルさん。それと向こうの外典さんです。この二人とは絶対一人で戦ってはいけませんよう」

「使徒筆頭の出会い頭がしらの神術は相当なものだったわね」

　エルザも珍しく素直に感心しているように言った。

「私なら勝てるだろうけど、ほかの敵が横よこ槍やりを入れてきたら、困ったことになるわ」

「自分なら問題ないっていうのが前提なんだな」

　あきれたようにニコラがエルザを見た。

「そのあとの能力はだいたいどんぐりの背比べですね。フランさん、ガラシアさん、ハンナさん。このあたりは、場合によっては一対一で戦ってもいいですが、できるだけ有利な状態で当たるのが理想ですね」

「あれ、敵が一人抜けている気がするんだけど……？」

　イーリスはかまわず、話を続けてしまう。

「さて、この島の中に敵は散らばっていると思いますが、必ず敵がいる場所があるんですよ」

　イーリスは地図上の島の中間点あたりに指を乗せた。

　船着場から見ると北に当たるところだ。

「ここからは私が」

　イーリスの話の続きをトルマリーナが接ついだ。

「この地点で、フラゴラの使徒シビリエ次席のガラシア・ジルベルトが大地を変形させる神術で見張り用の塔を作っています」

「見張り用の塔？　こんな短時間で防御施設が作れるのか？」

　ニコラはまさかという顔で聞き返した。

　高台に塔や砦とりでを築くのは戦争の基本ではある。

　低地と高地では、高地にあるほうが相手の動きもよく見えるし、攻撃も仕掛けやすい。

　だが、ここまで少人数同士の戦いでは作っている余裕がないだろう。

　別荘地としてしか使われてこなかったマルス島には、高い建物もない。

「ガラシア・ジルベルトは地ち精せいの神しん術じゆつ師しのようです。その神術は、大地を自在に変形させるもの。岩盤や土を動かして、短時間で擬似的な建築物を作ることも可能なのです。内部まではわかりませんが、長時間暮らすわけではありませんし、問題はないのでしょう」

「トルマリーナ、詳しいな……」

「見えますから」

　当然だという顔でトルマリーナが窓の外に目をやる。

　ニコラも窓のほうを向いた。島の東部にあたるところに、尖とがった岩のようなものが森の中から突き出ている。

「本当に何かできてる……」

　上陸する前にはあんなものはなかったはずだ。

「ガラシアさんはあの能力で、フラゴラの島や港に、仮設の砦や灯台をいくつも作っていましたからねえ。彼はフラゴラの海軍所属ですが、なかなかの有名人でしたよう」

「器用な真ま似ねをする神術師もいるんだな……」

　ニコラは塔をあっけにとられた顔で眺めていた。

「塔からこちらを見られてしまいますと、動きを読まれて、かなり不利になりますよう。このままだと、こちらの作戦もたてづらいですし、ガラシアさんはまずやっつけないといけない相手ですねえ」

　ガラシアの神術によってできたものであるなら、ガラシアが敗れて神術を維持できなくなった時点で塔も消滅するはずだ。

　エルザは自信ありげな笑みを浮かべた。

「見張りが目的の塔なら、敵はあそこには必ず一人はいるでしょうね。敵の居場所の見当がつくだなんて、効率がよくて助かるわ」

「やけに目立つので、罠わなの可能性もありますけれど、無視することもできませんしねえ。あんな高いところに、ライネルさんのような人がこもったら大変ですから」

　たしかに看過できるものではなかった。

　敵国の使徒シビリエ筆頭である風の神しん術じゆつ師しが、塔からこちらの陣営を見張っているというのは、危険だ。

「フラゴラ側の態勢が整う前にどうにかしておかないといけないよな」

　ニコラはライネルの攻撃を思い出して、背筋が寒くなった。

「そこで、ニコラ君、エルザさん、ちょっと無理をしてもらいますが、ガラシアさんを倒して、塔をつぶしていただけませんかね」

　ほがらかな笑顔でイーリスは二人に依頼する。

「もちろん行くわよ。ご主人様のほうはわからないけれど」

　おどけるような目でエルザはニコラの目をのぞきこんだ。

「俺だって使徒だぞ。こんなところで怖おじ気けづくわけがないだろ」

　不服そうな顔のニコラを、エルザは仲のいい兄弟でもからかうように、おかしそうに見つめる。

「お願いしますね。お二人に行ってもらうのは、さっき言ったようにライネルさんや敵国の外典さんと万一遭遇しても対処ができるようにするためです。もちろん、ほかの使徒シビリエに囲まれたような場合でも同じです」

　イーリスは頼もしそうに二人の顔を交互に見た。

　たしかに一人で塔を破壊しにいくのは危険すぎるし、二人で向かうほうが安全だ。

　しかし、承服できない人間が一人いた。

「待ってくださいまし！　わたくしは留守番なのですの!?」

　シャンファが立ち上がって抗議する。

「遠足ではありませんから、ついていきたいというわけではありませんが……二人よりは三人のほうが確実ですわ！」

「いえいえ、シャンファさんには別のお仕事があるんですよう。ただ、危険を減らすためにも途中まではお二人と行動をともにしてもらうつもりですが」

「そ……それならかまいませんわ」

　納得はできたのか、シャンファはもう一度席についた。

「シャンファもやる気なんだな」

　心強そうにニコラがシャンファを見た。

「だって、二人だけで行かせるのはちょっと……いえ、なんでもありませんわ……。わたくしも使徒シビリエとして戦いたいだけですわ……」

　少し気まずそうにシャンファは言葉を濁した。

「そ、それで、別の仕事とはどのようなことですの？」

「この島は、とくに船着場のある側の裏側が断だん崖がいになっているのですが、そこに一箇所、海の浸食でできた大きな洞どう窟くつがあるんですよう」

　イーリスは指を地図の上部、島の北側にあたる位置にスライドさせた。

「この洞窟に敵の使徒が潜んでいるようなことがあるかもしれません。念のため、シャンファさんには確認をしてきてほしいのですよう。シャンファさんなら神術の妖液物ウーズを使って遠距離から調べることもできると思いますし」

　シャンファは外典アポクリフアの大水神アザラートの神術を使って、妖液物ウーズを水から作り出し、自在に操ることができる。その妖液物ウーズをスパイのように使うことも可能だ。

「わかりましたわ。妖液物ウーズを放って様子を見ることにしますわ」

　シャンファも仕事を任されて、まんざらでもない顔をしている。

「はい、お願いしますよう。では、皆さん、コテージからご武運をお祈りしております」

　エルザが上品に笑う。

「もし、敵が私たちを襲ってきたら、返り討ちにしてあげるわ」

「俺も……やる」

　ニコラはフランのことが頭をよぎったのか、少しだけ言葉に詰まった。

「フラゴラには容赦はいたしませんわ。あの国には、恨みつらみがたくさんありますから」

　シャンファの目もやる気で満ちている。

「頼もしいですね。このコテージはわたしとトルマリーナで守りますから」

　イーリスがトルマリーナのほうに笑みを向ける。

　トルマリーナは無表情ではあるが、同意するようにうなずいた。それから、窓の外を一目見た。

「お嬢様、そろそろ来たようです」

「そうですか。では、ねずみとりをしないといけませんねえ」

　イーリスはお茶を飲みながら、窓の外を静かに眺めた。

「あの……ねずみとりって何ですか？」

「名前のとおりですよう。ねずみさんが来るんです。ね、トルマリーナ？」

　イーリスの言葉は答えになっていない。説明はトルマリーナの役らしい。

「敵の使徒シビリエの一人が現在、このコテージに向かってやってきています。その姿はこの部屋の中から、私の目でずいぶん前から確認していました」

「そんなもの、いつ見えてたんだ……？」

　トルマリーナの口調から冗談ではなさそうだが、誰だれかが攻めてきていることが、ずっと前から見えていたとは信じられなかった。

「間もなく、正面玄関のほうからやってきます」

　状況が差し迫っていることがわかり、シャンファとエルザはあわてて席を立った。

「迎え撃つなら、外に出たほうがよろしいのではなくて？」

　シャンファは臨戦態勢で、窓のほうを見ている。

「シャンファ様、心配はいりません。すでに罠わなを用意しています。ご着席ください」

「罠って、そんなもの、いつのまに準備していましたの……？」

「皆様が水浴びを終えて着替えていらっしゃる間に仕掛けていました」

　淡々とトルマリーナは事実を述べているといった調子だ。

「そういえば、トルマリーナ、コテージの前のほうに出ていってたな」

　ニコラもさっきのことを思い出す。

　トルマリーナの言葉にエルザとシャンファは半信半疑で顔を見合わせたが、もう一度席についた。

「私とニコラ様が戻っていることはまだ敵は知らないかもしれませんから、私たちは隠れているほうがいいでしょう」

　トルマリーナはカーテンの後ろに隠れ、ニコラも言われるままに部屋の違う場所のカーテンにそれぞれ身を潜めた。

　エルザとシャンファは不安げに、イーリスはのほほんと座っている。

　すると、窓の奥に男の姿が見えた。

「女三人が逃げこんでるのは、このあたりだな？」

　肩まで伸ばした髪を後ろでくくった若い男が大声で言う。

　目つきはかなり悪く、雰囲気だけならゴロツキのようにしか見えない。

「ドーリズ・ヴルカーノ、【海の放火魔】と呼ばれている火か精せいリィンの神しん術じゆつ師しです」

　小声でトルマリーナが説明する。

「やはり、私とニコラ様が戻ってきているのは知らないようですね」

　ドーリズがコテージの窓のほうに近づいてくる。

「外から建物ごと焼き尽くしてやるよ──この世の最も赤き花から採りし染料で染めあげん、我が愛いとしき焔ほのおを」

　ドーリズは炎の神術の詠唱をはじめる。

　このまま何の迎撃もしないのはまずいのではないかとニコラが思っていると──

　石、土、砂が一斉にドーリズに向かって飛んだ。

　彼の周囲の地表が掘り返されたようにめくれて、その砂や土が彼に激しく打ちつける。

　ドーリズを狙ねらう石や砂の範囲はだんだんと、彼の近くから遠方にまで広がっていく。

「うわ！　くっ……うあぁぁぁァァァ！」

　神術の詠唱も中断せざるをえなくなったドーリズは顔を手で覆う。

　今度は拳こぶしほどもある大きさの石がドーリズ目がけていくつも打ちつける。

　最初の一発が腹に刺さるようにめりこんだ。

「うっっっ！」

　思わずドーリズはその場に倒れこむ。

「ひとまず退散だっ！」

　どうにかドーリズは気力を振りしぼって、コテージから離れて、逃げ帰っていった。逃げる時には、足取りはふらついていた。

「あら、ねずみさんには逃げられてしまいましたねえ。でも、しばらくはこれで怖がって、ここに寄りつかないのではないでしょうか。ふあ～あ」

　事が落ち着いたことを示すように、イーリスは呑のん気きにあくびをした。

「一件落着いたしましたね。あの方は敵の使徒シビリエでも一番の小物ですが」

　トルマリーナは一瞬だけ、戦場になっていた窓の外に目をやっている。砂や土が飛び交ったせいで、砂ぼこりが舞っている。

「そういえば、会長、敵の使徒シビリエの中で、あのドーリズって奴やつだけ、名前を出さなかったな……。そんなに強くないってことなのか……」

　イーリスとトルマリーナ以外の三人は、不思議な現象を目にしたばかりで、ぽかんとしていた。

「いったい、どういう仕掛けですの……？　神術の呪じゆ文もんは唱えていないように見えましたけれど。これもトルマリーナの力ですの？」

　シャンファが不思議そうにトルマリーナに尋ねた。

「わたくし、水すい精せい以外の神術もかなり詳しく学んでいると自負していますが、あんなものは聞いたことがありませんわ」

「シャンファ様、あれは外典ではなく、地ち精せいギアの神術です。ただし、この神術自体は地精ギアの中でも正典カノンに組みこまれなかった経典に基づくものですが」

「トルマリーナは七しち精せいの神術はすべて使えるんですよう。得意なのは地精の神術だけですけどね」

　なんでもないことのようにイーリスが補足した。

「機械生物なので属性の得手・不得手もありませんからね。それだけのことです。それに、私は長期間、この世界に存在していますので、神術を覚える時間もほかの方の何十倍もありましたから」

　トルマリーナもその力を誇るつもりはまったくないらしい。

　通常、正典カノンの神しん術じゆつ師しが使える神術は七しち精せいのうちいずれかの属性だけだ。二つの属性が使えるだけでも、神術師としては珍しい部類に入る。

　シャンファは恐ろしいものを見たような顔になる。

　彼女の知識をもってしても、トルマリーナの存在は理解を超えている。

「神術はいつ唱えましたの？　あのレベルの威力なら暗唱では起こせないと思いますわ」

　ニコラの二重暗唱のような例外を除けば、暗唱による神術は詠唱と比べてはるかに威力が弱い。

「仕組みは単純です。コテージの周囲にすでに地ち精せいギアの神術をかけていたんです。この神術は外部から何者かが入ってきた時点で発動するように設定していました」

「あなたたち、いくつ秘密を隠し持っているのよ」

　エルザが苦笑いしながら言った。

「敵にまわすと一番厄介なタイプがあなたたちよ。私もこんな罠わなみたいな効果のある神術なんて知らなかったわ……」

「敵を騙だますにはまず味方からと言いますから、黙っていました」

　悪気もないような笑みをイーリスは浮かべると、

「このコテージの守りが万全なのはおわかりいただけたと思います。どうぞ、安心して、塔を落としてくださいね」

　イーリスは三人の出発を笑顔で見送ろうとする。

「ええ、期待してくれていいわよ」

　エルザは軽く胸を張って、イーリスの言葉に応じる。

「いってらっしゃい」

　イーリスは何の憂いもないような、やさしい声で。

「ご武運を祈ります」

　トルマリーナはいつもの淡々とした声で。

　ニコラたちも決意のまなざしでそれに応こたえる。

　だが、その時──

「ぐぅううぅぅうう」

　誰だれかのおなかが鳴った。

「あらら、恥ずかしいですねえ」

　イーリスが顔を赤くして、左手を頭に載せた。

「そういえば、お昼ご飯がまだでしたねえ。食べていきませんか？」

　ニコラたちは出かける前に、トルマリーナの持ってきていた携帯食を昼食にした。

　ちょうど太陽が正午を過ぎはじめた頃ころだった。






　　　　２話　水の神術師VS水の神術師








　太陽が昼を少し過ぎた頃ころ。

　ニコラ、エルザ、シャンファの三人はコテージを出発した。ニコラとエルザはマルス島の中央部に神術で作られたという見張りの塔を目指す。シャンファは断だん崖がいの洞どう窟くつの調査を行う。

　道が狭いところを除けば、三人が横に並んで移動している。いきなり敵が攻めてくる可能性もあるので、シャンファが左手、ニコラが正面、エルザが右手の攻撃にそれぞれ注意して進むかたちをとっている。

　目的地の塔は森の中にある。分け入って進むしかない。

「どうしても蜂はちに目がいってしまいますわね」

　シャンファが近くを飛んでいる蜂をにらんだ。コテージを出ると、神術でできた蜂が至るところを舞っていた。

「使い魔というほどでもないけどヘラの使役してる蜂ね」

「わたくしたちの居場所を探っているんじゃありませんわよね……？」

　シャンファは気味悪そうにエルザに尋ねた。

「大丈夫。そういう特別な力を持った蜂はここにはいないわ。この蜂は、少しばかり野生のものより凶暴なだけよ。ヘラとは、昔、一緒にいたからわかるわ」

　エルザが近くに来た蜂を小さな炎で焼き払う。

「無駄な体力を浪費するなよ。いつ、敵が襲ってくるかわからないんだからな」

「わかっているわよ。ニコラこそ、暗唱でもして神術の準備をしてなさい」

　エルザの口調はいつもどおり。ニコラに対して少しトゲがあるが、意識も視線も周囲の森に向いている。

　塔までの道は傾斜が大きく、かなりの坂だった。

「はあはあ……けっこう登り坂がきついですわね……。しかも道ですらありませんし……」

　シャンファは肩で息をしている。

「わたくし、こういう運動はあまり得意ではありませんの……。遠くへ行く時は馬車ですから……」

「あなた、弱点が多いのね。たしかに私とニコラと戦ってた時も、妖液物ウーズを操るばっかりで、あなた自身はほとんど動いてなかったけど」

　エルザはあきれた顔をしている。小柄ではあるが、エルザはかなり体力があるらしく、シャンファと戦った時も妖液物ウーズ相手に剣を手に動き回っていた。

「別に、あれはわたくしの体力の問題だけではなくて、水の供給に便利な場所にいたほうが妖液物ウーズを使いやすいからですわ！　まあ……わたくしが体力があるほうだとは思いませんけれども……」

　体力に自信がないのはシャンファ本人も自覚しているらしく、弱々しく首こうべを垂れた。

「そんなんじゃ、これから先が思いやられるわ」

　気分を悪くしたのか、シャンファはムスッとした顔をした。

「おいおい、エルザ」

　ニコラが場を収めようとしたが──

　それぐらいでシャンファの気は静まらなかった。

「そうですわね。あなたのように身軽じゃなくて申し訳ありませんわ」

「あら、素直ね。わかればいいのよ」

　あっさりと引いたように見えるシャンファに、エルザは意外そうな顔をしたが──

「わたくしは、あなたと違って、胸のあたりが重いですから」

「な、な……？」

　エルザの表情が固まった。

「本当にあなたがうらやましいですわ。男性と大差ないような体だから、さぞかし元気に動けますものね。ああ、本当に、本当に、うらやましいですわ！」

　シャンファはわざとらしく、自分の胸の上に手を載せている。

　エルザは自分の胸に目を落とし、言葉を失って、わなわなとふるえている。シャンファと自分の胸を比べてしまったらしい。

「活発に動き回るあなたの特性にぴったりの体でよかったですわね」

「何度も言わなくていいわよ！　お里が知れるわ……」

　エルザは引きつった笑みを浮かべている。

　ニコラはエルザがそろそろ爆発するのではないかと、びくびくしながら見ていた。

「あら、褒めたのに怒られるとは不思議ですわね。これも天境国との文化の違いですの？」

　シャンファは勝ち誇った顔をしている。

「何よ……。勝手に言ってなさいよ……。悔しいなんて、一言も言ってないんだから……」

　ニコラは気の毒そうにエルザのことを見ていた。

　エルザは誰だれにも聞かれてもいないのに、悔しいなどと言ってないと口にしている。

　顔はずっと横に並んでいるシャンファのほうを向いたままで、前方を見れていないので、ちょっと危なっかしい。すっかり平常心を欠いている。

「これでも、胸はあるわよ……ヘラより」

「あのお子様と比べて、恥ずかしくありませんの……？」

　シャンファの表情はさらにエルザを焚たきつけるものではなくて、本当にあきれているものだった。

「おい、二人とも、やめろ……。ケンカはフラゴラに勝って島を離れてからに……」

　これはまずいとニコラが間に入った。

（敵と戦うなら仲間は多いほうがいいけど、味方同士で対立するリスクもあるんだな……）

　仲間割れしては元も子もないとニコラは思った。

「ほら、エルザもそのうち成長するから。胸が大きくなる時期も個人差があるんだろ？」

　エルザを助けるつもりでニコラは言った。

「なんですって……」

　だが、強烈な殺気がニコラに向けられた。

　しまった、とニコラは思った。

　フォローを入れようとして、地雷を踏んでしまったようだ。

「いつ、私が胸にコンプレックスを感じているだなんて言ったのかしら。なんで、そんなことがわかるのよ……。ニコラに話したことなんてあったかしら……？」

　やっぱり思っているじゃないかとニコラは思ったが、指摘するのは怖いのでやめておくことにした。

「エルザ、あなた、小さなことを気にしすぎですのよ」

　シャンファがたしなめるように言った。

「小さくなんてないわよ！」

　小さいという言葉にエルザは過剰に反応した。

「あなた、なかば被害妄想気味に────────！」

　シャンファの表情が突然、真剣なものに切り替わる。

「敵ですわ！」

　シャンファはとっさにその場から横に跳んだ。

　エルザもニコラもその場から離れる。

　三人が元いた地面に、木の葉が硬質な刃物のように突き刺さる。

「フラン、出てきなさい！　こんな奇襲は通用しませんわよ！」

　明らかにフランの攻撃だった。

「気づかれてたんだね」

　頭上のほうから声がする。

　フランが前方にある木の幹に立っていた。

　無表情のまま、地面に降り立つ。

「一網打尽にできると思ったんだけど」

「あなたの狙ねらいどおりにはいきませんわ」

「なんだ、本気でケンカしてたんじゃないんだな。よかった……」

　ニコラはほっとため息をついた。

「イライラさせられたのは事実よ。ニコラもあとでしっかり教育してあげる」

　エルザはニコラを不服そうに見つめた。

「どういう事情か知りませんけれど、あなたを捕まえて、イーリスのところまで連れ出してやりますわ。母はは奈な留る水みず世よ父ちち奈な留る水みず世よ命いのち奈な留る水みず世よ──」

　シャンファは外典アポクリフアの神術の詠唱を開始した。

　同時に、両方の手を組んだり、ほどいたりして、舞のような所作を行う。

　印いん徴ちようという神術の威力を増やす技術だ。

　手や体を古来からの様式の通りに動かすことで、神術の威力の底上げを行うことができるが、難易度は高く、誰だれもが印徴を使えるわけではない。

「シャンファだけに任せておくわけにはいかないようね」

　エルザも神術の詠唱を開始する。

「其そ乃の黒くろ気き千せん毒どく乃の神かみ者は数あま多た乃の眷けん属ぞく我を従したが江え、火ひ乃の粉こ我を散ち良ら寿す──」

「エルザの神術は、使えるまで時間がかかりそうですわね。こちらは準備ができましたわ」

　先に動いたのはシャンファだった。

「行きなさい、妖液物ウーズ！」

　シャンファは目の前に数体の妖液物ウーズを召喚する。

　その妖液物ウーズがフラン目がけて殺到する。

「うっ……妖液物ウーズ……!?」

　フランは怯おびえたような顔になる。

　シャンファの妖液物ウーズに敗れてアチェロを去った記憶が蘇よみがえったのだろう。

　妖液物ウーズはフランに襲いかかろうとする。

　フランは地面に手をかざし、くぐもるような声で短く神術を唱えた。

　地中から木の根が顔を出した。

「いけ」

　小さな声でフランが言うと、木の根は襲ってきた妖液物ウーズにムチのようにぶつかった。

　木の根の攻撃を受けて、妖液物ウーズは四散し、ただの水に戻る。

　フランは妖液物ウーズ自体は簡単に破壊してしまえる。

　だが、フランの表情は硬い。

　彼はすでに劣勢になっている。

「くっ……！　きりがない」

　立て続けに来る妖液物ウーズにフランは表情を歪ゆがませる。

　その間にエルザは詠唱を終えている。

「樹じゆ精せいの神しん術じゆつ師しさん、私の力とは相性が悪いんじゃない？　〈黒蠍の舞踏スコルピオ・バツランド〉！」

　エルザが長剣フランベルジュを抜刀し、さっと横に薙ないだ。

　そこから、黒い火の玉がいくつも飛び出し、木の根にぶつかっていく。

　木の根は簡単に焼き尽くされてしまう。

「あっ！」

　攻撃と防御の手段が同時に失われたことに、フランはつらそうな声を漏らす。

「まだ、続きがあるわよ」

　しかし、木の根を葬っただけで、火の玉が消えたわけではない。

　根にぶつからなかった火の玉はフランにまで向かい、一つがその体に触れた。

　フランの着ていたフラゴラの軍服に火が燃え移った。

　火はまたたく間に衣服の上に広がっていく。

「ひゃあぁっ！」

　思わず、フランが悲鳴をあげる。

「皮膚を焼くほどの力じゃないけど、早く消さないと火のまわりは速いわよ。残念だけど、あなたにとっては分の悪い勝負だったわね」

　樹精ティルの神術師は炎の神術を苦手とすることが多い。

「これに懲りて、早く降参しなさい」

　さらなる神術を使うこともできたが、エルザは攻撃の手を止めて、降伏を促した。

「あなたが負けてくれれば、こっちも戦いやすいのよ」

　エルザはニコラのほうに皮肉っぽく笑みを向けた。

「これで心おきなく戦えるでしょ。〈統一戦争サクセツシヨン〉で敵に手加減をされたら困るからね」

「俺は手加減なんてしな……」

　しかし、無意識のうちに手心を加えてしまうことはあるかもしれない。

　今も、神術を使うのが無意識のうちに遅れていた。

「悪い。エルザの言うとおりかもな……」

　ニコラはエルザに詫わびた。

「気にしないで。私も敵が妹だったら、もしかしたら隙すきができていたかもしれない」

　エルザの声が小さなものに変わった。

　一瞬、顔にも気まずい表情が浮かんでいた。

「それに、女の子の体を傷つけるのはかわいそうだし」

「えっ？」

　ニコラは思わずフランの姿を見つめた。

　どうにかフランは服に燃え移っていた火を消したらしいが、服はほとんど役に立たないものになってしまっていた。

　そして、フランは恥ずかしそうに胸を押さえていた。

　それはどう見ても──女の子の体だった。

　どうやら、布を強く巻いて、胸のふくらみを隠そうとしていたらしい。その布も焼けてしまっているが。

「み、見ないで……」

　フランは赤面して、かがみこみながら言った。

　これまでの冷めたような無表情とは明らかに違う。

　ニコラは自分の目を疑った。

「フラン……お前、女だったのか……？」

　ニコラは唖あ然ぜんとしながらじっとフランの顔を見ていた。

「ニコラ、あなた、これまで気づかなかったの？　今ちょっと戦っただけでも、私はすぐにわかったわよ」

　エルザはあきれたような目をニコラに向けた。

「もしかして、武人だから気づかなかったのかしら。武人って堅かた物ぶつだものね」

「それは武人への冒ぼう涜とくだ！」

「それじゃ、聖者だからかしら。そんなこともわからずに、ずっと同じ部屋で生活してたとか信じられないわ」













「鈍感なのは否定できないかもしれないけど、聖者は関係ないだろ！」

「そうかしら。ルームメイトの性別もわからないなんて、いくらなんでもありえないわ」

　相変わらず、白けたような顔でエルザはニコラを見つめている。

「だから、やめてくれ！　今は俺を責める時じゃないだろ……」

　シャンファはニコラの、フランが女だと知らなかったという発言を聞いて、なぜか胸を撫なで下ろしていた。

「わたくしも、フラゴラの刺客として戦った時に気づきましたわ。何か理由があるのだと思って、誰だれにも言わずにきましたけど……ニコラは気づいていなかったのですわね」

　ニコラだけ知らなかったようだ。

「どうして、俺は気づかなかったんだ……？　そんなに俺って鈍感なのか……？」

　ニコラも自分が鈍すぎるのではないかとショックを受けていた。

「そうか、フランの変装が完かん璧ぺきだったんだな！　だから、気づかなかったんだ！」

「僕も、まさかずっと気づかれてないとは思わなかったけど……」

　フランが体を隠しながら言った。

「やめてくれ！　俺の立つ瀬がなくなる！」

「わたくしも鈍感なことは知っていましたけれど、ここまでひどいとは思いませんでしたわ」

「すごいわよね。男と思いこんじゃう神術でも受けていたみたいだわ」

　冷ややかな目でシャンファとエルザはニコラを見つめている。

　だが、ルームメイトとしてフランと一番長く接してきたのはニコラだ。

「フラン、やっと反応してくれたな」

　ほっとしたような表情をニコラは浮かべ──

　ニコラの顔に笑みが生まれる。

「あっ……」

　フランも初めてそのことに気づいたのか、小さく吐息を漏らした。

「やっぱりお前は変わってないんだよな」

　ニコラは右手を、離れたところでかがみこんでいるフランのほうに差し出す。

「フラン、戻ってこいよ！」

　ニコラは恥ずかしそうにしているフランに呼びかけた。

「ほら、俺たち、一緒に戦おうって、部屋で誓ったじゃないか」

　いくらフラゴラの側で戦っていたとしても、降伏してもらえれば争わずにすむ。

「…………」

　フランはくちびるを噛かむ。

　その頑かたくなさにニコラは不安を抱いた。

「フラン、何かまずいことでもあるのか……？」

「…………」

　フランは立ち上がり背を向けて、走る。

「逃がしませんわよ！」

　シャンファは妖液物ウーズを放ち、攻撃を試みる。

　妖液物ウーズがフランの背中に追いつこうかという時──

　フランは無感動な顔をシャンファたちのほうに向けて、小声で神術を詠唱した。

　地中から木の根が次々に現れ、妖液物ウーズにその根を叩たたきつけた。

　体を砕かれたようになった妖液物ウーズは次々にただの水に戻っていく。

「どうします？　追うことはできると思いますわよ？」

「やめておきましょう」

　エルザは剣を鞘さやに収めた。

「あの子の逃げた先に罠わながあるかもしれない。まずは私たちの任務を達成することを優先しましょう」

　エルザは視線をフランが消えた方角から、塔のほうに変えた。

「わかりましたわ。それに、ニコラの気がちょっと動転してるみたいですしね」

　シャンファは気がかりな顔をニコラに向けた。

　ニコラは魂が飛び出したみたいに、ぼうっとしていた。

「今、また奇襲を受けたらどうしますの？」

　シャンファがたしなめるように、少し笑みを浮かべて言った。

「悪い……。悲しいとかじゃ全然ないんだけど、ほんとびっくりしたんだ」

　フランが自分たちに背を向けて逃げていったこともつらいが──フランが女だったこともニコラには衝撃だった。

「なあ、シャンファ、あいつ、どうして男の格好をしてたんだ？」

　知って、どうなるわけでもないが、ニコラは聞いた。

「フランの家は中流貴族のメイラン家ですわよね。あの家は昔からのしきたりがありますの。アチェロの貴族なら、誰だれでも知っているようなことですけれど……」

　シャンファはあまり楽しくなさそうな顔をして、言った。

「なんだよ、そのしきたりって……？」

「長男にしか神しん術じゆつ師しとして聖せい遺い物ぶつを受け継ぐ資格がないのですわ。男女で神術師の能力に差なんてありませんのに」

　シャンファはその慣習に不平があるのか、不愉快そうに話す。

「フランは本家の人間で、ほかに男子はいなかったはず。だから、分家にその力を継承させないために、彼女を男と偽って育てた──なくはない話ですわね」

「男女で能力差がないんだから、そんなしきたり、自分の一族にとって制約になるだけなんじゃないのか？」

「しきたりや伝統の中には道理に合わないものもありますわ。わたくしも家を守るために、いろいろなことをやりましたから、人のことは言えませんわ」

　シャンファはうつむき気味に言った。シャンファはバンディエーラ家を守るために、父親の命令でフラゴラの側についていた。フランのことも、他人事ではないのかもしれない。

「長く続いている一族にはしがらみの一つや二つ、あるわよ」

　エルザが口をはさんだ。

「それでも、しがらみにずっととらわれていてはいけないのよ。私たちの目的はもっと大きいのだもの。そして、シャンファはそのしがらみを断ち切って、今、戦ってる」

　少しだけ、シャンファは表情をゆるめた。

「そうですわね。だからきっと、フランもアチェロに連れ戻すことができるはずですわ。わたくしにもフランをフラゴラに追いやってしまった責任がありますから、このままにはできませんしね」

　そのシャンファの言葉にエルザは納得した。

「ニコラ、あなたも心の切り替えはできたかしら？」

　エルザはいたずらっぽい瞳ひとみでニコラを見つめた。

「もう大丈夫だ。先を急ごうぜ」

　ニコラも笑みを浮かべて、答え──

　その直後、森の中の石につまずいた。

「おっと……こけかけた……」

「切り替えにはもう少し時間がかかりそうね」

　エルザは引きつった笑みを浮かべていた。

「まだ、引きずっていますわね……」

　シャンファもあきれたようにため息をついた。




　三人は森の中を進んだ。

　敵の攻撃はないが、森のほうは先ほどまでとずいぶん雰囲気が異なっている。

「エルザ、この森、昼のくせにやけに暗くないか？」

「生えている木の密度が濃くなっているわね。たしかに暗いけど、気にしないで。こういう自然の闇やみは何も怖くないわ」

　エルザの返答は少し風変わりなものだった。

「自然じゃない闇なんてあるのか？」

「ヘラの神術でできる闇やみよ」

　ヘラの話題を出す時、エルザの表情はどこか切なげなものになる。

「闇を作るって、七しち精せいの闇あん精せいヴァスの神術にもそんなのなかったと思うぞ。できるのは敵を衰弱させるとか、一時的に操るとか『心理的な闇』に働きかけるものだろ」

　ニコラの正典カノンの知識には、闇を操る闇精ヴァスの神術なんてものはなかった。

「正典の闇の神術と、外典の闇の神術はまったくの別物よ。本物の闇だって外典の神術では作り出せるわ」

「本当に外典の神術は何でもアリだな」

「それで、ヘラは外典の神を呼ぶだけでも、闇を副次的に生み出してしまうの。おそらく使用している神の性質のせいね」

　エルザの表情が厳しいものになる。

「私が名もなき蠍サソリの神を呼び出せるように、あの子も神格を呼び出せるわ。そのために、かなりの時間、呪じゆ文もんの暗唱が必要だけど」

「できれば、その神格とやらを呼び出される前に倒したいところだな」

　ヘラを倒せば、フラゴラとの〈統一戦争サクセツシヨン〉は終わりになるし、早めに居場所の把握はしたいところだ。

「あんなものと戦うのは二度とごめんですわ」

　黒い蠍の神の攻撃を受けたことのあるシャンファも、心底嫌そうに言った。

「ヘラは隠れるのが得意だから見つけるのは大変だけどね」

　ヘラのことを思い出しているのか、エルザの声は重かった。

「この森でかくれんぼされたら、大変だよな。でも、森のおかげで俺たちの姿も見えづらいはずだから、おあいこだ」

「あなた、プラス思考なのね。感心するわ」

　エルザの歩くペースが心なしか速くなる。

　ニコラの言葉に気がまぎれたらしい。

「ところで、シャンファ、あなた、どこから海のほうに出るつもり？」

　今のところ、シャンファは二人についてきているままだ。

「安全のためにも、できればもっと一緒にいたいのですが……もうすぐお別れですわね。ほら、水の音が聞こえますでしょう？」

「水の音？」

　エルザが意識を耳に向けると、せせらぎのような音が聞こえた。

「この先に、海のほうへと流れる川があるようですわ。水のそばならわたくしの神術も使いやすいですし、川を下っていけば必ず、海のほうに出られますし、ちょうどいいかと思いまして」

「シャンファ、よく場所がわかるな……。俺は何も考えずに森を突き進んでるだけだった……」

　ニコラが感心したように言った。

「イーリスが見せてくれた地図に描いてありましたわ。さっき、目印になる大岩も左手にありましたわよ」

　もうしばらく行くと、幅が二メートルほどの小さな川にぶつかった。

「ここまでですわね。きっと、わたくしの任務のほうが先に終わりますから、コテージでお待ちしていますわ」

「ああ、それじゃあな」

　ニコラはすっと右手を出した。

　戦場ではいつ永と久わの別れになるかわからない。握手をしておこうと思ったのだ。

　しかし、シャンファの反応はちょっと違った。

「え、あ、ああ……。そうですわよね……あく、握手ぐらいしますわよね、はは、はは……」

　言葉に詰まって、顔も紅こう潮ちようしてきている。どう見ても、普通の状態ではない。

「おい、お前、本当に一人で行って大丈夫か……？」

　いきなり挙動不審になったシャンファにニコラは心配そうに聞いた。

「すみません……。取り乱してしまいましたわ……。そうですわよね、いくら肌と肌が触れ合うといっても、たかだか握手ですものね……。世界中でやっているようなことですわよね……」

　シャンファは一人でぼそぼそとつぶやいていた。

「さあ、あ、握手いたしましょう……」

「お、おう……」

　女子にしては背も高いが、それでもシャンファの手はニコラの手よりひとまわり小さい。ニコラはそれを実感した。

　それはいいのだが──

「シャンファ、そろそろ手を離してくれないか？」

　ずっとニコラはシャンファに手を握られていた。

「あ、そうでしたわね。申し訳ありませんわ……」

　ニコラに言われてから、シャンファはようやく手を離した。

「この手はしばらく洗わないでおきますわ（ぼそっ）」

「あなた、何か変なこと言わなかった……？」

　エルザがいぶかしげな顔でシャンファを問いただした。

「な、何でもありませんわ……」

「ほら、早く行くわよ」

　エルザに急せかされて、ニコラは一跳びで越えられそうな川の真ん中の岩場に足を置いた。

　その瞬間──

　──小さな川とは思えないような水量の濁だく流りゆうが、上流から二人のところに流れこんできた。

　ニコラもエルザも反射的に神術を使おうとして、それがかえって逃げる動作を遅らせた。

「やばい！」

　そのまま水に呑のみこまれて流されていく。

　かなり水を飲んでしまった。もがきながらニコラは状況を確認しようとする。エルザもすぐ横で同じように苦しんでいる。

　どこかで顔を出さないと、溺おぼれ死んでしまう。

　しかし、水の勢いがあまりに強く、体の自由がまったくきかない。

　ニコラの頭が真っ白になりそうになった時──

　──その体が唐突に止まった。

　何かぶよぶよしたものにぶつかったのだ。

　よろよろと立ちあがると、そこにあったのは妖液物ウーズだった。

「わたくしがいて、本当に良かったですわね」

　そのそばでは落ち着いた顔のシャンファが立っている。

「た、助かったよ……。お前がいなかったら……死んでた」

　エルザもむせながら、起き上がる。まだ声は上う手まく出せないらしい。

「本当に助かったと言えるのは、この水害を起こした敵を倒してからですわよ」

　その言葉に、ニコラははっとして上流を見る。

「幸運に助けられたようだな、アチェロの使徒シビリエ」

　上流に立っていたのはライトパープルの長い髪をなびかせる、フラゴラの女の使徒。

　シャンファはその使徒の顔をにらみつけていた。

「やっぱり来ましたわね、ハンナ。誇り高いウルスラント家の長女がこんな森の中でずっと待っていたかと思うと、頭が下がりますわ」

「シャンファ、お前こそ何度もコウモリのように仲間になる側を変えるのは疲れるだろう」

　二人の神しん術じゆつ師しは互いに憎まれ口を叩たたいた。

「あれ、知り合いなのか……？」

　ニコラはむせながら、苦しげな顔で尋ねる。

「ええ。わたくしの父の妹がウルスラント家に嫁いで、生まれたのがハンナですわ。つまり、従姉妹いとこで、しかも水の神術師同士でもあるのですが──」

「どちらかと言えば、仲の悪さのほうがまさっているな」

　言葉をハンナが接ついだ。

「そうですわね。どちらの水の神術がより強力か、はっきりと思い知らせてあげますわ」

　シャンファは強気な目をハンナに向けた。

「水の神術ならウルスラント家のほうが上だ」

　ハンナも不敵な笑みでそれに応こたえる。

「それでは、ウルスラント家のほうがすぐれている証拠を見せてくださったらどうです？」

「言われなくとも、そのつもりだ！」

　轟ごう音おんとわずかに地面が揺れるような感覚がニコラたちを包んだ。

　背後──下流のほうから水が逆流してくる。

　濁だく流りゆうの前面にあたるところが氷結し、鋭利な刃物のようになっているのだ。

「ニコラ、エルザ、安全なところに逃れなさい！」

　しかし、濁流の勢いは予想以上に速い。

「ここは、手を貸しますわ」

　シャンファは急いで足元の川の水から妖液物ウーズを作り出す。

　さらにその妖液物ウーズを人間の形に変えた。

　そして、ニコラとエルザをそれぞれ担がせた。

　妖液物ウーズたちは森の中に分け入り、二人を避難させた。

「もう大丈夫ですわね」

　それを見届けると、シャンファは安あん堵どの笑みを浮かべた。

　間髪容いれず、氷の刃となった濁流が押し寄せ、シャンファを呑のみこんだ。

「シャンファ！」

　ニコラは叫んだ。

　自分のせいでシャンファが逃げる時間を奪ってしまった。

「──わたくしなら無事ですけれど」

　それはたしかに氷の刃を受けたはずのシャンファの声だった。

　濁流が引いたあとの川の上に、シャンファが立っていた。衣服はずいぶんと破れてはいるが、体に致命傷は受けていないらしい。

「わたくしだって水の神しん術じゆつ師しですのよ。水を凍らせたのなら、それを元の水に戻すことだってできますわ」

　シャンファは悠然と敵の顔を自分の目でとらえた。

「完全には防げていないではないか！　どちらにしても押しているのはこちらだ！　凡すべてに在る水よ、鎧よろいとなれ盾となれ凡てを切り裂く刃となれ！」

　再び、ハンナは水を氷の刃にして襲いかかるが、シャンファは氷を水に戻してしのぐ。

「同じ手は何度も食らいませんわ」

　そこからハンナが攻め、シャンファが防ぐ展開が続いた。

　両者の力は拮きつ抗こうしていて、さらにお互いに水の神しん術じゆつ師し同士のため、決定打を欠いていた。

　しかし、お互いに闇やみ雲くもに戦っているのとは様子が違った。

　相手への攻撃は形だけのもので、もっとほかのところに意識を向けているようだった。

「水の神術師同士ではなかなか決着はつきませんわね」

　わずかに疲れを見せた表情でシャンファは薄笑みを浮かべる。

「こんなことを繰り返していては、日が暮れてしまいますわ」

　水すい精せいウェルの神術師は大気中から水を集めることも、周囲の水を使うこともできる。

　だが、同じ水を使って攻撃と防御をお互いに行っているので、勝負は必然的に長引いてしまう。

「そうだな、お前の守りを打ち砕けるだけの量の水がいるな」

　同意するように、ハンナもシャンファに笑いかけた。

　同じ水の神術師同士、考えが通じる部分もあるのだろう。

「だが、勝負はついた」

　ハンナの全身から戦闘の緊張感が突然抜けた。

「負けでも認めるつもりですの？」

　ハンナの様子が変わったことに気づき、シャンファはこれまで以上に距離をとる。

「シャンファ、どうしてこんな小さな島に曲がりなりにも川が流れていると思う？」

「地下水が豊富にあって、水がしみだす──そんなところでしょう」

「ご明察」

　ハンナは勝利を確信したように笑う。

「その地下水を使わせてもらうぞ！」

　ハンナは両方の手を広げて、自分の足元を流れる川に向けた。

「凡すべてに在る水よ、鎧よろいとなれ盾となれ凡てを切り裂く刃となれ凡てを突き刺す串くしとなれ！　〈水すい柱ちゆう磔たつ刑けい〉！」

　ハンナが神術の呪じゆ文もんを唱えた。

　それと同時に、シャンファも手を動かして印いん徴ちようを行いつつ、神術を唱えた。

　どちらの神術が先に力を示すか？

　ハンナだった。

　地面から水が噴き上がる。

　それだけではない。周囲の森や川からも水が地面に対して垂直に突き出た。

　まるで、地中から槍やりが何十本も現れたようだ。

　噴き上がった水の先端部分が次第に凍りつく。

　妖あやしく黒光りすらしているそれは、まさしく氷の槍だ。

　その空を貫こうとするような槍やりが次々に地面のシャンファへと向きを変える。

「串くし刺ざしになれ！」

　一方、シャンファは目を閉じ、両手を複雑に組み合わせて、小声で呪じゆ文もんを唱えていた。

　氷の槍がシャンファ目がけて、射出されたように突っこんでくる。

　しかし、その槍がシャンファに突き刺さる瞬間──

　シャンファの周囲の大地が盛り上がった。

　ハンナが地下水を噴き出させたのと似た現象だが、雰囲気がまったく違う。

　地下水の槍がいくつもの「線」のようなものなのに対し、シャンファのこれは「面」なのだ。シャンファの周囲が池にでもなったように、水が湧わき出し──

　シャンファの体をすっぽりと包みこむ。

　それはただの水ではなく、巨大な妖液物ウーズだった。

　身の丈だけで十メートルはあるようなサイズだ。体の横の幅ならさらに長いかもしれない。

　妖液物ウーズの体に槍は刺さるが、その体の中で力を失っていく。

　その体は槍が突き抜けるには、あまりに大きすぎるのだ。

「な、何っ!?」

　意外な防御方法にハンナも思わず声をあげた。













「地下水が豊富にあることぐらい、わたくしも知っていましたわ。だから、じっくりと妖液物ウーズを作ってましたの。もちろん、あなたには感知できない地下深くですけれどね」

　シャンファは、はっきりとハンナに笑みを向けた。

　お互いに決め手となる神術は唱え合った。

　そして、すでにどちらの神術が上か、決着はついていた。

「妖液物ウーズ、形状変化！」

　妖液物ウーズの体から手のようなものが二本生える。

　丸太数本分はあるような太い手だ。

「やりなさい！」

　妖液物ウーズは両手を組んで──

　かなづちのようにハンナの頭上に叩たたきつけた。

「うわあああぁぁぁぁぁっっっっっ！」

　ハンナの悲鳴が周囲を包む。

　ドオォォンという何かが崩落するような音が響く。

　それと同時に妖液物ウーズだった水は、もとの液体の状態に戻って、川の中を流れていく。

　音のあとには、肩で息をしているハンナが倒れていた。

「わたくしの勝ちのようですわね」

　ハンナはつらそうにシャンファを見上げた。

「そう言うお前もかなり疲弊しているようだぞ」

「残念ながら、すべては防ぎきれませんでしたわ……」

　よく見ると、シャンファの体からは幾筋か血が流れている。ハンナの氷の槍やりが何本か妖液物ウーズの壁を貫いて、体にまで到達したらしい。

「死ぬほどではありませんわ。あなたの聖せい遺い物ぶつ、いただきますわよ」

　シャンファはハンナからネックレスをとった。

　聖遺物がなければ神しん術じゆつ師しは何もできない。アチェロとフラゴラの〈統一戦争サクセツシヨン〉の決着がつく様子を見守ることしかできない。

「おい、シャンファ、大丈夫か！」

　ニコラとエルザもシャンファの前に出てきた。

「あなた、ケガは大丈夫なの？　かなり痛々しいわよ……」

　エルザも心配そうにシャンファの傷を見ている。

　見た目だけなら勝者ということが信じられないほどの重傷だ。

「もっと深く氷の槍が入ってきたら危なかったですが、これぐらいならかまいませんわ」

　シャンファの目の輝きは失われていないし、言葉も意識もはっきりしている。強がりではないようだ。

「アチェロの使徒シビリエの人数を減らしてしまった手前、一人でもフラゴラの使徒を倒さないといけないと思ってましたの。少しだけ肩の荷が下りましたわ」

　疲れはあるもののシャンファはにこやかに笑った。

「さあ、次はあなたたちの番ですわよ」

「ああ、塔を叩たたき壊してくるよ」

　ニコラも笑顔でそれに応こたえる。

「では、任務につくといたしますわ」

　シャンファ本来の目的は海にある洞どう窟くつの調査だった。

「その体で大丈夫か……？」

　とても笑顔では送り出せない。

「歩くわけがありませんわよ」

　シャンファは川に向かって、呪じゆ文もんを詠唱した。

　これまでと同じように妖液物ウーズが水から作り出される。

　その妖液物ウーズがボートの形に姿を変えた。

「これで、川下りといきますわ」

「シャンファの妖液物ウーズって、何にでも変わるんだな……」

　妖液物ウーズの汎はん用よう性せいの高さにニコラも感心した。

「それじゃ、シャンファ、またイーリスのところで会いましょう」

　エルザもシャンファに敬意を表するように、やさしく微笑ほほえんだ。

「ええ、約束ですわよ」

　シャンファはゆっくりと小さな川を下流へと進んでいった。

「それじゃ、私たちも任務を遂行するとしましょうか」




　二人がしばらく歩くと、森の中からわずかに視界の開けたところに出た。

「やっと、入口まではたどりついたな」

　見張りの塔の近くまでやってきたのだ。

　近くまで来ると、遠目で見ていた以上に高い。表面が土でできているせいか、古代の建造物のようにも見えた。

「なんだか、近づいてみると、アリ塚みたいな形状だな……」

　上にいくほど、塔はだんだんと細くなっている。

「私たちが来るまでの間にさらに大きくなっていたようね」

「塔の建造が続いているということは、この内部に術者がいるってことなのかな」

　フラゴラの使徒シビリエ次席のガラシアがこの塔を作っているはずだ。

　二人は塔のまわりを調べるように歩いた。そのうち一箇所、人が通れるだけの高さの穴が空いたところがあった。

　内部には階段のようなものも見える。

「ここが入口ってことで間違いないみたいだな。エルザ、準備はいいか？」

　入る前に、ニコラはエルザに尋ねた。

　一度入ってしまえば、どんな罠わながあるかもわからない。

「準備ならとっくに整っているわ」

　エルザは人が悪い笑みを浮かべる。

「天境国の諺ことわざに、こういうものがあるの──百年の都も一日の大火で灰となる」

「物騒な言葉だな」

「こんな即席の塔なら、五分で壊してあげるわ」





　　　◇






　逃げていたフランは森の中の狭い小屋にまでたどりついた。マルス島に別荘を所有する貴族が狩猟の休憩にでも使っているものだろう。

　そこでは着替えも用意されていたので、焼けた服を一式取り替えた。ただし、胸を押さえつける布はないので、ふくらんだ胸がどうしても目立ってしまうが。

「休んだらいかないと……」

　着替えがすむと、フランは誰だれに言うでもなく、つぶやいた。自分たちの総大将はあのヘラだ。失敗すれば罰が下る。

「ニコラにばれちゃったな……」

　先ほどの戦いを思い出して、フランは恥ずかしくて消えてしまいたくなる。

　ルームメイトの時から騙だましていたことを知られてしまった。

　さっき、ニコラに言われた言葉がフラッシュバックする。

　──俺たち、一緒に戦おうって、誓ったじゃないか。

　フランは自分の体を両腕で抱えるようにする。

「僕は約束を破っちゃった……」

　ニコラと誓いを交わした日の出来事がフランの頭に蘇よみがえった。




　それはニコラがアチェロ正典学院に転入し、フランと同じ部屋に住むようになって、三日目のことだった。

　その日の最後の講義が終わると、ニコラは教室から消えていた。

「どこに行ったんだろ」

　フランは一人で部屋に戻って、じっとしていた。

　ぼんやりと時計に目をやる。

「どうして、僕、使徒シビリエになんてなったんだろ……」

　つい、愚痴のような言葉が口から漏れ出た。

　左腕の袖そでをまくると、そこに使徒の証あかしである聖せい痕こんが見えた。

　フランには、自分が使徒に選ばれるだけの自信がなかった。家を継ぐだけなら、樹じゆ精せいティルの神しん術じゆつ師しとして、ほどほどの力があればいいと思っていた。

　実家からは、使徒になったことを祝するでもなく、女であることがばれるのではないかという懸念ばかりを言われた。

　メイラン家は代々、一族の男が樹精ティルの神術師となるよう、育てられる。もし、男子が生まれなければ、分家の男子を神術師として教育し、そちらに本家の権利も渡すということになっている。メイラン家自体、曽そう祖そ父ふの代から本家に昇格した家なのだ。

　だが、フランの母親は後継者を生むことができなかった。やっと生まれたフランも女だった。両親は女にもかかわらず、フランを男として偽って公表した。

　実家にとってみれば、自分たちの権威が損なわれることだけが怖いのだ。

「僕の味方って誰だれもいないんだよな……」

　一人で部屋にいると、鬱うつ々うつとした言葉が口を突いて出てきてしまう。

　しかも、今度はまた別の不安材料が増えた。これまでは個室だったのに、安全のためにほかの使徒シビリエとの二人部屋ということにされてしまったのだ。

「ばれなきゃいいけど……」

　嫌なことばかりを考えていると、フランはおなかが痛くなってきた。やはり使徒には向いていないと思う。

　日は暮れているのにニコラは帰ってこない。このまま、放っておくと、ルームメイトの怠慢として自分もイーリスに叱しかられてしまうかもしれない。

「もう！　心配ばっかりかけて！」

　落ち着かなくなり、フランはニコラを捜しにいった。

　ニコラは学院の裏庭で大の字になって、息を荒らげながら倒れていた。

「何やってるの……？」

「ずっと剣の練習をしてたんだけど、疲れすぎて、起き上がれなくなった……」

　たしかにニコラの横には重そうな大剣も転がっていた。

　フランはニコラに肩を貸して、その腕を載せて部屋まで戻った。

　フランは気になったことを尋ねた。

「どうして、そんなに一生懸命なの？」

　ニコラは使徒筆頭と噂うわさされる実力者らしいが、アチェロのどの使徒よりも鍛たん錬れんを行っているように見える。

「〈統一戦争サクセツシヨン〉を勝ち進めば、妹に会えるかもしれないからな」

　ニコラは生き別れになった妹のリディアの話をフランにした。

　ほかの誰だれかのために必死になるニコラのことがフランには不思議に映った。

「それに、〈統一戦争サクセツシヨン〉に出るのは俺だけじゃないからな。俺が強くなれば、その分、仲間を助けられるだろ」

　仲間、という言葉がフランには新鮮に響いた。

（僕、仲間だなんて一度も真剣に考えたことがなかったな）

「戦争で仲間が死ぬことだってある。でも、できることなら誰も死なせずに、みんな揃そろって帰還したいだろ」

「その仲間って……僕のことも入ってるの……？」

　フランは思わず、尋ねてしまった。

「当たり前だろ」

　ニコラは不思議そうな顔になった。

　自分のために誰かが動いてくれる、そんな感覚がフランにはずっとなかった。

「ニコラ君って変わってるね。僕、自分のことだけで精一杯だったから」

「そんなわけないだろ」

　ニコラはフランに裏表のない笑みを向けた。

「だって、仲間のことが心配だから、捜しにきてくれたんだろ。ありがとな」

「あ、あれは……放っておいたら僕も責任を取らされるかもと思っただけだよ……」

　笑みを向けられて、フランはしどろもどろになる。

「お前にとってはそうでも俺にとっては、仲間のための行動だ」

「ニコラ君がそう思うなら、それでいいよ……」

　強く否定するのもおかしいし、フランはニコラに言わせておくことにした。

「そのニコラ君って呼ばれるのも落ち着かないし、ニコラでいいぞ」

「でも、ニコラ君のほうが一つ年上だし……」

　いかにも仲間という感じがして、フランは気恥ずかしい思いがした。

「その代わり、フランって呼ばせてくれないかな？」

「…………う、うん」

　ニコラが自分を男だと勘違いしていることはわかっている。無骨な感じだから、そういうのは疎いのだろう。

　それでも、フランは少し胸が高鳴った。

「よし、それじゃ、一緒に〈統一戦争サクセツシヨン〉を戦おうぜ、フラン」

　どこまでも、まっすぐにニコラはフランのことを仲間として見てくれている。

（これまで誰かのために戦うって気持ちはなかったけど、信頼できる人のために戦おうとしてもいいかもしれない）

　フランは笑みを浮かべて、うなずいた。

「うん、一緒に頑張ろ──」




　大きな羽音がフランの回想を打ち消して、現実に引き戻した。

　小屋の中に体の透き通った、「偵察用」の大きな蜂はちが入ってきていた。

　ヘラの神術には蜂を使役するものがいくつかある。

　一つは個別にはコントロールできない大量の蜂を生み出して、敵を襲わせるもの。

　一方で少数の蜂を自分の意図で操る神術もある。蜂の目から見た世界をそのまま確認できる「偵察用」の蜂を作る神術と、あとから蜂が情報をヘラに伝えにくることで内容を知ることができる「報告用」の蜂を作る神術だ。

　とくに、「偵察用」の蜂は自分の分身のようなもので、一度に一匹しか使えない。

　蜂はフランの前まで来ると、ヘラの姿に変わった。

「…………見てたよ。全然ダメだったね」

「すみません……」

　言い訳のできる結果ではなかったので、フランは素直に頭を下げる。

　そこでヘラの目が冷たい、冷めたものに変わる。

「…………これ以上、手を抜いたらダメだよ」

　フランは思わず、あとずさった。

　見抜かれていたと思った。

　アチェロの使徒シビリエと戦う時、フランは力を尽くしてはいなかった。

「…………次はライネルと一緒に敵の本拠地に攻めこんでね」

　そこでヘラは深呼吸をした。

「…………計画は順調。アチェロ側は『塔』に目がいってる。その間にヘラは神様を呼ぶ準備をする。でも、たぶんいらない。ライネルとフランだけでアチェロはみんな殺せる」

　殺せるという言葉に、フランはぞくっとした。

　聞きたくない言葉だった。

「…………フランは手を抜かないよね？」

　そうヘラは付け加えた。

　言うことをきかない飼い犬を見るような目で、ヘラはフランを見つめた。

「…………頑張らないとフランの一族もフランも殺すからね」

　その言葉を聞いたフランの手はふるえていた。

　ヘラには逆らえない。

　しかし、ヘラのほうも何かを恐れていた。

「…………ライネルとフランにみんな殺してもらわないと、ヘラもお姉ちゃんに殺されるから」

　怖いのはヘラも同じだった。

　いや、フランよりはるかに怖がっていた。

「…………ヘラ、苦しいのとか、怖いのとか、もう嫌」

　見た目だけなら、か弱い少女が怯おびえているようにしか見えない。

「…………だから、エルザお姉ちゃんに殺される前にヘラが殺すの」

　フランの表情も固まる。

　まさか、姉妹でそんなことはないと信じたくなる。

「…………裏切りはいけないことだよね。ヘラはお姉ちゃんに裏切られたことがあるの。エルザお姉ちゃんを信じたから、すごくつらい目に遭ったの。お姉ちゃんはきっとヘラのことが嫌い。ヘラを殺したいの。だから、先に殺すの」

　一言ずつ、しぼり出すようにヘラは言葉を紡ぐ。

「……絶対に殺すの」

　その言葉のあと、幻影は霧のようにかき消えた。

　フランは恐ろしい怨おん念ねんのようなものを見た気がした。






　　　　３話　神術の塔








　外はまだ明るい。

　真昼ではないが、夕方と呼ぶには早すぎる時間だった。

　それに反して、塔の中はあからさまに薄暗い。入口からも、それがすぐにわかった。

「土や岩でできた塔だから、光が弱いな」

「逆よ、ニコラ。ロウソクも何もないのに、この塔はほのかに明るいのよ。何かの神術の影響よ」

「ということは、一応は上がってくることを前提としているってわけだな」

　不思議そうにニコラは塔の奥をのぞきこむ。

「あまり心地よい光ではないけれどね。明かり取りの窓でも作ればいいのに。所しよ詮せん、軍人が作った塔ね」

　用心深く、慎重に二人は入口から塔の中に入った。

　上部から外を見下ろすための施設だろうから当然だが、一階には何も物もなければ、敵もいなかった。

　奥に上の階へと上がる螺ら旋せん階段がある程度だ。

「内部も岩や土の壁がむきだしになっているわね。天境国の古代遺跡にこんなところがあったわ」

　エルザは入るなり、でこぼこした壁に手を当てて、様子を探っている。

「敵の気配はないみたいだな」

　一方、ニコラは何か隠れているものがないか神経を研ぎ澄ませていた。

　ここは敵の拠点なのだ。どこから敵が攻めてくるかわからない。

（少なくとも、一階は何の気配もないな）

　螺ら旋せん階段に足をかけるが、罠わなが起動する様子もない。

　二人はあっさりと二階に到達できた。その二階も窓や扉の一つもなく、三階へと上がる次の螺旋階段が奥に見えているだけだ。

「本当にたんなる見張りのための施設なのか？」

　拍子抜けするような塔の内部に、ニコラはかえって戸惑った顔になる。

「希望的観測はしないほうがいいわよ。あてがはずれた時、がっかりするから」

　エルザは冷静な表情で周囲をうかがっていた。

「向こうのトップはヘラでしょ。神しん術じゆつ師しが建てた塔なんて罠にうってつけのところで、何も仕組まないとは思えないのだけど」

　三階、四階と二人はフロアを進んでいく。

「また、階段か」

　四階に着いたニコラはすぐに五階への螺旋階段に目がいった。

　これまでのフロアと何の違いもない。階段だけの空っぽな場所だ。

「次あたりが最上階じゃないかしら」

　入る前に見た目算だと、そろそろ最上階に着いてもおかしくはない頃ころだ。

「だとしたら、この塔を作った本人がいるのか？」

　どこにも敵がいないことが、かえってニコラを不安にさせる。

「油断はしないでね」

　気味の悪そうな顔で、エルザは螺旋階段を見つめていた。

「ここまで何も起こらなかったのが、かえって怖いぐらいよ」

　もう一度、ニコラも気を引き締めなおし、階段を進んだ。

　五階のフロアに着いた途端、ニコラは鼻をつくにおいを感じた。

　これまでのフロアとは様子がまったく違っていた。

　フロア全体が草花で埋め尽くされているのだ。床も天井も草で覆われている。

　ただ、花の色が黒であるせいか、彩りは乏しい。

「なんだ、これ……？」

　その異様な光景にニコラは呆ぼう然ぜんとフロアを見回してしまった。

「まずいわね。一度戻ったほうがいいわ」

　エルザが花を見ると、すぐにそう言った。

　だが、階段があったはずのところは土と岩でできた床が新たにできていた。

　そこにだけ花が咲いていないことが、元からあった床でないことを示している。

「階段を消されたわね……」

「えっ！　いつのまに!?」

　予想していなかった事態にニコラの声にも余裕がなくなる。

「上へ進むしかないってことか？　でも……もう階段はないな」

「閉じこめられたようね……」

　エルザが顔をしかめた。

「ようこそ、僕の神術、〈夢む幻げん現げん城じよう〉でできた塔へ」

　どこからか、声が聞こえた。壁の一角が扉のようにゆっくりと開いた。

　そこから、フラゴラの軍服を着た男が一人入ってくる。

「船でお会いして以来ですね。フラゴラの使徒シビリエ次席、フラゴラ海軍所属のガラシア・ジルベルトです」

　軍人とは思えない細身の男が、片手を胸に当てて、礼をした。歳としは二十歳を少しすぎたぐらいだろうか。

「やけに黒い花を植えているようだけれど、あまり趣味がいいとは言えないわね」

　エルザが厳しい目をガラシアに向けた。

「僕もそう思いますよ。しかし、ヘラが言うにはこの色しかないらしいので、妥協するしかないでしょう」

「やっぱり、ヘラの〈無因無果の花フイオーレ・イヌラ〉ね。これだけ咲いていると、甘い香りが強くて気持ち悪いわ」

　エルザは不愉快さを出して天井にまで咲き誇っている黒い花を見つめた。

　そのエルザの前に剣をかまえたニコラが飛び出す。

「悪いけど、先手必勝でいかせてもらうぞ！　〈蛇雷霆ヘビライテイ〉！」

　ガラシアが現れた瞬間から、ニコラは暗唱を開始していた。

　だが、剣の前で小さく火花のようなものが散っただけだった。

　神術の初心者のような不発だ。

「あれ……何か悪かったか……？」

　予想もしていなかったミスにニコラは戸惑った顔になる。

「ニコラ、無駄よ。この部屋にはヘラの神術がかかってるの。たくさん花が咲いているでしょ」

　エルザは手近な黒い花を手で摘み取った。

「この花はね、闇やみを吸い取って、その場所の環境を大きく変えてしまうの」

「そうか、ランプもないのに塔の中が明るかったのは、その花のせいなんだな……」

　光についての原因はわかった。しかし、まだ謎なぞは残っている。

「灯りの代わりの役目しか、この花にないなんてことはないよな……？」

「この花は闇を吸って、その代わりに強い香りを発するわ。その香りに包まれている環境での神術の威力は大幅に低下する。このフロアにいる限り、神術で戦うのは無理よ」

「それじゃ、どうやって戦えばいいんだよ!?」

　ニコラの顔から血の気が引いた。

「少し落ち着いて。この神術はここにいる神しん術じゆつ師しすべてに影響する。もちろん、ガラシアも例外ではないわ」

「そうです。僕は攻撃的な神術があまり得意ではないのでね。直接、手を汚すことはしたくないのですよ」

　ガラシアは鷹おう揚ようにかまえている。

「何をして戦うのかしら？」

　エルザは動じることもなく、ガラシアの顔を冷ややかに見つめる。

「ここは塔の内部としては最上階に当たります。上下の移動は螺ら旋せん階段のみ。もっとも、その階段もなくなってしまいましたがね」

　声を出してガラシアは笑った。わざと癇かんに障ることを狙ねらっているような笑い方だ。

「さて、このフロア、何か大事なものが足りないとは思いませんか？」

「窓だ」

　ニコラが即答した。

「花に覆われているから気づきにくいけど、この階には窓がない。外が見えない」

「それだけならこれまでのフロアと変わらないわ」

　エルザが否定した。窓がないのは、すべてのフロアに共通していた。

「最上階にまで窓がなかったら、どうやって敵を監視するつもりだったんだ？」

　見張り用だとすれば、一階や二階から外が見えないのは理解できる。

　だが、最上階にも窓がなく、外側から上にも行けないとなれば、この塔は見張りの目的を何も果たさないことになる。

「おお、ご明察。よい着眼点をしておられる。おっしゃるとおり、この塔は一切外部が見えない作りになっているのですよ。つまり、灯台のように敵を見張るものではないのです。僕の所属するフラゴラ海軍でこんなものを作ったら、きっと怒られることでしょう」

　おおげさにガラシアはニコラを讃たたえ、手を打った。

　ニコラとしては、ガラシアの出すそんな空気がいよいよ好きになれない。

「なら、この塔は違う目的があるってことだな」

「そういうことです。さて、次の問題です。その目的とは何でしょうか？」

　ガラシアは花で覆われた壁にもたれながら言った。

「そんなのクイズにもならないわ。答えは一つしかないもの」

　エルザは聞くにたえないという顔をして言った。

「この塔は、最初から私たちを倒すための罠わななんでしょ。そうでなければ、こんな花が密室で咲いているわけがないわ」

「やはり、簡単すぎましたか」

　ガラシアはいやらしく笑った。

　何かがきしむような音がした。

　かすかに塔が揺れている。

「この塔、さっきより狭くなってないか……？」

　ニコラは壁を凝視しながら、つぶやく。

　感覚的に、先ほどより圧迫されている気がした。

「そのとおり。この建物はだんだんと空間が狭くなる。僕のいる側から君たちのほうに少しずつ壁が迫っていく」

　それから、ガラシアは右手を大きく開いて、前に出した。

「あと五分で、この空間に隙すき間まはなくなります」

　ガラシアの説明を聞いて、ニコラの表情はさらに険しくなる。

　それと対照的に、エルザの表情は冷めていた。

「だから、強力な神術で妨害ができないように、〈無因無果の花フイオーレ・イヌラ〉を咲かせていたのね」

「君たちの神術を過小評価はしていませんよ。正直、威力なら僕に勝ち目はないですからね」

　ガラシアは自じ嘲ちよう気味に言って、わざとらしく嘆息した。

「君たちの拠点のほうはほかの使徒シビリエに任せていますからね。今いま頃ごろ、人数の減ったお留守番のコテージをこちらの使徒が襲っているはずです」

　その言葉を聞いて、ニコラの背筋に寒気が走った。

「コテージには会長とトルマリーナが……」

　ライネルが奇襲を仕掛けたとしたら、二人も相当な苦戦を強いられるだろう。

「早く戻らないと……」

「おや、まだほかのお仲間の心配が先にできるのですか」

　ガラシアはニコラの反応を見て、嘲あざけるように言った。

「戻るも何も、お二人はこの迫ってくる壁に押しつぶされるんですよ」

「なら、お前を倒して、この神術を解除させる！」

　剣を持って飛びかかろうとするニコラに、

「無駄よ」

　短くエルザが言った。

「さっき、ガラシアが壁から出てきたのを見てたでしょう？　自分だけ外側に逃げることはすぐにできるのよ」

「本当に君たちは話が早いな。僕の説明が省けて助かりますよ」

　ガラシアはニコラとエルザの顔を見やった。

「君たちはここで圧死する。ニコラ君は〈統一戦争サクセツシヨン〉の勝敗には関係がないから、聖せい遺い物ぶつだけ渡してくれれば生かしてあげてもいいけど、自分一人だけ生き残るなんてことは考えないでしょう？」

「ああ、お前に屈服するつもりなんてない」

　だが、ニコラも不安な表情を隠しきれなかった。

（だからって、どうすればいいんだ……？）

　エルザはガラシアを攻撃しても無駄だと言ったが、かといって、ガラシアを倒すほかに打開策が見つからない。

「これもフラゴラという国を守るためです。悪く思わないでください」

「こんな卑ひ怯きようなことをしないと国の一つも守れないのね。フランまで裏切らせた国だから、これぐらいのことをしてもおかしくないけれど」

　エルザが皮肉を言う。視線の先の壁はだんだんとエルザとニコラの側に近づいている。

「一族が人質になっていれば、やむをえないでしょうがね。ヘラもひどいことをするものですよ」

　ガラシアはエルザの皮肉に軽口を重ねた。

　その言葉にニコラの目の色が変わった。

「おい、人質ってどういうことだ……？」

「フラゴラの使徒シビリエとして戦わないと、命の保証をしない──そうヘラが言ったんですよ」

「お前ら、本当に手段を選ばないんだな」

　ニコラの頭にシャンファを裏切らせたことや、その口封じのために使徒を送りこんだ記憶が蘇よみがえる。正々堂々という言葉とは正反対のことをフラゴラは続けて来た。

「なんとでも言ってください。誇りあるフラゴラ海軍の軍人としては面白くありませんが、こちらは我々の船を沈めてきた海賊まで使徒筆頭として戦わせているぐらいですから。海賊であることと愛国者であることは矛盾しないようでしてね」

　ガラシアは自じ嘲ちよう気味に苦笑してみせた。

「勝つためには何だってする、その覚悟は評価してあげるわ。だけど──」

　エルザはガラシアに冷ややかに言うと、

「こんなところでつぶされるのもごめんよ」

　細身の剣を抜き、

「黒くろ久く滾たぎ留る煉れん獄ごく之の炎ほのお、其そ乃の熱ねつ天で森しん羅ら万ばん象しよう我を消け志し去さ礼れ──」

　素早く外典アポクリフアの神術を唱えはじめた。

「蠍さそり乃の尾お波は毒どく仁に非あら須ず、炎ほのお也なり、紛まご宇う事こと無な起き炎ほのお也なり──」

　しかも、その詠唱は長く、なかなか終わりが見えない。

　もし、黒い花の力がなかったら、島の半分を燃やし尽くすぐらい威力が出るだろう。

　だが、この環境では神術は使い物にならないはずなのだ。

　ニコラは不思議そうにエルザを見守っていた。

　エルザは自分から無意味だと言っていた神術を使おうとしている。何か策があるということなのだろうか？

「どうして、そんな徒労を……？」

　ガラシアも口ではそう言うものの、逃げ腰になっていた。

〈無因無果の花フイオーレ・イヌラ〉はガラシアの神術ではない。何かの間違いでエルザの神術が力を発揮したら、ただではすまない。

　詠唱を終えたのか、エルザがガラシアに向かって加速する。

「ひっ！」

　ガラシアは脱出のために自分の背後の壁を扉に変えた。まだエルザと距離はあるが、今にも斬きり殺されそうな気迫があった。

　しかし、エルザの狙ねらいはガラシアではない。

　ガラシアの近くの壁に向かい──

　フランベルジュを振った。

　そこから、わずかに黒い炎があがる。

　黒い花の影響で神術の威力はかなり抑えられていた。

　それにもかかわらず、発せられた熱は相当なもので、密閉されたそのフロアはサウナのようになる。

　わずかに壁がぽろぽろと砂になって、床にこぼれた。

　エルザが剣を振るった前の壁だけがかすかにえぐれていた。

「これでも足りないみたいね」

　言葉は落ち着いていたが、エルザの頬ほおには小さな玉のような汗が光っている。神術でそれなりの体力を使ったのだろう。

「この塔は土の部分も多いみたいだから、熱だけで塔を砂に戻せるかと思ったけれど……。まだこちらの力不足のようね」

「いや、少しといっても、僕が岩と土で作り上げた塔を熱だけで砂に変えるだなんて、無茶苦茶な力ですよ。やはり、あなた方と一緒に過ごすのは危険ですね」

　ガラシアは自分が生み出した扉の奥に入っていく。

「僕は退散させていただきます。さようなら、アチェロの使徒シビリエたち」

　そして、消える前に死の宣告のように、こう付け加えた。

「──残り三分です」

　ニコラとエルザが入ってきた時と比べて、一回りフロアが狭くなっていた。

「少しまずいことになったわね。内側から塔を壊すのがこんなに難しいとは思わなかったわ」

　珍しくエルザが弱気なことを言った。

「打つ手がないってことか……？」

「残念だけど、そうね。こんなことなら、塔の外側から破壊しておけばよかったわ」

　エルザは悔しそうに壁をにらんだ。

　ガラシアが出てきた壁は目でもわかるほどに、だんだんと前に突き出てきている。

　フロアの元々の中心部まで壁が迫っている。

「塔を破壊するって、いくらお前の炎でも限界があるんじゃないのか……？」

　土でできたこの塔が燃える様子がニコラには想像できない。

「私も岩を熔よう解かいさせる自信はないわ。だけど、この塔の部材の大半は岩じゃなくて土よ。土を乾かす程度の熱は十分に生み出せるわ。ただ、壊すにしても内側からのほうが都合がいいと思って、そのまま中に入っちゃったのが運のつきね」

「こんな花が咲いているだなんて思わないからな」

　ニコラは何か手がかりがないか、フロアの周囲に目をやる。

「外側に出れさえすればいいんだけれど。最初から闇やみのない場所なら、ヘラの〈無因無果の花フイオーレ・イヌラ〉も効き目がないから」

「外に出る──か。俺なら何ができるかな」

　ニコラは自分の使える選択肢を頭に思い浮かべてみた。

　神術と剣技。

（結局、その二つしか俺にはないよな）

　そして、その片方の神術が封じられているとしたら──

（やれることをやるだけだ）

　ニコラは迫ってくる壁のほうに近づくと、手でノックするように壁を叩たたいた。

「ガラシアがいた側はやっぱり壁が分厚いな」

　すぐに真後ろの壁にまわって、同じようにごんごんと叩いた。

「ニコラ、何をしているの……？」

　エルザはけげんそうな顔でニコラを見つめた。

「壁の薄いところを捜してるんだ。穴を空けて、そこから出る！」

「そんな……。いくらなんでも剣で突き破るだなんて──」

　エルザの言葉はニコラの表情を見て、途切れた。

　その顔には、諦あきらめも焦りもネガティブなものが何もなかった。

「俺の剣は斬きるというより突くためのものだ。破れるところもきっとある。それに俺ができることって、それぐらいだろ」

「わかった、あなたに賭かける。少しでもいいから穴を空けて。私はその先の準備をする」

　エルザは目を閉じて神術の呪じゆ文もんを詠唱しはじめる。

　そのエルザの背中に動く壁がぶつかった。

　壁はじりじりとエルザを塔の隅へと押していく。

「もう時間がないな。残り一分あるかどうかか……」

　ニコラは視線を外側、穴を空ける側に戻す。

「託されたからには結果を出さないとな」

　外側の壁を叩たたいていると、軽い音が返ってくる場所があった。

　ここだけが明らかに薄い。

　だが、それでも剣技だけで貫通できるかはまだわからない。

（威力は落ちるだろうけど、やらないよりはマシだろ）

　ニコラは暗唱を行う。

　剣の切っ先に雷撃を集める神術の呪文だ。

　ニコラの剣の実力であれば、敵を突くだけで致命傷を与えることができる。過剰殺傷になるので通常は使わない神術だが、今はとにかく一撃の威力を高める必要があった。

　さらに神しん格かく観かん想そうも同時に行う。

　神格観想とは神術の加護を与えてくれる神格を頭の中で具体的に思い描く行為だ。それにより、神術の威力や精度をさらに増やすことができる。

　ニコラは男性神、女性神それぞれの天てん精せいスーの姿を頭に浮かべる。

　その間にも塔は壁で埋まっていく。ニコラの背中まで壁が近づいていた。

　もう、フロアの八割は壁に変わっている。

　一撃で決めなければ、次のチャンスはおそらくない。

　そして──暗唱が完了した。

「行けぇぇぇぇぇぇっっっっっっ！　〈戟雷霆ゲキライテイ〉！！！！！」

　ニコラは大剣ファルシオンを突き立てて、外壁に突進した。

　壁を突くのではなく、突き抜けて、そこから飛び出す気持ちで、剣を打ちこむ。

　剣の切っ先は雷をまとって、黄金色に発光していた。

　やわらかいものにでも刺さったように、ずぶずぶと剣は奥まで貫通し──

　刀身すべてが壁にめりこむかというところで、止まった。

　その剣を引き抜いた先からは外の光が差しこんでくる。

「やった！」

　ニコラは快かい哉さいを叫んだ。

　けれども空いた穴はせいぜい人間の手が出せる程度。

　顔を出すことすら難しい。

　迫る壁は速度をゆるめることもなく、近づく。

　あと数十秒のうちにフロアは壁で埋まるだろう。

「エルザ、この程度の穴でいけるか……？」

　エルザはなおも目を閉じて、詠唱に集中していた。そろそろ神術を使わないと、どのみち時間切れだ。

　その瞳ひとみがようやく開く。

「ありがとう、ニコラ。ここから先は私の仕事ね」

　エルザは空いた穴にゆっくりと近づくと、塔の外側に手を伸ばした。

　その手を曲げて、塔のほうに向ける。

「こんな小さな穴で大丈夫なのか？」

「言ったでしょ。闇やみのない外側からなら、遜そん色しよくなく力が使えるわ」

　エルザは手の位置をしきりに気にしていた。

　立っている場所がなくなり、ニコラの体がエルザに触れた。

　もう、十秒もすれば押しつぶされる。

「ニコラは壁の心配より、そのあとの心配をしておいて。逃げられたとしても、この高さから飛び降りないといけないかもしれない」

　エルザはこの壁の窮地を脱することは確信しているらしい。

「わかった。試したことはないが、方法はある……」

　ニコラの体が圧迫されはじめた。

「砂に還かえりなさい！　〈黒蠍の灼熱業火スコルピオ・フイアンマ〉！」

　エルザは塔の外から、神術を放った。

　ニコラは内臓すべてが焼かれるような高温を感じた。

　そして、目の前の壁が細かな砂に変わっていくのを見た。

　そこからは空と、島に広がる森が見えた。

　穴ができたというより、壁が消失したと言ったほうが近い。

「本当に常識はずれなことをするよな……」

　ニコラは喜ぶより先に呆ぼう然ぜんとしていた。

　壁を炎の神術で破壊するなんて普通は考えない。考えたとしても、威力が足りない。

「次はあなたの番よ！」

　これで外部へ脱出することは可能になった。

　ただ、背後から迫ってくる壁が消えたわけではなかった。

　フロアはほぼすべて埋まって、このままでは外に押し出されそうだ。

　外を見下ろすと、森の木よりもはるかに高い。

　そのまま飛び降りて無事ですむとは思えない。

「ニコラ、ここから先はお願いするわ。方法はあるのよね？」

「わかった。エルザ、俺の背中につかまれ」

「え……？」

　予想外のことだったのか、エルザは素すっ頓とん狂きような声を出した。

「早くしろ。ほとんど時間がないんだから！」

「そ、そうね……。だっこの次はおんぶだなんて、あわただしい一日……」

　顔を赤くしながら、エルザはニコラの肩にしがみつく。

　ニコラは呪じゆ文もんの暗唱をはじめる。

　そして、足場がなくなり、塔の外に押し出されるというその瞬間──

「しっかりつかまってろよ！　〈太刀雷霆タチライテイ〉！」

　ニコラは剣を足元に向けると、一気に飛び降りた。

　大剣の全体に雷が走る。













「うおおおおおぉぉぉぉぉっっっっっ！」

　瞬まばたきをする暇もなく、ニコラたちは地上に達した。

　地面がその衝撃でえぐられていく。

「いけえええええええぇぇぇぇぇぇぇっっっっっっっ！」

　落下の衝撃が大地を掘り進む力に変わる。そして、穴が三メートルにも達したところで、ニコラの体は止まった。

「〈太刀雷霆タチライテイ〉でどうにかなるんじゃないかと思ったんだが、正解だったな」

「よかった、助かったのね……」

　エルザは飛び降りる瞬間、目を閉じていたらしく、ゆっくりと周囲の様子を確認していた。

「エルザ、助かったから、降りてくれないか……？　そんなに密着されると、その……」

　言いづらそうに、ニコラがぼかしながら言った。

　胸が背中に当たっていた。

　弾力のあるものとは違うが、それでもかすかなふくらみがたしかに二つ触れている。

「そ、そうね！　すぐにどくわ！」

　逃げるように、エルザは地面に降り立った。

「お前のおかげで助かった」

「私のおかげ？　違うわよ」

　エルザはいたずらっぽく笑みを浮かべた。

「ニコラが穴を空けなければ、私の神術も使えなかったわ。これは二人の共同作業の結果よ」

「きょ、共同作業って…………なんか、結婚式みたいだな……」

　その言葉に柄にもなくニコラは照れてしまう。

　そのニコラの顔を見て、エルザも失言に気づいた。

「間違ってはいないわ……。わ、私がこんなことを言うのは滅多にないわよ……。感謝しなさい」

　照れたように、エルザは顔を背ける。

　サイドテールまで釣られたように動いた。

「そうだな、感謝するよ……」

　ニコラの声も少しうわずってしまう。

「無駄話はこのあたりで終わりにしましょう。まだ戦いは終わってないわ」

　エルザが顔を引き締め、最上階が壁で埋まった塔を見上げる。

「ガラシアは塔の中か。どうする？　もう一度塔に入るのは危なっかしいけど……外から塔を破壊するなんて、エルザの神術でも時間を食うだろ……」

　コテージのほうが狙ねらわれているという話も聞いているし、時間はかけられない。

「そうね……」

　エルザは塔の入口のほうに視線を移し、思案していた。

「一階は入口に扉もないし、脱出は容易そうね。一つ、策を試してみようかしら。ダメだったとしても、失うものはないわ。ガラシアも結果を出せずにヘラのところには戻りづらいだろうし」

　エルザは何か手を打つことを決めたらしく、ゆっくりとうなずいた。

「こちらから捜すだなんて時間のかかることをする必要はないわ。臆おく病びよう者ものはおびき出してやればいいのよ」

　含みのある笑みを浮かべると、エルザはもう一度塔の中に入っていく。

「おい、本当に塔に入るのか……？」

　ニコラも引きずられるように、それに続いて中に入った。

　だが、エルザはしばらく一階の壁をじろじろと見てまわったあと、

「どこにもいないわ。逃げちゃったみたいね」

　あっさりとこう告げた。

「エルザ、これだけでいないとまではわからな──」

　エルザは、いたずらっぽく片目を閉じた。

「エルザ……お前、いったいどうした……？」

　ニコラはエルザの表情を確かめるように見た。

　その笑みにどきりとした部分もあるが、何かたくらみがあるように感じられたのだ。

「ガラシアの気配が完全に消えてる。私たちを閉じこめる作戦も失敗したし、ヘラのところにどうしたらいいか聞きに行ったと思うわ」

「お前な、その根拠がないと──」

「いないわ。絶対に、ここにはいないわ」

　エルザは笑みを絶やさずにニコラをじっと見つめた。

　それから、声を出さずに口だけを動かした。

　ニコラは何かを察した。

「わかった。お前の言葉を信じる。エルザがウソをつくことなんてないからな」

　とてもうれしそうにエルザは微笑ほほえんでみせた。

「あのね……無人の塔に来たのは、外だと誰だれかにのぞかれそうで怖かったからなの」

　エルザが上目づかいで、ニコラのそばに身を寄せた。

「誰もいないみたいだし、ニコラ…………二人で楽しみましょう……？」

　熱い吐息を漏らしながら、エルザは顔を赤らめてつぶやいた。

　エルザに押されるようにして、ニコラは塔の壁にもたれかかる。

「楽しむって、何をだよ……」

　エルザはその手をそっとニコラの腰にまわした。

「コテージに帰ってもみんながいるでしょ。ここなら邪魔も入らないわ、ご主人様……」

「おい、エルザ、ふざけすぎだ……」

「ニコラ、ほかのことは忘れて、私のことだけを見ててね。私のことだけを見て……」

　だんだんとエルザがニコラの顔にくちびるを近づける。

「ファーストキスは、ニコラにあげるわ……」

　その時──

　ニコラは背後の壁に殺気を感じた。

　エルザもニコラに抱きついている手を、すぐに離した。

「後ろよ！」

　エルザが叫んだ時には、ニコラは神術を放っていた。

「〈蛇雷霆ヘビライテイ〉！」

　雷撃が壁から上半身だけを出していたガラシアの体に直撃すると、

「ぐはあぁぁぁっっっ！」

　悲鳴をあげ、壁から抜け落ちるように、床に倒れた。

　その手から、細いナイフが床に落ちた。柄つかの部分には大きな宝石が埋めこまれている。

「戦闘用にこんな大きな宝石入りのナイフを使う奴やつはいない。これが聖せい遺い物ぶつだろうな」

　ニコラがナイフを拾い上げる。地ち精せいギアを讃たたえる言葉が刀身に彫られていた。

「状況証拠からして、それが聖遺物で間違いないわね」

　エルザもナイフをのぞきこんで、うなずいていた。

「だけど、よくこんな下手な芝居で騙だませたな」

　そう言うニコラの顔は少し赤い。演技とはいえ、エルザに抱きつかれたからだ。

「ガラシアも焦っていたんでしょ。私たちが無傷でコテージまで戻れば、ほかのフラゴラの使徒シビリエに留守を襲わせる計画がダメになるかもしれない」

「だから、うさんくさい演技でも、出てくるしかなかったわけか」

「あるいは罠わなと知っていても、先に倒せると思ったんじゃない？」

　普通の神しん術じゆつ師しなら暗唱だけで敵を一撃で倒すことなどできない。暗唱の用意をして待ち構えていたとしても、その神術の威力はたかが知れている。

「だけどあいにく、ニコラは暗唱が得意中の得意だものね。暗唱だけに限って言えば、おそらく、質・量ともにセレンディア島で一番なんじゃない？」

　珍しくエルザはニコラのことを褒めた。

「あとね、演技が下手なのはニコラだけよ。私は迫真の演技だったわ」

　倒れているガラシアを見下ろしながら、楽しそうにエルザは言った。

「とくに抱きついた時なんて素晴らしかったと思わない？　あれなら演技とわかっていても騙だまされる男がいると思うわ」

　にやっとエルザはニコラをからかうように見つめた。

「そ、そうかもな……そういう奴やつもいるかもな」

　決まり悪そうにニコラは空から咳せきをした。

「でも、ニコラがちゃんと気づいてくれてよかったわ。それが通じなかったら、どうしようもなかったもの」

「あそこまで、露骨にヒントを出されたら、気づくさ」

「そ、それと……ニコラがちゃんと私に……ドキドキしてくれてよかったわ……」

　エルザは頬ほおを赤らめて、顔をうつむかせた。

　ニコラもエルザに迫られたことを思い出して、赤くなる。

「あれでなんともなかったら、ウソくさくなってたと思うし……」

「そりゃ、お前にあんなふうに迫られたら、どんな男でも…………」

　エルザたちの頭に、ぱらぱらと土が降ってきた。

　続けざまに塔の中が大きな音に包まれる。

　塔が崩落をはじめた合図だった。

「術者の神しん術じゆつ師しがやられて、塔が維持できなくなったようね。すぐに逃げましょう」

「ああ！」




　脱出して間もなく、塔は崩壊し、土と岩の小高い山になった。

　ニコラたちは足を西の森の中にあるコテージのほうに向けて、走り出す。

「すぐにコテージまで戻らないとな」

　留守を襲うとガラシアは漏らしていた。時間の余裕はない。

「会長とトルマリーナがそう簡単にやられることはない──と信じたいな」

「でも、私たちがいれば、もっと万全でしょ」

「もっともだ」

　日がだんだんと陰り、一段と暗くなる森の道を、二人はコテージへと急いだ。





　　　◇






　時刻は夕暮れに差しかかろうとしていた。

　もっとも、森の中の雰囲気はほとんど変わりがない。

　多くの場所が鬱うつ蒼そうと茂る木々の葉に光をさえぎられ、元から夜のように暗い。

　その森の中でも、木々が作る影よりも一段と暗い闇やみに覆われている場所があった。

　自然のものではなく、人為的な、否──神の力によって生み出されたような闇やみだ。

　その闇の中心で、幼さを残した少女がたたずんでいる。

　ヘラ・パッサートだ。

　彼女が強力な神術を使用するには、呪じゆ文もんを長い時間唱える必要があった。

　時間をかけて、森が作っている闇をヘラは吸い取っている。

　ヘラが利用する外典アポクリフアの神格がその闇を欲しているからだ。

　そのヘラのところに一匹の「報告用」の蜂はちが戻ってくる。

　状勢をヘラに告げるヘラの使い魔のような性質の蜂だった。

　蜂が内容を告げる。

「…………ガラシア、負けたんだ」

　不満そうにヘラは頬ほおをふくらませた。

「…………お花も貸してあげたのに、失敗しちゃったんだ。ガラシアは時間稼ぎだったけど」

　自分の思い通りに事が運ばなかったので、ヘラはすっかりご機嫌斜めだ。

「…………もうすぐ、ライネルとフランがみんな倒すから」

　ヘラの近くには誰だれもいない。一人のほうが安全だし、ずっといい。

　ただ、一点、気に入らないところがあった。

「…………エルザお姉ちゃん、やっぱり嫌い」

　ガラシアはエルザとニコラが協力して倒した、と蜂が報告してきたからだ。

　誰かと協力してエルザが勝ち残っているということがヘラは無性に許せなかった。

「…………許さない。許さない。許さない」

　決意を示すように、つぶやいた。

　思っているだけでは、何が本当の気持ちかわからなくなるから。

「…………お姉ちゃんがヘラにやったこと、絶対に許さない」

　エルザのことを頭に思い描いてしまうと、ヘラは昔の嫌な記憶を一緒に思い出してしまう。

　自分はエルザのせいで孤立させられた。

　今度はエルザの番だ。

「…………悪いことした人は、ひどい目に遭う。だから、お姉ちゃんはひどい目に遭えばいい。死ねばいい」






　　　　４話　拠点崩壊








　来た道を戻り、ニコラとエルザがコテージに着く頃ころには、夕暮れになっていた。

　途中で敵の気配を感じることはなかった。

　だが、それは同時に、コテージが敵に襲われているという悪い予感につながる。

　そのまま何もなければいいと願いながら道を急いでいた。

「仲間が狙ねらわれてるほうが、自分が狙われるよりはるかに怖いな」

　ニコラがすぐ横を走るエルザにつぶやく。

「同感だわ」

　エルザも厳しい表情のまま答える。

　そして、ようやくコテージにたどりついた。

　入口のカギは開いたままだ。もしかして、敵がすでに入りこんでいるのでは……とニコラは不吉な思いを抱いた。

「会長！　トルマリーナ！」

　声を荒らげながら、入った。

　そこには──縛られた男がいた。

　椅い子すに座った状態で完全に縛りつけられている。口には布が巻かれているが、そもそも意識がないらしい。打撲を受けたのか、全身が青くなっている。

「これって……」

「ドーリズっていう使徒シビリエよね。一度、トルマリーナの神術で追い返された奴やつ。だけど、ここで縛られてるってことは……」

「敵の奇襲は失敗したってことか……？」

　二人はぽかんとした顔で、あわれな被害者？　の様子を見ていた。

「あらあら、二人とも、お帰りなさい。ご無事で何よりです」

　そこに、イーリスとトルマリーナが出てきた。トルマリーナのほうはなぜかエプロンを前につけていた。

「お帰りなさいませ。塔が崩れたのはこちらでも見えましたよ。その様子だとガラシア・ジルベルトは倒せたようですね。お疲れ様です」

　トルマリーナは丁寧に二人に頭を下げた。

「ああ、ガラシアは倒したけど……」

　そんなことより、目の前のドーリズが気になる。

「それより、こいつは何なの？」

　エルザが不思議そうにドーリズを指差した。

「ドーリズさんですよう」

　イーリスがあっけらかんとした顔で言った。エルザが、そんなことを聞きたいんじゃないという顔をしたのをトルマリーナが察したらしく、説明を補足した。

「私たちのところに、もう一度奇襲に来ました。なので、拘束しました」

「説明をはしょりすぎだろ……」

　今更になってニコラは急いで戻ってきた疲れを感じた。

「ドーリズ・ヴルカーノが話していた内容によると、使徒シビリエが三人出ていったのを確認したから、今度こそ奇襲で私たちを倒せると考えていたようです。少なくとも、自信に満ちあふれたような顔をしていました」

「弱かったですけどねえ。こうして縛りつけるほうが、よほど時間がかかりました」

　イーリスが呑のん気きに答えた。

　たしかに、イーリスもトルマリーナも体に傷一つない。ドーリズがいなければ戦いがあったことすらわからないだろう。

「塔の中でガラシアが、ほかの仲間にコテージを奇襲させるって言ってたんだけど、それじゃ……」

「奇襲はされたものの、害はなかった──というのが答えですね」

　トルマリーナはエプロンをつけているので、戦場の空気とそぐわなく見える。













「なんだか、急いで戻ってきたのがバカらしくなってきたわ」

　縛られているドーリズを見て、エルザはため息を漏らした。

　と、また部屋のドアが開いた。

　シャンファだった。傷の手当を受けたのか、布が何箇所も巻いてあった。

「ニコラ、戻ってきましたのね！」

　ニコラの顔にも再会を祝する笑みが浮かぶ。

　シャンファはニコラの姿を見ると、感極まって思いきり飛びついた。

「ニコラ、本当に良かったですわ！　もう会えないかと……」

　何度も、何度もシャンファはニコラを抱き締めた。

「おおげさだ！　抱きつきすぎだって……。ほら、そんなに抱きつくと……」

　強く胸が当たる。胸に締めつけられている状態だ。

　弾力がニコラの胸にしっかりと伝わってくる。

「本当によかったですわ！　ずっと待ってましたのよ！　一分が一時間になったように長く感じられましたわ！」

　シャンファの抱き締める角度が少し変わった。

　今度はニコラの顔が胸に押しつけられた。

「シャンファ、これは、ま、まずい……」

　ニコラも緊張してしまって、上う手まく言葉が出てこなかった。

「何よ、ニコラ、ニコラって。私も戻ってきてるのよ」

　エルザが妬ねたむように頬ほおを小さくふくらませた。

「そうでしたわね」

　やっとシャンファはニコラから体を離した。

「エルザもけががないようでぶじでよかったですわ」

　ものすごく棒読みでシャンファは言った。

「なんか、言われたら言われたで腹が立つわね……」

　エルザは釈然としないものを感じているのか、まだむっとしていた。

「何ですの……？　あなたはずっと一緒にいたんだから、その分、わたくしがこうして当然ですわ！　まだ足りないぐらいですわ！」

「一緒にって、誰だれとよ？」

「そ、そんなの一人しかいませんでしょうが……」

　恨みがましく、けれど、顔を赤くしてシャンファがエルザをにらんだ。

　そのシャンファの視線がゆっくりとエルザからニコラに移った。

　エルザも意味がわかったらしい。少し表情が弁解めいたものになる。

「そ……そんなことで逆恨みされていい迷惑よ！　別に何もなかったし……」

　だが、何かを思い出したのか、エルザの声の調子が急に弱まった。

　顔も紅こう潮ちようしていく。

　ガラシアを倒す際、おびき出すためにニコラに抱きついたことを思い出してしまった。

　その時は戦闘中だし、ろくに意識もしていなかったが、振り返って考えてみると、やけに気恥ずかしい。

　エルザは顔をさらに赤くして、うつむいてしまう。

「あれは、本当に作戦だもの……。やむをえなかったんだもの……」

「ちょっと！　何があったんですの！　言いなさい！」

　シャンファはエルザの変化に危機感を覚えたのか、エルザに近づいていった。

　この表情は何かがあると悟ったのだ。

「作戦の一環よ……。そう、おかしくはないわよ……」

「何かありましたのね！　許せませんわ！　たとえ、法が許そうと、わたくしが断じて許しませんわ！」

　シャンファはかなり怒っているらしく、髪が逆立ちそうになっている。

「おい……せっかく再会したんだから、平和にやろう、な、な……？」

　ニコラは間に割って入って、両者をなだめる。

　二人は学院で決闘をしたこともあるので、この過熱した空気は不吉だった。

「ほら、こういうのって、誤解が原因だったりするしさ。ここではっきりわけを話してみろよ。意外とつまらないことだったってわかるかもしれないし」

　不満がたまったままなのもよくないと思ったニコラがそんな提案をした。

「わけをここで話すだなんて……できるわけないわ……」

　エルザはニコラの顔を見ると、すぐにあわてて目をそらした。

「わたくしも話すわけにはいきませんわ。も……黙秘権というものがありますのよ……」

　シャンファも赤い顔でうつむいてしまう。

「いや、まずは怒りの原因を言葉にしたほうが、こういうのは後腐れがなくなっていいんだって。話したら、仲直りできるかもしれないだろ？」

　ニコラは二人が時折険悪なムードになるのを知っているので、ここで解決させてしまいたいらしい。

「ここはニコラの顔を立てて、引くわ……」

　エルザの肩から、ふっと力が抜けた。

「わたくしもニコラに言われたということで引きますわ……」

　シャンファのほうも、胸の前に出していた手を下ろした。

　そこで、ぽん、とイーリスが両手を叩たたいた。

「はい、皆さん、そろそろディナーの時間ですよう。ご飯にしましょう」

　やんわりとイーリスが会長らしくまとめに入った。

「食材は先ほど、野生のウサギと木の実を現地調達してまいりました」

　ありふれたことのように、トルマリーナが言った。

「調味料は携帯式の、袋に入れたものを持ってきています」

「トルマリーナ、本当にいろいろと持ってきたんだな……」

　ニコラは昼食もトルマリーナが持参したものだということを思い出した。

「お二人が戻ってきたので、調理の手を止めていましたが、再び夕食の準備に入ります」

「トルマリーナ。何でもできるんだな……」

　ニコラは感心するというより、あきれていた。

「一家に一人、トルマリーナですよう」

　イーリスがおかしそうに言った。

　そのまま、一行は応接室に入っていく。

　最後に部屋に入るニコラは、とあることに気づいた。

「ちなみに会長がドーリズを倒したんですか？」

「すべて、トルマリーナがやってくれましたよう」

　なんでもないことのようにイーリスが笑って言った。

「わたしは何もしていませんよう」

　いまだにイーリスの神しん術じゆつ師しとしての実力をニコラはほとんど知らない。

　イーリスの神術を知りたいような、怖いので知らないままでいたいような……妙な気持ちだ。




　そして、夕方が夜に移り変わる頃ころ、現地調達とは思えない豪華な料理が出された。

「トルマリーナは料理の腕も一流なんですよう」

　満面の笑みでイーリスがトルマリーナを賞しよう讃さんした。

「お嬢様、この程度の味ではまだまだ一流とは言えません。ウサギは少し肉が固すぎますし、木の実も本当に肉料理に適したものとは言えません」

　真顔でトルマリーナがこだわりを述べた。

「俺はこの味で十分だと思うけどな……」

　寮で出される食事と比べると、はるかに美う味まいとニコラは思った。

「あの、ゆっくりと食事をしている最中に悪いのだけれど」

　エルザがシャンファに目を向けた。今回は攻撃的なものではない。

「まだ聞いてなかったのだけれど、シャンファが向かった海のほうは大丈夫だったの？」

　再会のどたばたにまぎれて、肝心の話を聞けていないままだった。

「海側には何もありませんでしたわ。妖液物ウーズで様子を窺うかがってみましたけれど、ただの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきでしたわ」

　シャンファはあっさりと「異状なし」を告げた。

　ならば、何の問題もないとニコラも思おうとしたのだが──

「ただ──川を下っていく途中、そばの森に違和感を覚えはしましたわ」

　シャンファはお化けを怖がる子供のように、顔をこわばらせた。

「違和感って何よ？」

　引っかかりのある言葉にエルザは眉まゆをひそめた。

「森全体がよくないものに変わっていくような胸騒ぎがしましたわ」

　その時の様子を思い出して食欲もなくなったのか、シャンファはフォークを皿に置いた。

「あなたたちは、帰ってくる途中に気づきませんでしたか？」

「俺たちは会長たちが危ないと思って、急いでたからな……」

「予想はつくわ。それって、ヘラが神術を使うために力を集めているんだと思う」

　浮かない顔で、エルザは答えた。

「なあ、ヘラを早めに倒しにいかないといけないんじゃないか……？」

　エルザの話を聞いて、ニコラの顔は少し引きつった。

　時間が経たてば経つほどヘラが手ごわくなるなら、のんびりしているのは得策ではない。

「安心して。妹のことは私が片をつけるわ。それに、私たちが捜した程度では、ヘラを見つけるのは不可能よ」

「不可能ってどういうことだよ？」

　ニコラはそのエルザの言葉に奇妙なものを感じた。

「ニコラは悪魔が住むような闇やみの中に入れると思う？」

「それって、たんに暗い場所って意味じゃないよな」

　ニコラは幼い頃ころ、母親から聞いた怖い話を思い出した。悪いことをすると、人間は死後、地獄に落とされる。その中に闇の世界もあった気がする。きっと、エルザの言うのは、そんなところに近いものだろう。

「ヘラは、闇に棲すむ外典の神格を使うの。少しの間であれば、その闇の神格がいるところに逃げこむこともできたはず。そんなところに私たちが入ることはできないでしょ」

　説得を試みるように、エルザはゆっくりと言葉を区切るように言った。

　ニコラももう質問ははさまなかった。

　異世界に行くことなどできるわけがない。

「私たちはまずほかの使徒シビリエを倒して、敵の選択肢を奪うべきよ。使徒が残っていなければ、ヘラも出てくるしかない」

「そうですわね。ドーリズの奇襲も防いで、ハンナ、ガラシアも倒した。敵はヘラ、ライネル、フランの三人だけ。焦っていると思いますわ。ですが──」

　シャンファがつらそうに自分の足に手を当てた。

「わたくしもハンナとの戦いで負傷して……戦力にはならないかもしれませんわ……」

　まだシャンファの体は痛々しい傷がいくつもある。

「シャンファは十分戦ってくれた。感謝してもしきれないぐらいだ。そんな顔するなよ」

　ニコラは笑みを作ってシャンファを励ました。

「ありがとうございますわ」

　シャンファもほっとしたように笑った。

「そうですよう。シャンファさんはよく戦ってくれました。ゆっくり眠っていただいて、けっこうですよ」

　イーリスもシャンファの健闘を讃たたえた。

「あと、わたしも眠くなってきたんでふ……」

　小さなあくびをイーリスはした。

「お嬢様、自分が寝たいだけですね」

　トルマリーナがあきれた声で言った。

「本音を言うと、もうひと頑張りして、フランを倒して、ここに連れてきたかったという気持ちはありますわ。皆さんも戦いづらいでしょうから」

　わざと、シャンファはニコラのほうを見ずにそう言った。

　そのシャンファの言葉でニコラは大切なことを思い出した。

「そうだ……そのことをまだ報告してなかった……」

　イーリスとトルマリーナに伝え忘れていたことがあった。

「会長、トルマリーナ、フランのことでわかったことがあります」

「いったい何ですか？」

　イーリスも興味深そうにニコラの言葉を待っている。

「フランは一族を人質にとられて脅されているらしいんです。だから、仕方なくフラゴラで戦ってる。なんとか俺たちで助けたい……」

「そうですの……。フランもつらいでしょうね……」

　シャンファの顔も重く暗いものになる。

「本心からわたしたちと戦っているのではないとわかって、わたしはむしろほっとしましたよう」

　沈んでしまった空気を盛り上げるように、イーリスが言った。

「フラゴラが敗れれば、〈統一戦争サクセツシヨン〉のために人質をとる意味もなくなります。必ず、わたしたちで救いだしてあげましょう」

「ああ、絶対に助けてやる」

　アチェロの使徒シビリエたちの目に決意の光が灯ともる。

「それと、もう一つ、フランのことでわかったことがあります」

　ニコラの顔は重大な秘密を告げるように真剣だ。

「フランは──女だったんです」

　部屋の空気が硬直した。

　イーリスの顔からも笑みが消えている。

　イーリスの反応を見て、ニコラは自分が真相に気づいた時のことを思い出す。

「やっぱり、気づいてなかったんですね？」

　イーリスはあっけらかんと言った。

「え、え……？　会長も知ってたんですか？」

　そのイーリスの反応に、ニコラはショックを受けた。

「だ、だけど、それを知ってたら俺と同じ部屋に住まわせなかったんじゃ……」

　知ってなかったほうがおかしいという空気に、ニコラは戸惑う。

「どうせニコラ君は気づかないと思っていましたので。予想通りでしたね」

　イーリスが地味にひどいことを言った。

「私も存じ上げていましたが、何かわけがあるのだろうということで暗黙の了解で認めていました。それにニコラ様ならわからなそうでしたし」

　トルマリーナが追い打ちをかけた。

「じゃあ、知らなかったの、完全に俺だけなのか……」

　がっくりとニコラはうなだれた。何かに敗れた気がする。

「さすが聖者ね。長い間、同じ部屋にいてわからないだなんて」

　エルザも言いたいことを言ってきた。

「やめろ……。今はお前の言葉に反論できないから……」

　頭を抱えながら、ニコラはテーブルに視線を落とした。

「わ、わたくしはニコラは悪くないと思いますわ……」

　顔を赤くしたシャンファがニコラを弁護する。

「だって、ニコラがびっくりするほど鈍感だったせいで、男女の同どう棲せいで起こる……さ、様々な問題が回避されたのですもの……。鈍感さも役に立つのですわ……」

「シャンファ、あんまり鈍感、鈍感って何度も言わないでくれ……」

　弁護されているようで、かえってニコラはダメージを受けていた。

「シャンファ様、男女の同棲で起こる様々な問題とはいかなるようなことでしょうか？」

　トルマリーナが真顔のままでシャンファに尋ねた。

「それは……その……」

　シャンファの顔が次第に沈んでいく。

　恥ずかしくて、顔を上げていられないらしい。

「トルマリーナ、あなた、無表情のふりをして、からかっているでしょう……？」

　シャンファは赤い顔のままでトルマリーナに抗議する。

「いえ、私はそういうことに疎いので尋ねただけなのですが」

　トルマリーナは平然とそう答えた。ふざけているわけではないらしい。

　シャンファも困っているし、ニコラは話題を別のものに移すことにした。

「それで、会長、ここから先はどんなふうに戦うんですかね？」

　一連の作戦は成功したが、今後の展開はイーリスから何も聞かされていない。

「そうですねえ。皆さんが戻ってくるまで、ずっと考えていたのですが」

　イーリスが突然真面目まじめな顔になったと思ったが、

「今日はお休みにしませんか？」

　にっこりと笑ってそう言った。

　ニコラは力が抜けたようにテーブルに突っ伏した。

「会長、いくら眠いからって、もう少し頑張ってください……」

　まだ夜もはじまったばかりだ。普段の日でも眠るには早すぎる。

「戦争中ですし、それに作戦立案は会長の仕事みたいなものじゃないですか」

　余り説教臭くならないよう注意しながら、ニコラはイーリスに苦言を呈した。

「ふざけてなんかいませんよ。不眠不休でずっと戦うつもりですか？」

　イーリスは微笑ほほえむ。

「たとえば、こちらが一睡もしないまま、夜通し、敵を捜していたとします。それで、夜が明けた頃ころ、休息をしっかりとっていた敵と遭遇したら、どうなります？」

「確かに……疲れが残っている分、捜していた側が不利になりますよね……」

　ニコラは体力が戻らない状態でライネルと戦うところを想像して、肝を冷やした。

「会長の言いたいことはわかるわ。眠らないのはお肌にも悪いし」

　エルザもイーリスの提案に賛成した。

「けれど、いつ敵が攻めてくるかわからないから、見張りは必要ね」

　そのあとに現実的なことをエルザは続ける。

「それならトルマリーナがいますから大丈夫ですよう」

　自信を持ってイーリスはトルマリーナの顔を見た。

　その表情からトルマリーナに対する全幅の信頼が、ほかの使徒シビリエにも伝わった。

「そうですね。私は皆さんほどの睡眠時間は必要ありません。三時間も眠れば十分です」

　トルマリーナは任せてほしいとでもいうように、胸に手を当てて話した。

「あと、索さく敵てきもこの近くなら可能です。食事の前に私の目で確認をしましたが、その時点では敵が攻めてきている様子はありませんでした」

　その言葉はニコラには少し奇妙に聞こえた。

　トルマリーナは冗談を言わないので、最低でも本人の中では問題がないということだろう。

「どうやって自分の目で確認するんだ？」

　ニコラが困惑気味に尋ねる。

　いくら小さな島とはいっても、目で見てわかるのは、せいぜいコテージの周囲ぐらいのものだろう。

　トルマリーナは自分の目を指差す。

「私の目は千里眼なんです。本当に千里も先はわかりませんが、一キロ先ぐらいまでなら確認ができます。今のところ、一キロ以内で敵が来ている兆候はないかと」

「相変わらず、無茶苦茶だな……」

　トルマリーナとイーリスがニコラたちを送り出す時も、自分たちが攻撃を受ける心配をまったくしていなかったが、敵の動きがわかる自信があったからなのだろう。

「トルマリーナ、ほんとにすごいな」

　ニコラもそれぐらいしか言葉が見つからない。

「ただの機械生物としての能力に過ぎません。私が威張れるものでもなければ、褒めていただくようなものでもありませんよ」

　いつもの無表情でトルマリーナが言う。

「それじゃ、しばらくはゆっくり休んでいいってことなんだな」

「そうですね。ガラシア・ジルベルトが言っていた奇襲も撃退したわけですし、しばらくは安全かと」

　どこか、納得のいかないものをニコラは感じた。

「待ってくれ。たしかにガラシアはコテージに奇襲を仕掛けるとは言ってた」

　ニコラはトルマリーナの言葉に口をはさんだ。

　杞き憂ゆうかもしれないが、放っておいていいことではない気がした。

「だけど、奇襲に来るのがドーリズだけとは一言も言ってなかった」

　トルマリーナもそのとおりと思ったのか、ゆっくりとうなずき、

「たしかにニコラ様のおっしゃ──」

　突然、トルマリーナの目の色が変わった。

「トルマリーナ、どうかしたか？」

　ニコラが不安そうに尋ねた。

「──逃げてください！」

「え？」

「窓の奥約百五十メートル先に敵らしき人影を捕ほ捉そくしました！　危険です！　コテージの外へ退避を！」

　トルマリーナの速くなった声の調子が非常事態を告げていた。

「どうして、そんな近くに敵がいるんだよ!?」

　千里眼の能力をニコラは聞いたばかりだ。それにしては、敵が近づきすぎていることになる。

「今の段階ではわかりません。とにかく、ここに固まるのは危険です！」

　トルマリーナが言い終わる前に、エルザは立ち上がって、裏庭へと出る勝手口のほうへと向かっていた。

「勝手口から出ましょう！　こっちはこの人数なんだから、太刀打ちできるわ！」

　エルザの声に、ニコラも無言でうなずき、そのあとに続く。

　裏庭には敵の姿はない。

　ニコラのあとを追って、イーリス、トルマリーナ、負傷中のシャンファもコテージを出た。

　もう日も暮れて、外は夜の闇やみに包まれている。

　ニコラはコテージから一番離れたところにまで出た。

「まだ、来ていないみたいだな」

　しかし、ニコラも殺気を感じた。

（前か、後ろか？　いや、もし敵がライネルだとしたら──）

　──空。

「みんな、散れっ！」

　思いきり叫んで、ニコラもその場から離れた。

　火薬が爆はぜたような鈍く大きな音が響き、烈風が起こる。

　同時に、地面が激しく揺れ、コテージの壁板が叩たたき割られたようになる。窓ガラスは風を受けて、粉々に砕け散った。

　地面はコテージが傾くほどに大きく陥没している。

　その穴の中心にライネルがいた。

「外したか」

　ライネルは攻撃が失敗したのを悔しがるそぶりも見せず、すぐに篭こ手てをつけた右手を前に出して構える。

　視線は目の前のニコラに向けられている。

　離れたところから、トルマリーナは呆ぼう然ぜんとライネルのほうを見ていた。

「私は空も千里眼で監視していたはずです……」

　トルマリーナにもまったく理解のおよばない事態らしい。

　だが、ライネルはトルマリーナの声は無視して、ニコラに歩み寄る。

「アチェロの使徒シビリエ筆頭、お手合わせ願おう」

「そうしたいのはやまやまだが……」

　ニコラは剣を出しながら、ライネルに答えた。

　エルザはすでに距離をおいたところで、外典アポクリフアの神術の詠唱をはじめている。

　シャンファも疲れた表情のまま、詠唱を行っている。

「一対一ってわけにはいかないぞ」

　ライネルはニコラから視線をそらさずにいる。

「一対一とは言っていない」

　ぼそりと、ライネルがつぶやいた。

　エルザの足元から地面を突き破って、大量の木の根が出てきた。

「えっ!?」

　まったく予想していなかった攻撃にエルザは足を取られて、引きずり倒される。

「エルザ、大丈夫ですの!?　──きゃっ!?」

　近くにいたシャンファが叫ぶ。

　しかし、シャンファもエルザの心配をする余裕はなかった。

　木の根がシャンファの足にも絡みついていた。

　シャンファの足元からも根が現れていた。

　木の根はすぐに足から腰のあたりにまで這はい上り、シャンファの体を固めてしまった。そこからさらに根は腕も拘束した。

「痛い……痛いですわ……。そんなに締めつけないでください……」

　シャンファは磔はりつけにされたような格好だ。

「フランさん、どこにいるんですか……？」

　イーリスが表情を歪ゆがませて、周囲に視線を送る。

　さすがのイーリスもまったく状況がつかめていなかった。

　どうして奇襲を見抜くことができなかったのか。

　ライネルだけでなく、フランまでもいつのまにか攻めこんできている。

　フランにいたっては、居場所すらわからない。

　次の獲物を見つけたように、イーリスの前に根が地中から姿を見せた。

「くっ！」

　イーリスは驚いたように、思わず一歩後ろへ下がった。

　その根はエルザとシャンファを縛りつけたものとは少し異なっていた。根が槍やりのように尖とがっているのだ。

　串くし刺ざしにしようとでも考えているように、根がイーリスに向けて迫った。

　イーリスの顔が凍りついた。

　しかし、根がイーリスを貫通する前に──

「お嬢様！」

　トルマリーナは、そこに割って入った。

　イーリスを横に突き飛ばし、その身を守る。

　根は容赦なくトルマリーナを吹き飛ばした。

　トルマリーナは起き上がれずに、ぐったりと地に這はいつくばっている。

　その体に木の根が絡みつく。

「これはまずいですね……」

　あまり表情を変えないトルマリーナが珍しく、はっきりと顔を歪ゆがめた。

「トルマリーナ！」

　イーリスが叫ぶが、その声は木の根の魔手を止めることにはならなかった。

　根はトルマリーナの足を固定すると、体へと這いまわり、次いで腕も完全に固定してしまった。

　その様子にイーリスも気をとられていた。

　イーリスのところにも根が地面から突き出ていたのだ。

　小柄なイーリスの足はすぐに根に縛りあげられてしまう。

　根は舐なめるようにイーリスの体にも伸びていく。

「や、やめてください……あっ……くすぐったいですよう……」

　イーリスの表情が歪んでいく。

「みんな！」

　ニコラは思わずライネルから目をそらして、叫んだ。

　短時間のうちにニコラ以外の使徒シビリエが拘束されてしまった。

「フラン、出てこいよ！」

　地面が突然盛り上がっていく。

　その地面を突き破り、エルザたちのそばに、丸太のような根が現れた。

　その根にしがみつくようにして、フランが地下から姿を見せた。

　ニコラたちがマルス島に向かう船の途中で見た時と変わらない、無表情な顔。

「僕たちは根を使って、地下から来たんだ。地上を探っても無駄さ」

　フランは感情を表に出さないまま、ぼそぼそと言った。

　そのフランの姿を確認した途端、エルザは詠唱をはじめた。

　だが、その口に木の根が入りこんできた。

「きゃっ！　けほっけほっ！」

　エルザの詠唱を阻止すると、根はすぐに口から出ていく。

「縛った人たちは、神術の詠唱はしないでね。唱えようとしたら、今みたいにして窒息させるよ」

　フランは冷たい目でそう言った。

「それなら、暗唱はどう……？」

　根が口に入ったばかりなので、エルザはまだ苦しげだ。

「暗唱だけでこの根を焼けるとは思えないけど」

「フラン！　俺たち、仲間だろ!?」

　ニコラはフランに向けて声をあげた。

「よそ見する暇はないはずだよ」

　フランはニコラの顔も見ずに言った。

　次の瞬間、瞬く暇もないような勢いでライネルがニコラに接近していた。

　篭こ手てをはめたその手には渦を巻いた空気の塊のようなものができている。

　ライネルが拳こぶしを繰り出す。

　ニコラは体勢を崩しながらも、その殴打をかわした──はずだった。

　ニコラの腕に痛みが走った。ライネルの殴打をかすめた腕のあたりに斬きられたような傷ができている。

「くっ！」

　苦痛の声をあげながらも、一度距離をとった。

「風の神術か……」

　ライネルは小さくうなずいた。

「ニコラ、大丈夫ですの？」

　シャンファが悲鳴をあげた。

「ニコラ！　敵に近づかれちゃダメよ！　遠距離から神術を使いなさい！」

　エルザが地面に倒れたまま、叫ぶ。

　だが、状況は変わらなかった。

　風をまとったライネルの動きはあまりに速く、ニコラは剣でとらえることができない。

「どうした、アチェロの使徒シビリエ？」

　ライネルの拳が激しくニコラを攻め立てる。

　一方で、ニコラはライネルの打撃の直撃は避けているものの、刃物のようになった風で確実に体を斬り裂かれていく。

「まずいわね……」

　余裕のない声で、エルザがつぶやいた。

「ライネルの動きが速すぎて、ニコラは防御だけに神経を集中させてる……。あれじゃ、神術の暗唱すらできない……」

　ニコラの腕から血が地面に垂れはじめている。息も次第に荒くなる。

　フランはその戦いの様子をうつろな目で見ていた。

「フラン、もう、こんなことはやめてください……」

　シャンファがフランを寂しげに見つめた。

「でないと、このままじゃニコラが死んでしまいますわ……」

「黙れ！　これ以上聞きたくない！」

　木の根がシャンファの口に入って、その言葉をさえぎった。

　ただ、先ほどまで感情の見えなかった顔が、わずかにつらそうに曇った。

「フランさんは、フラゴラに脅されているんですよね……？」

　冷静な声でイーリスがフランに尋ねた。

「…………」

　フランはくちびるを噛かんで黙っている。

　イーリスはニコラとフランを交互に見ていた。

「イーリスさん、諦あきらめて負けを認めてください。僕はいつでもみんなを殺せます」

　フランがイーリスのほうを見ずにつぶやく。

「むしろ、あなたはどうしてエルザさんを窒息させないんですか？　それで〈統一戦争サクセツシヨン〉はフラゴラの勝ちになるはずですよ」

「そ、それは……」

　フランは言葉に詰まる。

「フランさん、やはりあなたはアチェロの使徒シビリエですよ。いくらフラゴラ側で戦っていても、心がアチェロの側に残っているんですよ」

　イーリスはフランを迎え入れるように微笑ほほえむ。

「おかしいですよ、イーリスさん。すぐにでもみんなを倒せる僕に降伏勧告だなんて……」

　フランが無理に皮肉めいた笑みを浮かべる。

「それは逆ですよう」

　イーリスの目はもう笑っていない。

「こんなに時間があれば、エルザさんの力なら暗唱でもあなたを一撃で倒せますよう」

　フランの表情から血の気が引く。

「まさか……。暗唱ぐらいで……」

　黒いものがフランの頬ほおをかすめた。

　それはエルザの黒い炎だった。フランのそばで庭の草が焼け焦げた臭においを放っている。

　エルザが挑発するように笑う。

「今度はあなたの体で試してみる？　実は神術の準備はできているの。悪いけど命の保証はできないわよ」

「ウ……ウソだ！」

　不安をかき消すようにフランが叫ぶ。

「仕方ないわね……。死んでも恨まないでね──」

「待ってくれっ！」

　ニコラが大声で絶叫した。

「エルザ、待ってくれ！　フランが大ケガしたら俺たちの約束が果たせなくなる！」

　ライネルの攻撃を受けて傷を増やしてはいるが、まだニコラの目は強い光を放っている。目は死んではいない。

「約束って何よ！」

　エルザが不服そうに尋ねた。

「フランと一緒に戦うって約束さ」

　わかりきったことのように、ニコラは言い切った。

「俺たちがフラゴラに勝てば、またフランと一緒にアチェロで戦えるだろ」

　フランの無表情な顔が崩れる。

　泣きそうな顔でフランはニコラのことを見ていた。

　これまでフランが戦闘で見せていた顔とは違う。

「俺がライネルに勝てば、フランが数で押されて投降しても不自然じゃないよな？」

　だが、ニコラが危機的なことに変わりはなかった。

　これまでよりも、一歩奥にライネルが踏みこみ、竜巻をまとった拳こぶしを繰り出す。

「くっ！」

　思わずニコラは声を出した。

　ライネルの篭こ手てがニコラの腕を少しかすめた。そこに、これまでで一番深い傷ができていた。

「これじゃ、一撃でもまともに腹を殴られたら、死ぬな……」

　ライネルは、一度距離をとる。

「お前が勇敢な男なのは認めよう」

　まだ気力の残っているニコラをライネルは讃たたえた。

「だが、俺には勝てん」

　ライネルの殺気が一段と高まった。

　ニコラはライネルに剣を向ける。

　まだ、勝負は決まってはいない。どれだけ、不利な状態に追いこまれていようと。

　ライネルが小声で呪じゆ文もんのようなものを唱え──

　すぐにニコラのもとへまた距離を詰めに来た。

　スピードを上げる神術だろうか、これまでの攻撃よりも、さらに一段階速い。

　一気にライネルがニコラのふところに踏みこんで、篭手をはめた拳を突き出そうとする。

「〈風ふう刃じん掌しよう〉！」

　その拳こぶしは渦を巻いた風で包まれている。まともに腹を殴られれば、腹は斬きり裂かれるだろう。

　ニコラは防御が間に合わないことを悟った。

　しかし、その直前にライネルは手を引いた。

　ライネルのそばを巨大な黒い炎がかすめていた。

「暗唱だけでも、この程度のことはできるわよ。ただ、連続しては撃てないけどね」

　エルザが暗唱だけで炎を発していたのだ。

「ニコラ、あなた、さっき希望を語ったばかりでしょ。フランと一緒に戦うって！」

　その言葉は向けられたニコラ以上に、フランの表情を変えた。

　フランは何かに耐えるように、じっとうつむいている。

「そうだな……まだ俺はやれる。フランとカクトゥス戦を戦うからな！」

　ニコラの表情に生気が戻る。

「フラン、あなたはこれでかまいませんの？　ニコラが死ぬんですわよ！」

　シャンファの悲痛な声にもフランは頭を上げない。

　返事をすることすら避けるように、フランは沈黙を守っている。

　一方、ライネルは臆おくすることもなく、落ち着いて状況を分析していた。

「その程度の神術なら、かわすまでもなかったな」

　エルザの神術が来たとしても、その前にニコラを倒せると判断した。

「次で終わりだ！　〈旋せん風ぷう馴じゆん致ち〉！」

　ゴオォォォォといううなり声のような風が起こり──再度、ライネルがニコラめがけて急接近する。

　ライネルの速度がさらに一段増した。エルザの神術も割りこむ隙すきがない。

「くそっ……！」

　そして、ライネルが刃のようになった拳をニコラに叩たたきこもうとした瞬間──

　地面が盛り上がった。

　それは一気に土を突き破り、ライネルの前に覆いかぶさった。

　拳でそれは弾はじけ飛ぶが、分厚いせいか、打ち抜くには至らない。

　その間にもさらに、それは生えていき、壁になる。

　木の根だった。

　フランの神術だ。

「ニコラ……」

　ニコラたちのほうにフランは腕を向けていた。

　フランは根を使って、ライネルの攻撃を防いだのだ。

　戦闘は完全に止まった。

「……バカな奴やつだ」

　ライネルがあきれたような声でつぶやいた。

　フランの目は吹っ切れたように輝いていた。

「ライネルさん！　やっぱり、僕は……アチェロの使徒シビリエです！」

　フランはライネルに高らかに宣言した。

　エルザたちを縛っていた木の根の拘束が解かれる。

　戦局が大きく変わった。

「みんな、拘束してごめん……。脅されていたけど、僕は覚悟を決めた。自分の気持ちにウソをつくのはやめる！」

　エルザはフランの背後に何かが舞っているのを見つけた。

　意識していなければ見過ごしてしまいそうな、小さな蜂はちだ。

「あの蜂は!?」

　拘束が解けたばかりのエルザが叫んだ。

　すぐさまエルザは黒い炎をその蜂に向けて放った。

　だが、蜂は炎で焼け落ちることもなく、空を飛び続けている。

「フラン、逃げて！　早く！」

　そして、蜂は何の迷いもなく、フランの右腕を刺した。

　それと同時に、蜂の姿は小さくなっていく。フランの体の中に溶けこんでいくように、消えた。

　フランはその場に膝ひざをついた。

　その顔色は死人のように青白いものになっている。息も走り疲れたような、荒いものに変わっている。

　もう一匹、半透明な蜂がエルザの前に現れた。

　エルザはその蜂の用途を知っているのか、攻撃を仕掛けようともしない。

　その蜂はすぐにヘラに姿を変えていく。体の透けたヘラの幻影が立っていた。

「…………フラン、やっぱりヘラを裏切ったね」

　平板な声でヘラは言った。

「…………だから、とってもとっても苦しい毒で……死んじゃえばいい」

「死んじゃえばいい」という言葉がはっきりと夜の闇やみの中に響いた。

「…………夜明けの頃ころに死んじゃうまで、ずっと痛くてつらいんだよ」

　その言葉にエルザの顔がこわばった。

「ヘラ、いいかげんにして。でないと、お姉ちゃんも我慢の限界よ」

　冷たい声で、エルザは言った。

「…………嫌！　裏切り者のエルザお姉ちゃんなんて大嫌い！」

　ヘラはぷいっとそっぽを向いた。

　嫌な記憶を思い出したように、かすかにエルザのくちびるがふるえていた。

「…………ばいばい」

　ヘラはさっと、霧のようにその姿を消してしまった。

「フラン!?　大丈夫か！」

　すぐにフランのほうに駆け寄った。

　フランの手は強くけいれんしていた。

「フラン、しっかりしろ、フラン！」

　ニコラがフランのそばにかがんで話しかける。

　蜂はちに刺されて間もないのに、重病人のようにしか見えない。

　フランはゆっくりと顔をあげた。その顔は苦痛のせいでつらそうなものになっていたが──

「ニコラ……無事でよかった」

　無理に笑顔を作って、フランは言った。

「お前、俺を助けてくれたんだな……」

　ありがとう──とは、ニコラは言えなかった。













「自分の心にウソを……つきたくなかったから……」

　美しい、けれど、はかなげな笑みをフランは浮かべた。

「これでみんなと、ニコラと一緒に……戦えたことになるよね……」

　ノドがふさがっているのか、しぼり出すような弱々しい声だった。

「くそ、こんな毒なんか俺が……」

　ニコラはフランの右腕をとる。刺された箇所は怖いほどに黒く変色していたからすぐにわかった。

「ダメ！　ニコラも死ぬわよ！」

　だが、エルザがニコラのもとまで来て、その襟を引っ張った。

「だけど、このままじゃフランが！」

　エルザはニコラの頬ほおを叩たたいた。

「その子が助けてくれた命を今すぐ捨てるつもり!?」

　ニコラの目が冷静さを取り戻した。

「これは生物の蜂はちの毒じゃない。毒も含めて、ヘラの神術よ。彼女を助けるならヘラの神術しかない」

「神術なら……ヘラなら助けられるのか……？」

　すがるように、ニコラはエルザの顔を見つめた。

　フランを助けられるかもしれないという可能性がほしかった。

「わからない。でも、ほかに方法は考えられないわ」

　ニコラはエルザの言葉を聞いて、わずかに胸のつかえがおりた。まだ、望みはある。

　しかし、その条件が難しいものであることは理解できている。

「夜明けの頃ころには死ぬって言ってたよな……。だけど、ヘラがどこにいるのかもわからない……」

　一夜のうちに島の中からヘラ一人を見つけ出すのは決して簡単なことではない。

「川をさかのぼれ」

　ライネルがぼそりとつぶやいた。

　ゆっくりとニコラのそばに近づいてくる。

「どういうことだ？」

　ニコラは視線をフランに向けたまま、言葉をライネルに返した。

「この島に一本だけ川が流れている。その上流にヘラがいる」

　はっとして、ニコラは頭を上げて、ライネルを見た。

　ライネルの顔はニコラと戦っていた時と変わらないものだった。

「そんなことを話したら、お前までヘラに狙ねらわれるんじゃないのか？」

「俺を殺すほどバカではない」

　ライネルは顔色も変えずに静かに言った。

「それもそうね」

　エルザが口をはさんだ。

「ヘラがわざわざ自分を守ってくれる可能性のある人間を攻撃するわけがないわ。フランが狙ねらわれたのは、はっきりとフランがヘラを裏切ったことがわかったからよ。ライネル、あなた、なかなか良いところがあるじゃない」

　おどけるような調子でエルザが言った。

　ライネルは返答はしなかったが、その目はフランのほうに向いていた。

　これまで戦ってきた戦友のことが気になるのかもしれない。

「ニコラ・フォン・リッター、ヘラのところまで来い」

　ニコラはライネルの顔を見て、うなずく。

「そこで決着をつけるぞ、アチェロの使徒シビリエ」

「わかった、使徒同士、勝負の続きをしようぜ」

　ライネルが短く神術の呪じゆ文もんを詠唱した。

　途端、強く吹き上げるような風が起こった。

　ライネルはその風に乗って、島の奥へと消えていった。





　　　◇






　フランはすぐにコテージのベッドに運ばれて、そこに横たえられた。ライネルの奇襲による衝撃波でコテージは大きく損壊していたが、ベッドのある寝室はかろうじて破壊をまぬがれていた。

　フランの顔色は青白くなり、生気が抜けている。

「ヘラは夜明けの頃ころまでと言っていたけど、正直、どれだけ耐えられるかわからないわ」

　エルザがフランのうなされている顔を見る。

　フランは今すぐ絶命してもおかしくないような危き篤とく状態だ。

　だが、動けなくなったのはフランだけではなかった。

　シャンファは負傷した傷が治っていないし、トルマリーナもイーリスを守ろうとした時にフランによる攻撃を受けたせいか、足を引きずっていた。

「フランさん、ノドが渇いたら言ってくださいねえ」

　看病はイーリスが主体になってやっていた。いつもののほほんとした表情が苛いら立だつ空気を穏やかなものにする。

　そのイーリスの腕にも痣あざができていた。

「ねえ、ニコラ」

　エルザがニコラを呼び、その目を見つめた。

「何だ？」

「ヘラは残忍なの。だから、連れていく戦力は最低限のほうがいいんだけど」

　二人は無言でうなずきあった。

「会長、残ってフランたちの看病をしてください」

「私たち二人でヘラとライネルのもとに行くわ」

　イーリスはすぐには何も言わなかったが、二人を代わる代わる見たのち、

「わかりました」

　と笑って、こくりとうなずいた。

「姉として、妹がしたことの責任はとるわ。フランの前まで連れてきて、必ず治療させる」

　エルザはまっすぐな強い目をフランに向ける。

「仲間の──アチェロの使徒シビリエの命は必ず助けるわ」

　その目には静かで、強い決意の意志が見えた。

　ニコラはフランが寝かされているベッドのそばまで行くと、

「待ってろよ。すぐヘラをここに連れてきてやる」

　フランの手をやさしく握った。

　その手は本当に熱かった。

　フランの命が燃えているのだ。

　その命が燃え尽きる前にフラゴラとの決着をつけなければいけない。

「ニコラ……」

　フランはうっすらと目を開いた。

「俺はお前に命を救われたんだからな。恩返しができないと、武人の名折れだ」

「素直に死んでほしくないと言えばいいのに」

　横からエルザがつぶやいた。

「そうだな。死んでほしくないし、死なせない」

「ニコラ、頑張ってね……」

　か細い声で、フランはささやいた。

「だけど、ニコラは死んじゃダメだよ……」

　フランの目元から笑みが消える。

　そこには、ひたむきな願いのようなものがこめられている。

　ニコラはフランの指をとると、自分の指とからめた。

　指切りだ。

「約束だ。死なない」

「うん……。ありがとう……」

　フランの声は注意しないと聞き取れないほどに小さい。まぶたも重そうで、必死にニコラを見つめようとしているようだった。

「ニコラが一緒に戦おうって言った日のこと、ずっと覚えてたんだ」

　フランはいとおしそうにニコラを見つめている。

「あの日までずっと何のために戦っているのか、誰だれと戦っているのか、わからなかったんだ……。でも、ニコラと会えて……仲間が何かわかった気が……」

　フランは弱々しい手でニコラの手を握る。

「ヘラに脅されて、フラゴラの側で戦っていたけど……やっと、自分の気持ちに正直にな……」

　いきなり、激しくフランはせきこんだ。

「もう、しゃべるな！」

　話すだけでもつらいほどに、フランの体力は残り少なくなっている。

「約束、守れたよね……」

　フランの顔は微笑ほほえみに満ちている。

　安らかとしか言いようのない表情だが、だからこそ、ニコラはそんなフランの顔を見るのが、かえってつらかった。

　フランが生きるのを諦あきらめているような気がしたからだ。

　ニコラは泣きそうになるのをどうにかこらえた。

「フランがフラゴラ側について、心変わりしたんじゃないかって、ちょっと疑ってた。本当に大間違いだったよ」

　ニコラは小さく自分の頬ほおを叩たたいた。

「フランはつらかったんだな。だから、表情を出さずに戦ってたんだよな」

　フランが感情を押し殺したようにして戦っていたのは、アチェロの使徒シビリエと戦うことが苦しかったからだ。

　心からアチェロを敵だと思っていたのなら、感情を隠す必要などない。

「それと、僕が本当は女だって、もうニコラもわかってくれたよね……」

　また、思い残すことはないというような顔でフランは笑う。

　そして、疲れたように、ゆっくりと目を閉じた。

「さよなら、ニコラ」

「さよならじゃない。すぐに戻ってくる」

　ニコラはフランの手を強く握った。

「フランはよく頑張ったわ。休ませておいてあげましょう」

　エルザがニコラの肩に手を置いた。

「そうだな」

　ニコラは、ルームメイトの時のフランの寝顔を思い出した。

「眠ったままになんてさせないからな。俺が起こしてやる」

「そろそろ行くわよ」

　これから激しい戦いになる。

「絶対に勝って、ヘラをここに連れてくるからな」

「言葉で確認するまでもないわ」

　エルザは、フランのベッドに背を向けた。

　自然と、イーリスやシャンファたちと目が合った。

　その目はエルザとニコラを送り出す覚悟を決めた、力強いものだった。

「アチェロの使徒シビリエみんなで笑って帰りましょう」






　　　　５話　闇を操る少女








「いつのまにか蜂はちが少なくなったな」

　森の中でニコラが周囲を眺めながら言った。

「蜂を操るのにも多少は力を使うからね。もう、余計なことをしている場合じゃないとわかったんでしょう」

　エルザは普段と変わらない涼しい顔をしている。

　ただ、ニコラにはエルザがどことなく気が重そうにしているように見えた。

「なあ、お前たち姉妹ってどうしてそんなに仲が悪いんだよ？」

　ニコラには引っかかるものがあった。

「ヘラって、誰だれかと接すること自体を避けてるだろ。あんな性格だったら、恨まれるような接点だって生まれない気がするんだが」

　ニコラの後ろについて走っていたエルザが横に並ぶ。

「シエヌ姉さんのほうは、私が物心ついた時からおかしかったけれど、ヘラのほうはちょっと違うの」

　エルザはわずかに顔を下にうつむけた。

　悔やんでいるような顔をニコラに見られたくなかったのかもしれない。

「ヘラがあんな性格になったのは私のせいなの」

　エルザの声は重く沈んでいた。

「そういえば、エルザを裏切り者だとか言ってたよな……」

「少し長くなるわよ」

「俺はかまわない」

　ニコラが言うと、エルザも小さくうなずいた。

「私とヘラはね、昔は仲が良かったの。ヘラは外よりは家の中でおままごとやお人形遊びをするのが好きな子だったわ。よく、ヘラのおままごとの相手をしたわ。人を平気で傷つけるような子じゃなかった」

　エルザの言葉に、ニコラはヘラのうつろな瞳ひとみを思い出す。

「だけどね、シエヌ姉さんは昔から、厳しかったわ。自分が一番年上だったというのもあるだろうけど、私たち妹二人を外典の一族にふさわしい外典にするために厳しく鍛えようとしたの」

「そういう話なら、なんとなくわかる。俺も親父おやじにしごかれたからな」

　自分が幼い頃ころのことをニコラは思い出す。厳しい特訓で何度も泣いた。それでも妹のリディアを助けるためだと思って、なんとか乗り切ることができた。

「私と比べても、ヘラは幼かったし、泣き虫だった。だから、私はできるだけヘラをかばうようにしていたの。シエヌ姉さんの厳しさにヘラはついていけなかった」

　エルザは遠い目をする。

　まだヘラがエルザのことを慕っていた頃の記憶だ。

　シエヌの教えが厳しければ厳しいだけ、ヘラはエルザを頼った。

「ヘラは言ってたわ。『エルザお姉ちゃん、ずっとヘラのそばにいてね』って。あの頃は臆おく病びようで、一人じゃどこにも行けない子だったわ」

　その頃のことを思い出したのか、エルザの顔も穏やかだった。

「私はヘラをシエヌ姉さんから守るためにも、できるだけあの子のそばにいるよう心がけたわ。だけど、私はどうしても家を一週間ほど離れないといけないことになったの」

　エルザの声のトーンが、低くなった。

「何があったんだ……」

　ニコラもエルザの声に釣られるように表情を硬くする。

「外典の神を継承する最後の儀式のために、家を離れないといけなかったの。その修行は天境国でも一番高い山にこもらないといけなかったから」

　エルザの声がだんだんと小さなものになる。

「私はヘラにしばらく家を離れることを伝えられなかったの」

　しぼりだすようにエルザは言った。

「言えば、ヘラが悲しむのはわかっていたし、言い出すタイミングもなくしてしまった。そうするうちに出発の日が来てしまったの」

　ニコラはエルザのほうに顔を向けた。木の陰になってよく見えなかったが、悔いを感じているのがなんとなくわかった。

「出発の前日、ヘラはね、私のベッドに入ってきたの。どうしたの？　最近は一人で眠れるんじゃなかったの？　私はそう聞いたわ。そしたらヘラは──」




　──お姉ちゃん、ずっとヘラのそばにいてね。




　エルザに嬉うれしそうに言ったのだという。

「その時に、どうして本当のことが言えなかったのかしら……」

　エルザの声は自分を強く責めていた。

　ニコラは視線を地面に落とした。

　妹をカクトゥスとの国境付近で見失ったニコラにとっては、決して他人事ではない。

「一週間の修行を終えて、私は家に帰ったわ。一人前の外典になったら、黙って出発した理由を話せば妹も私のことを祝ってくれるんじゃないか、許してくれるんじゃないかって気持ちもあったわ。だけど……甘かった」

　エルザは寂しげに言葉を続ける。

「ヘラは変わっていたわ。今みたいな子になってた。一人でシエヌ姉さんに厳しく神術を教えられて、体も傷だらけになってた……。だけど、心はもっと傷だらけだった……」

　一週間という期間は幼いヘラには、永遠のように感じる時間だったのかもしれない。

「黙っていてごめんと言ったわ。でも、私を見ても、ヘラは人形のように表情を変えなかった。笑いもしなければ、怒った顔にすらならなかった。そして、こう言ったの」




　──裏切り者のお姉ちゃん……。




　エルザはその時のヘラの顔を思い出していた。期待も何も抱いていないような表情。

　ほかの誰だれかを頼って裏切られるのなら、最初から自分一人でいい。

　ヘラはそう考えて生きていくことを決めた。それを今も守っている。

　ニコラも何も言えなかった。

　エルザに悪意がなかったと弁護はできる。けれども、それでヘラが傷を負ったことがなかったことになるわけではない。

「それ以来、ヘラは誰も信じなくなったし、誰かと一緒に過ごそうとしなくなったわ。そして、自分を裏切る人間を決して許さなくなった」

「フランが蜂はちに刺されたのも…………」

　ヘラにとってフランの行動は絶対に認められないことだったのだろう。

　自分を裏切る人間は、自分を不幸にする人間になると経験したからだ。

「話はこれで以上よ」

　ニコラがエルザに目をやると、もう悲しげな表情はエルザから消えていた。

「妹をあんな性格にしたのは私のせいよ。だからこそ、妹の心をもう一度開くのも私の責任」

　エルザの顔は森の前を見据えていた。

「そういうことなら、俺も協力するぞ。俺も妹のことで苦労してるから、少しはエルザのつらさがわかる」

　エルザの前向きな言葉にニコラの表情もやわらぐ。

「そのためには、まずはヘラたちに勝たないとね」

「ああ、当然だ」

　過去の悲しみは消えないが、未来をよりよくするために何かをすることはできる。




　道が暗いので、目印の川を見落とさないように気をつけた。

　一箇所、木が何本も不自然に倒れているところがあった。シャンファとハンナが争ったところだ。その横を川が流れていた。

　その川に沿って遡そ上じようしていくと、蜂がしきりに飛び交っていた。

　それも飛び方が異常だった。すべての蜂が同じように小さく地面と水平方向に行ったり来たりしている。

　まるで、蜂たちが一つの舞踏を行っているようだった。

「これまでに見た蜂と比べると動きが不自然だな」

「おそらく、ヘラが何か神術を使おうとしているせいね。その神術に力を費やしてるから、蜂の統御ができていないのだと思うわ」

「蜂への命令がおかしくなってるってわけか。だけど、フランを刺したような蜂はヘラの命令で動いてたぞ」

　あの時、ヘラは一匹の蜂の姿を分身に変えて、アチェロの使徒シビリエたちに話しかけてきさえした。

「重要な蜂だけは別系統の命令で動かしていたんでしょう。でも、一般の蜂の制御は諦あきらめてるみたい。どうやら、大がかりな術にとりかかっているようね」

「早くヘラのいる場所にたどりつかないとな。かなり近づいてるみたいだけど」

「どうしてわかるの？」

　不思議そうにエルザが尋ねた。

「感覚でわかる。すごく禍まが々まがしいものに近づいてるって空気が体に伝わってくる」

　悪あしきものに接近する本能的な恐怖までは捨て去ることができない。

　そして、禍々しさはだんだんと強くなっている。

「お前の姉に会った時と感覚が似てる」

「同じ血が流れているからね。私の時はどうだったのかしら？」

　ニコラを試すような目でエルザは微笑ほほえむ。

「お前が一番マシだったよ」

「お褒めの言葉と受け取っておくわ」

　エルザがくすくすと笑い──優雅に長剣を抜いた。

「さあ、着いたみたい」

　木々の間を越えていくと、突然視界が開ける場所があった。

　そこにライネルが立っていた。

　これまでと何も変わらない、両手に篭こ手てをはめただけの格好だ。

　その目がニコラのほうを一いち瞥べつする。

「来たか……」

　ライネルが言葉少なに言った。

　しかし、彼から禍々しい空気が発せられているわけではない。

「フラゴラの使徒シビリエ筆頭さん、そちらの外典を呼んでいただけないかしら。でないとはじめられないわ」

「──待ってたよ」

　どこからともなく、声がした。

　耳元でささやかれたようにも、遠く離れた音が風に乗って聞こえてきたようにも感じられる、奇妙な声。

　その場に直方体の黒い箱のようなものが現れた。

　箱──と言っても、完全な漆黒なので質感はよくわからない。むしろ、四角い穴がそこに生まれたようにも見える。

「この中にヘラは入っているのよ」

「これって、何なんだ？」

「一言で言えば『闇やみ』そのものよ。蜂はちの王と言われる外典の神ハルシュメイユの神術」

「これがお前の言ってた闇か……」

「私も詳しくは知らないけれど……」

　その箱のようなものの中から、ゆっくりとヘラは姿を現した。

「…………ハルシュメイユは闇の中に巣を作る神様。ヘラをひとりぼっちにしてくれる神様」

　ヘラはぼそぼそとくぐもった声でしゃべる。

　格好は相変わらずの人形のようなもので、とても戦いをひかえた神しん術じゆつ師しには見えない。まして、外典アポクリフアという特別な力を持つ存在などとは思えない、小柄な少女だ。

　しかし、その体から、おどろおどろしい空気が発せられている。

「やっと、出てきたわね。決着をつけましょう」

　エルザは長剣をゆっくりと体の前で構える。

　目には決意に満ちた、強い光が宿っている。

「…………負けるのはエルザお姉ちゃん」

「あなたの望みどおりにはいかないと思うわ」

「…………裏切り者のエルザお姉ちゃん」

　ヘラの顔がかすかに暗く沈んだように見えた。

　エルザの表情も歪ゆがむ。

「わかったわ。裏切りの報いは私が支払ってあげる。ただし、私の敗北以外の方法でね」

「…………お姉ちゃんは許さない」

　ヘラの周囲の闇やみが一段と濃くなっていく。

「…………ヘラを裏切った人はみんな死んじゃえ」

　ヘラが冷たい声で言った。

「アチェロの使徒シビリエ筆頭よ、こちらもはじめるとしよう」

　ライネルがニコラの目を射い貫ぬくように見た。

「ああ、今度はさっきみたいにはいかないからな」

　ニコラもその視線に不敵なぐらいの目で応こたえる。

　一度敗れた相手というためらいはどこにもない。

「フラゴラ使徒筆頭、ライネル・ソラレス」

　ライネルは篭こ手てをつけた拳こぶしを顔の高さまで上げる。

「アチェロ使徒筆頭、ニコラ・フォン・リッター」

　ニコラも剣を抜いて、ライネルに向ける。

　互いに一対一の決闘らしくみずからの名のりをあげる。

「では────参る！」

　ニコラとライネルが同時に跳んだ。

　それを合図にしたように、エルザとヘラも動いた。

　ニコラはライネルとの距離を縮める。

　これまでニコラはライネルに先に詰められていた。今度は自分からも主導権をとりにいく。

　一気にファルシオンをライネルに突きつける。

　ライネルは風の神術の力もあってか、事もなげに、それをかわす。

　一方で拳こぶしに風をまとわせ、反撃を試みるが──

「むっ！」

　ニコラの剣から雷撃が飛んだ。

　ライネルはすぐに攻撃をやめて距離をとった。

「さっきは神術すら使わせてもらえなかったからな。今度は神しん術じゆつ師しとして戦わせてもらう」

　大技は必要ない。

　ニコラが一発でもまともにライネルに攻撃をくわえることができれば、そこで決着はつく。仮に一撃で決められなくても、即座に二発目、三発目の攻撃を叩たたきこめるからだ。

　ただし、一発でかまわないのは、ライネルにとっても同じことだ。

「先ほどより、動きがよくなったな」

「上から目線で褒めるなよ。勝つのは俺だ」

　再び、ニコラは跳んだ。さらに頭では神術の暗唱を開始する。

　しかし、ライネルも漫然と待っているわけではない。

　ライネルの足元につむじ風が起こる。

「〈旋せん風ぷう馴じゆん致ち〉！」













　音よりも速いような速度でライネルがニコラに突進する。

　ニコラの神術の暗唱が止まる。意識をすべてライネルに向けるしかない。

　剣でライネルの殴打を止めたが──

　剣ごとニコラは大きく後ろに押されていく。靴が地面と摩擦を起こす音がする。

　神術で加速したライネルの勢いを止めきれないのだ。

「くそっ！」

　足をとられて転倒しそうだったが、どうにかこらえる。

　ここで無様に転べば、そこを風をまとって刃のようになったライネルの拳こぶしで殴られる。

　攻撃を畳み掛けられたら、防ぎきれない。

　ニコラの重心が後ろに下がっている。これでは攻めに転じることもできそうにない。

　だが──ライネルは攻めを中断し、後ろに下がった。

「仕切りなおしたこと、きっと後悔するぜ」

　ニコラはすぐに二重暗唱と神しん格かく観かん想そうを行う。

　再び、ライネルはニコラに向けて跳ぶ。

　ニコラもすぐに敵への間合いを詰める。

　戦闘は一進一退を繰り返していた。




　一方、エルザとヘラは──どちらもすぐに攻撃に出ることはなかった。

　とくにヘラは戦う気がないのかというほどに、一見無防備だ。

「隙すきはいくらでもあるんだけど……」

　エルザは厄介なものを見る目で、距離のとり方を測りかねている。

　どこからでも攻められそうなだけ、罠わなのようでかえって気味が悪い。

　実家の頃ころを知っているとはいえ、神術も把握しきれてはいない。

　エルザが近づくと、ヘラは離れる。距離はほぼ一定に保たれている。

　だが、エルザにはその距離感がおかしくなるような気がした。

　ヘラに接近したような気になったかと思うと、遠く離れすぎたようにも思える。

　それだけではなく、体すら傾いているような錯覚が起きる。

　戦闘がはじまる前からエルザは追い詰められているような不安感を覚えている。

「……どうして何もしてこないのよ」

「…………」

　ヘラは何も答えない。

　話を聞いていないのか、答える気がないのかどちらかわからなかった。

「もういいわ！　先手必勝で焼き尽くしてあげるから！」

　エルザは名もなき黒い蠍サソリの神の神術を唱えはじめる。

「調ちよう伏ぶく乃の炎えん熱ねつ我を、千せん虐ぎやく乃の罪ざい人にん仁に、一いち億おく八はつ千せん万まん乃の毛け穴あな仁に迄まで流なが志し入い礼れ与よ！」

　一方、ヘラも外典アポクリフアの神術を詠唱する。

「…………漉こ佐さ礼れ汰た闇やみ者は、塗ぬ利り重かさ祢ね良ら礼れ、塗ぬ利り重かさ祢ね良ら礼れ、我わ可が身み我を守まも流る」

　ヘラの身を黒い闇やみの色をした布のようなものが包む。

　そこに黒い炎がぶつかるが、炎は闇の中に吸いこまれてしまう。

「…………無意味だよ」

　小さな声でヘラが言う。

「〈黒い蠍スコルピオ〉、〈黒い蠍スコルピオ〉、〈黒い蠍スコルピオ〉！」

　エルザは立て続けに炎の神術を唱える。

　ヘラの神術は防御用のものでしかないはずだ。

　それなら、自分の神術の力が防御を上回れば突破口はあるはずだった。

　しかし──

　炎はヘラに当たることもなく、あさっての方向に飛んでいき、木々を焼いただけだった。

　ヘラが動いた形跡はない。両足をつけて、その場に突っ立っているだけだ。

「当たりもしないとはね」

　エルザの顔に焦りの色が浮かぶ。

　敵に攻撃を防がれるならともかく、自分の攻撃が当たりもしないというのは問題外だ。

「私の知らない神術を使っているみたいね……」

　エルザは神術の使用を一度止めた。

　攻撃を外し続けると、体力を必要以上に浪費してしまう。

「…………もうおしまい？」

　ヘラの前にまた、人の顔ほどの大きさをした闇が現れる。

　その闇の中にヘラは右手を入れる。

　その手に握られていたものは、一メートルはあるような巨大な黒い蜂はちの翅はねだった。

「蜂の王ハルシュメイユなの……？」

　エルザが名もなき蠍サソリの神を使えるように、ヘラはハルシュメイユという外典アポクリフアの神格を使うことができる。

　エルザもその姿をはっきりと見たことはないが、蜂の王として外典の中では記述されている。闇に住まい、この世界に現れる時には周囲を自身の故郷と同じ闇に染めるという。

「闇に巣を作りし者という意味だったかしら……？」

　外典使いデイナイアルにとって、使役する外典の神はその力の源であり、重大な機密だ。ましてヘラはエルザを嫌っていたから、ハルシュメイユの姿を見せたことはなかった。

　緊張と恐怖が走る。

「…………違うよ。こんなのは、ただの時間稼ぎに作った蜂」

　黒い蜂はちがエルザに飛びかかる。

　炎の神術で焼き殺せるかはわからない。

　エルザは蜂から離れようと地面を蹴けった。

　だが──なぜか体はエルザの意図した方向とは違う向きに跳んでいた。

「えっ!?」

　致命的なミスをしたことにエルザも気づいた。

　蜂はまっすぐエルザの顔のほうに迫ってくる。

「〈黒い蠍スコルピオ〉！」

　思わず目をつぶって、エルザは神術を放った。

　目を開けると、炎を浴びた蜂が闇やみの中に体を溶かして消滅していくところだった。

「なんとか助かったわね……」

　エルザの神術の威力自体は弱まっていない。

　そして、至近距離に来た敵には神術ははずれることなく、命中した。

　エルザは何か手がかりがつかめたような気がした。

「私が移動する時の方向感覚を乱しているの……？」

　ヘラがまた蜂を呼び出し、エルザを襲わせる。

　エルザはその場に立ち止まり、ぎりぎりまで引きつけたところで炎の神術を撃つ。

　炎ははずれることもなく、蜂を焼き殺した。

「…………つまんない」

　ヘラは蜂の攻撃が続けて失敗したことが不満のようだ。

　エルザの心に余裕が生まれてきた。

　しかし、戦闘がはじまった時に感じた得体の知れない不安のようなものは消えない。

（心理的なものじゃないわ。攻撃がはずれていたのも同じ理由だとしたら……）

　エルザの脳内に一つ、仮説が浮かんだ。

「ヘラ、あなた、この空間全体を歪ゆがめる神術をかけたの？」

　エルザはヘラに問いただす。

「そのせいで、私の炎がおかしな方向に飛んだりしたのね」

「…………副作用だから」

　ぼそりと、ヘラは面倒そうにつぶやいた。

「副作用？」

「…………ハルシュメイユを呼び出そうとするとね、いろんなものの感覚がおかしくなるの。エルザお姉ちゃんの方向感覚も変になったはず」

「やけにあっさりと理由を教えてくれるのね……」

　エルザはヘラをいぶかしそうに見つめた。

「…………だって、ハルシュメイユを呼んだら、もうヘラが勝つから」

　皮肉でもなんでもないことのようにヘラは言う。

「…………今からハルシュメイユを呼び出すよ」

　ヘラはエルザの顔を見るのが嫌だというように、視線を地面に落とした。

　いつのまにか、地面も夜の闇やみとは異なる闇で黒く染められている。

　自分の足を確かめることもできないほどの黒さだ。

「あなたも暗唱で神を呼ぶのね。人間の口では呪じゆ文もんが発音できないから」

「…………違うよ。ハルシュメイユは詠唱でも呼べる。でも、外典の神様は力が強すぎるから、暗唱で力を抑えないといけないの」

　かすかにヘラの顔に笑みが浮かぶ。

　その笑みは明らかに嘲ちよう笑しようだ。

「…………これでエルザお姉ちゃんは死んじゃうね」

「いい加減にしなさいよ」

　エルザはヘラをにらみつける。

「わかったわ。私の蠍サソリの神と、あなたの神、どちらが強いか確かめてあげるわ！」

　すでに暗唱は完了していた。エルザは名もなき蠍の神を呼び出す。

　エルザの目の前に黒い炎が上がる。

　そして、その炎はだんだんと蠍の形をとる。

「ヘラ、あなたをもう一度やさしい女の子に戻してあげる」

「…………余計なお世話」

　ヘラはむっとして、頬ほおをふくらませた。

「あなたの神と蠍の神、どちらが強いかしらね」

　周囲の空気の温度はその蠍の神のせいで急激に上昇していた。

「…………ヘラもハルシュメイユを呼び出すから」

　闇の中の見えない神に応じるように、ヘラは小さくうなずく。

「…………出てきて」

　闇から、エルザたちが使っていたコテージほどもあるような大きさの蜂はちが姿を現した。

　その体からは人のような手が生えており、さらに全身から黒い闇が煙のように流れている。その目は何を考えているか、まったく読み取ることができない。

「…………ハルシュメイユ、あの蠍とエルザお姉ちゃんをやっつけて」

　蜂の王は値踏みするようにヘラを見ている。

　ヘラに従うか迷っているようだった。

「…………ハルシュメイユ、言うことを聞いて」

　ヘラはハルシュメイユを見上げ、教え諭すように言った。

　ハルシュメイユもヘラの言葉を理解したのか、エルザにその体を向けた。

「あなた、完全にはその神様を支配できていないみたいね」

　エルザから見ると、ハルシュメイユはしぶしぶヘラに従っているように見えた。神の力に対して、術者であるヘラの力が不十分なのかもしれない。

「…………すぐにエルザお姉ちゃんを倒しちゃうから大丈夫」

　エルザも覚悟を決めて、蠍サソリの神を見つめた。

「あなたにかかっているわよ。もちろん、力はすべて注ぎこむからね」

　エルザの声を受けた蠍の神は炎を巻き上げて、ハルシュメイユに突撃する。

　炎がハルシュメイユの体に触れた。

　ゴオオォォォォヲヲヲヲヲオォォォッッッ！

　その途端、轟ごう音おんとともにハルシュメイユの体を炎が包んだ。

　苦痛のような叫び声をハルシュメイユはあげた。

　だが、ハルシュメイユは黒い炎で体を焼かれたまま、平然とその手で蠍の神の炎の体をつかんだ。

「…………その蠍も闇やみの中に溶かしちゃえ」

　ヘラがそう告げると、ハルシュメイユは蠍の神の体を、闇でできた自身の胸に押しこもうとする。

「この炎でも無事だなんて！」

　エルザが驚きよう愕がくの声をあげた。

「…………ハルシュメイユはどんなものでも自分の闇の中に入れちゃうの。そして、自分の力にできる」

　ハルシュメイユの体がひとまわりふくらんだ。その体もさらに濃く、深い闇に変わっているように見える。

　ヘラは表情のない、うつろな目でエルザを見て言った。

「…………エルザお姉ちゃんも、もうすぐ闇の中だよ」




　ニコラとライネルの戦いは膠こう着ちやくしていた。

　ニコラの側に絶体絶命の危機は何度かあった。剣が空を切り、体に隙すきができた時もあった。

　しかし、その都度、ライネルは踏みこむのをとどまって、距離を置いた。

　もし、敵の攻撃を受ければ一撃で致命傷になりかねない。決定的な好機が来るまで、踏みこまないという作戦もありうる。

　だが、どちらかといえば、踏みこめないと言ったほうが正しい。ニコラ、ライネル双方の精度が落ちていた。

「その様子だと、限界のようだな」

　一度ニコラから離れたライネルが言う。

「あんただって、調子は落ちてるみたいだぞ」

　息が上がるのを押し殺すようにして、ニコラは笑った。

「お前もヘラの蜂はちの影響で感覚が変になってるだろ」

「勘は鋭いようだな」

　ハルシュメイユと蠍サソリの神の攻防が横目に映った。

「とっととお前を片付けて、ヘラの加勢に入る。あの蜂が出たまま、勝負を長引かせたくはないからな」

「どういうことだ？」

　どこか不穏な物言いだった。

「外典の神を支配するのは多大な精神力を使うそうだ。長く出したままにしておけば、術者の命令を無視することもありうる」

　ライネルの言葉はハルシュメイユがヘラを襲う場合があることを暗示していた。

「ヘラの身を案じてるのか」

「ヘラが死ねば、フラゴラの負けだ」

　フラゴラの使徒シビリエ筆頭は平然とそう言い放った。

「海賊のくせに国が大事なんだな」

　皮肉をこめてニコラは言った。

「外典の命より国の命運のほうが重い。このフラゴラの海で育った男として、こんなところで屈するわけにはいかん」

　当たり前と考えていることを、ライネルは口にする。

「それならお前は俺には勝てないな」

「貴様、何が言いたい……？」

　ニコラはライネルに挑戦的な笑みを向けた。

「俺は国も、仲間も共に守ってみせる」

　それはニコラの決意表明だ。

「仲間と国とどっちが重いかなんて気にすることないだろ。両方、守ってやればいいんだ。俺はアチェロもフランも救ってやる」

「お前は甘すぎる」

　ライネルは不愉快そうな視線をニコラに向ける。

「ニコラ・フォン・リッター、お前のような男は、どちらも選べずに死ぬ」

「それなら、お前も同じだろ？　お前だって非情になりきれてない」

　脳内で二重暗唱を行いながら、ニコラは言葉を紡ぐ。

　顔には自然と笑みが浮かぶ。

「どういうことだ？」

　はっきりとした怒りがライネルの顔に表れる。

「ライネル、国の命運を優先するなら、どうして俺にこの場所を教えてくれたんだ？」

　ライネルは不快そうに顔をしかめた。

「お前は、早く戦いを終結させて、フランの命が助かる可能性を少しでも増やしたかったんだろ？　一度は仲間だったフランを助けたいって思ったんだろ!?」

　ニコラはライネルに説得でもするように叫んだ。

「お前だって、同類なんだよ。同じ条件なら、俺はお前に勝てる！」

　ライネルは顔を歪ゆがめて、視線をニコラから一度そらした。

「もういい。これで決めてやる」

　ライネルは足元につむじ風を起こし、両手を──いや、全身を竜巻で覆った。

「〈千せん刃じん旋せん風ぷう〉！」

　ライネルはニコラ目がけて、突撃した。

　これまでのライネルの攻撃よりも速い。

　瞬時にニコラとの距離が詰まる。

　ニコラは左手で、剣の柄つかのすぐ上の刃を握り締めた。

「くっ！」

　痛みで思わず、声が漏れた。

　当然、肉は切れ、指からも血が流れる。

　剣の切っ先は、腕に沿って、ニコラのほうを向く。ライネルに切りつけることさえ不可能だ。

　ライネルがニコラに接近する。

　ニコラは左腕をライネルの側に向け──

　ライネルを待った。

「来いっ！」

　ライネルが風で包まれた篭こ手てでニコラに殴打を振るう。

　その一撃を、ニコラは左腕に添えた剣の刃でない面で受け止めた。

「くっ……！」

　ニコラは歯を食いしばって、必死に耐える。

　足は踏ん張っているはずなのに、そこから数メートルも押されていた。

　少しでもバランスを崩せば、そこを攻撃される。

「うおおおおぉぉぉぉぉっっっっ！！！！！」

　全力で自身の剣を握り締めて、ニコラはライネルの旋風と拳こぶしの衝撃を防ぐ。

　不意に、何かがきしむような小さな音がニコラの頭に聞こえた。

　ライネルの攻撃に屈したファルシオンが真ん中から折れて、上半分が宙を舞った。

　ニコラの身をずっと守ってきた大剣が、その役目を終えた。

　──だが、ライネルに押されていたニコラの足はそこで止まる。

　剣は壊れたが、ニコラはそのライネルの攻撃を耐えきった。

　足が静止した瞬間、ニコラはライネルの目を見て笑った。

「しのぎきったぜ……。俺の目の前まで引きつけてな」

　そのニコラの表情を見て、ライネルの顔に苦く悶もんの色が浮かぶ。

「し、しまった……」

　ニコラの口元に笑みがこぼれた。

「吹き飛べっっっっっ！　〈戟雷霆ゲキライテイ〉！」

　折れたファルシオンに雷光をまとわせて、全身全霊の力でライネルに突きつける。

　至近距離なので、回避は不可能。

　剣が折れている以上、刺突の威力は落ちるが──

　──使徒シビリエを一撃で倒すには、十分すぎる力だ。

　ライネルも抗あらがうこともできず吹き飛ばされ、近くの木に叩たたきつけられた。

「剣が折れて、幸運だったな。串刺しにはならなかっただろ？」

「俺を引きつけるのが……狙ねらいだったのか……!?」

　うずくまったまま、ライネルが苦しそうにうめいた。

「あんたは何度もチャンスを与えてはくれないだろうからな。絶対に神術をはずさない至近距離まで引きつけた。剣を腕に密着させれば、バランスも崩されないだろ」

　ニコラは真ん中から折れたファルシオンに目をやった。

　その剣が自分の身代わりになって折れたようにニコラには見えた。

「こうでもしないと、また暗唱どころじゃなくなるからな」

　目前でライネルの攻撃を食い止めて、即座に反撃に出ることに賭かけた。

　ライネルを眼前で食い止めれば、勝機はあるとニコラは考えていた。

　賭けには、成功した。

　わずかに、ライネルは笑みを浮かべる。

「お前の勝ちだ……」

　そして、ライネルは意識を失った。

「ああ、いい勝負だったぜ……」

　ニコラも肩で息をしながら言った。ニコラのほうも満まん身しん創そう痍いだ。

「こっちのほうは終わったぜ……」

　ニコラはエルザとヘラの戦闘に目をやった。




　ハルシュメイユは蠍サソリの神を自身の闇やみの中に取り入れようとしていた。

「…………名前もない神様なんて、たいしたことないね」

　蠍の神がなす術すべなく消えていこうとするのを、ヘラは無感動な顔で見ていた。

「ヴヲヲヲヲヲッッッ！！！」

　身に突き刺さるような咆ほう哮こうを蠍の神があげた。

　蠍の神はその体の黒い炎を燃え上がらせて、その二本のハサミでハルシュメイユを押し返す。そして、すっぽりと入りかけていた頭を闇の中から一度引き抜いた。

「そんなに簡単にはやらせないわよ……」

　エルザは蠍の神の力を強める神術を唱えていた。

　しかし、一度は体を闇の外に出した蠍の神は、再び近づいてきた巨大なハルシュメイユの複数の手につかまれ、その闇の中に引きずりこまれそうになる。

「異い界かい乃の炎えん熱ねつ仁に薪たきぎ我を与あた衣え無ん！」

　エルザが力を注ぎこむ神術を追加で唱えた。

　その援護を受けて、かろうじて蠍の神はハルシュメイユの手を引き離した。

　その力に限界が来た途端、蠍の神は敗れ去る。

　ヘラはまだ涼しい顔をしている。神同士の実力の差は明らかだ。

「…………絶望してよ、お姉ちゃん」

　光すらも宿していない目でヘラはつぶやく。

「…………ヘラ、シエヌお姉ちゃんに殺されかけたから、ヘラが隠れる闇をくれるこの神様にしたの」

　エルザの額から汗が流れる。蠍の神を守るのが精一杯だった。

　蠍の神を包む炎も弱まっているように見える。

「蠍の神がこれで吸いこまれたらどうなるのかしら……。神術で呼び出してるんだから、存在自体が消えることはないはずだけど……」

　エルザは、余計なことを考えるのをやめた。

　どうせ、蠍の神がやられては、ハルシュメイユに勝てるとは思えない。

　ハルシュメイユの攻勢を耐えしのぐ以外の方法が浮かばない。

「…………どうして諦あきらめないの？」

　不思議そうにヘラがエルザに問いかけた。

　ハルシュメイユを維持しているせいか、ヘラはじっと立っているだけだ。

「ここで、あなたに負けたら……ひとりぼっちが正しいってことになっちゃうでしょ……」

　今のヘラの力は、ヘラが孤独になったことで手に入れたものだ。

「そんなの、あんまりじゃない……。だから、私はあなたの姉として、否定するの……」

「…………余計なお世話だよ。お姉ちゃんは、ヘラにやられるの」

　ヘラはむっとした目でエルザをにらんでいる。

　また、ハルシュメイユの手で、蠍サソリの神が引きずりこまれそうになる。

　すでに体の半分近くがハルシュメイユの内側に入っていた。

「残念だけど、私の神様は限界みたいね……」

　エルザの言葉まで弱気なものが混ざりだしたその時──

「エルザ、加勢するぜ」

　ニコラが折れた剣を手にしたまま、エルザのそばに駆けつけた。

「どうにかライネルは倒したぞ」

　ニコラの声はまだ張りがある。

「加勢ありがと。剣が折れてなければ、様にもなったんだけどね」

　エルザも軽口を交えて笑い返す。

「いないよりはいいだろ。まだ少しぐらいならやれる」

　ニコラもエルザに笑みを向けた。

　そのニコラを見て、ヘラは嫌そうな顔をした。

「…………お姉ちゃんの味方するんだ」

　誰だれにも聞こえない声で、不安そうにヘラは独白した。

「…………ひとりぼっちでも……平気だもん」

　ヘラの心に焦りが生じる。

　傷だらけの仲間が一人増えただけなのに、エルザの顔が生き生きとしているように見えた。勝ち目などないはずなのに。

「…………どうして来るの？」

　ヘラはまったく理解ができない。

「…………おかしいよ！　死んじゃうんだよ！」

　それがヘラの集中力をかき乱した。

「…………もう、いいよ！　みんな呑のみこんじゃえ！」

　ハルシュメイユは自分の体に蠍の神をとりこもうとするのをやめ、思い切り地面に叩たたきつけた。

　その手で蠍の神の頭をつかんで、地面に打ちつけるたびに爆音がする。

　蠍の神の動きが止まったところで、ようやく、ハルシュメイユは手を離した。

　ニコラとエルザはヘラが仕掛けてきたのだと思い、身構えた。

「あの蜂はちの行動が変わったな……」

　ニコラは雷撃の神術の暗唱を開始する。

「闇やみに吸いこむ代わりに、俺たちをここで叩きつぶす気か？」

「ううん……どうやら違うみたい」

　ハルシュメイユは体の向きをヘラのほうに向けた。

　そして、口をヘラに近づけていく。

　ハルシュメイユの目だけが青白く光っていた。

「…………え？　ヘラは食べられな……」

　ヘラの集中力が切れて、ハルシュメイユを使役することができなくなったのだ。

　それをヘラが止めるには精神を落ち着けるしかないが──

「…………た、助けて。怖いよ……」

　ヘラは余計にパニックになってしまう。

　ハルシュメイユの姿が姉のシエヌと重なる。

　だが、自分を助けに来る人はいないのだ。

　あの時、助けに来てと願ったエルザと、自分は戦っているのだから。

「…………闇やみに隠れなきゃ！　闇やみ乃の花はな天で染そ面め上あ計げ多た絹きぬ我を纏まと以い闇やみ乃の彼方かなた仁に……」

　ヘラが神術を使おうとするが、何の効果も生まれない。

　それはハルシュメイユが力の源である神術だからだ。ハルシュメイユがヘラに背いている状況では力も使えない。

「…………た、食べられたくないよ！　嫌だよ……」

　ヘラはハルシュメイユに背中を見せて、森のほうへと走っていく。

　ハルシュメイユがヘラをとりこもうと動き出す。

　巨大な黒い影がヘラにかかる。

「完全にコントロールを失ってるわね……」

　戦況の変化をエルザも立ち尽くして見ていた。

「妹を助けに行ってやれよ」

　そのエルザの背中をニコラはゆっくりと押した。

「で、でも……ヘラは敵で……」

「妹が大切なんだろ？」

　エルザはニコラの顔を確かめるように見つめた。

「俺も援護する」

　ニコラの目を見て、エルザは小さくうなずく。

「……わかったわ！」

　エルザはヘラのもとへと駆ける。

　だが、その間にもハルシュメイユはヘラに近づいていく。

　そのハルシュメイユの体にニコラの雷撃が撃ちこまれた。

　ハルシュメイユの意識がわずかにそちらに移った間に──

　エルザはヘラの腕をとった。

「こっちよ、ヘラ」

　エルザはそのままヘラと一緒に走る。

「…………エ、エルザお姉ちゃん？」

　何が起こったかわからないまま、ヘラは尋ねる。

「…………どうして、ヘラじゃなくて、あっちを狙ねらったの？」

　ヘラがいなくなれば、フラゴラは敗れ、アチェロが勝者となるのに。

　意味がわからない。

　エルザはパッサート家の後継者争いに敗れてもいいのだろうか？

「怖かったよね、ヘラ」

　ハルシュメイユから逃げながら、エルザはつぶやいた。

　涙をこらえるような顔で。

「ヘラが、苦しんでるのはお姉ちゃんのせいだから」

　原因は自分にあるのだ──そうエルザは考えている。

　一本の木の後ろで足を止めると、エルザはヘラを抱きしめた。

　そうしないといけない。責任があるから。

「…………えっ？」

　ヘラの口から驚いたような、小さな声が漏れた。

「怖くなんてないから」

　エルザはヘラを抱く力を強めた。

「ヘラはひとりぼっちじゃない」

　祈るようにエルザは言った。

「…………ヘラは敵なんだよ？」

　エルザはゆっくりと首を横に振った。

「今度こそ、守ってあげるね」

　二人の背後からハルシュメイユが忍び寄るように近づいてくる。

「…………お姉ちゃん、ヘラから離れて！」

　ヘラの体を恐怖心が駆け抜けた。

「…………お姉ちゃんも……ヘラと一緒に殺されちゃうよ！」

　無意識のうちにヘラは姉を気づかう言葉を叫んでいた。

　自分のことを姉が守って死ぬ必要はない。

　ヘラはエルザから顔を離そうとする。

　その時、エルザと目が合った。

「違うわよ、一緒に帰るの」

　その顔は、まだヘラがエルザを慕っていた頃ころの、頼もしい姉の表情だった。

「ヘラの心が落ち着いたら、また蜂はちはコントロールできるんでしょ？」

「…………そ、そうだけど……」

　その言葉に間違いはない。

　しかし、ヘラはそんなことはできないと思った。

　一度、暴れたハルシュメイユが呼び出した術者の命令を聞くとは思えない。

　自分の力では、どうすることもできないのだ。

　あの時と同じだ。

　エルザが急にいなくなったあの時と同じなのだ。

「ヘラ、大丈夫よ」

　不安と恐怖でこの場から逃げ出しそうになるヘラをエルザが離さなかった。

　ここにはたしかにエルザがいる。

　エルザはヘラを胸の内に包みこむ。

　小さなヘラはその胸にすっぽりと入る。

　だが、その二人に蜂の王は狙ねらいをつける。

　自分の闇やみの中に取りこんでしまおうとする。

　ハルシュメイユがその手を二人に伸ばした時──













　天上から一筋の雷がハルシュメイユの黒い体にぶつかる。

「それ以上は近づくなよ」

　右手を突き出しながら、ニコラは言う。

　聖せい遺い物ぶつである剣が折れたせいで威力も十分ではないが、ハルシュメイユの気を散らすぐらいのことはできる。

　耐えきれば、道は開けると信じて。

　ハルシュメイユは攻撃を仕掛けてくるニコラに興味を示した。

「やっぱり化け物だな」

　状況は何も好転してはいない。それでも──

「勝つのは俺とエルザだ」

　ニコラは自分の国の外典アポクリフアを信じている。

　その外典がとった行動も含めて。

　この程度の危機でどうにかなるわけがない。

　それに、もう一人の助すけっ人とが現れた。

　倒れていた蠍サソリの神が再びハルシュメイユの前に立ちふさがった。

「この神様はエルザの味方だもんな」

「ヴヲヲヲヲヲッッッ！」

　地獄の底から響くような低い叫び声をあげて、蠍の神はハルシュメイユにぶつかっていく。

　その黒い炎がハルシュメイユの体に燃え移る。

　周囲に巨大な熱波が巻き起こっている。

　それでも、力だけならハルシュメイユのほうが、やはり上だ。

　蠍の神はハルシュメイユと触れ合っているところから溶かされているように見える。

「おい、もう少し頑張れよ！」

　ニコラも加勢して、雷撃をハルシュメイユに放つ。

　しかし、これだけでは本質的な解決にはならない。

「このままだと、蠍の神もヤバいんじゃないか……？」

　その間も休まずにニコラは雷撃をハルシュメイユに浴びせかける。

　後ろから雷撃を送っているニコラがうっとうしいと思ったのか、ハルシュメイユはまた蠍の神を押しのけて──ニコラに襲いかかる。

「これはまずいな……」

　ハルシュメイユの体が近づいてくる。

　ニコラの頭がハルシュメイユの体の中に入る。

　その途端、頭を鋭い爪つめでかきむしられるような激痛が走った。

　目を開けてみたが、その先に何があるのか、まったく見えなかった。

「これが闇やみの一部になるってことか……」

　闇に呑のみこまれた部分が、体から引き裂かれていくような痛み。

　その痛みの範囲がだんだんと首や肩にまで広がってゆく。

　苦痛で意識を失いそうになるのをニコラは必死でこらえた。

　しかし、ハルシュメイユの体はそこで止まった。

　止まったというより止められたというほうが近いかもしれない。

　ヘラが祈るように蜂はちの王を見つめている。

「…………止まって。…………止まって！」

　だが、ハルシュメイユはヘラの言葉を無視するように、ニコラを体に押しこむ。

　全身を槍やりで突き刺されたような痛みが襲う。

「うあぁぁぁぁっっっ！！！！！」

　このまま意識がなくなるのかとニコラが思ったその時──

「…………止まってっ！」

　ヘラの叫び声がニコラの耳にも届いた。

　ハルシュメイユはニコラを取りこむのをやめて、その体を引き抜いた。

「…………もういい。お疲れ様」

　ヘラとハルシュメイユは、じっと見つめ合う。

　ハルシュメイユは両者の力関係を視線だけで確認しているようだった。

「…………消えて」

　うつろな目がヘラを見据えている。

「…………帰って！」

　かすかにハルシュメイユは顔を縦に動かしたように見えた。

　ヘラにうなずいたようだった。

　ハルシュメイユは手近い闇を見つけると、その中に吸いこまれるように入っていく。

　そして、消えていった。

　周囲の闇も薄くなっていく。本来の森の中に夜の闇だけが残った。

「…………ヘラ、疲れちゃった」

　ハルシュメイユを戻すのに力をついやしたのか、ヘラはその場に座りこんだ。

　足を前に伸ばしているので、窓際に置かれた人形のように見える。

「…………おなかすいた」

　ヘラはエルザにねだるように上目づかいで言った。

「コテージに来たらいいわ」

　エルザがやさしく微笑ほほえむと、ヘラはこくりとうなずいた。

「…………ノドが渇いたから、お飲み物もちょうだい」

「はいはい」

　ヘラの無表情な顔にかすかに笑みが浮かぶ。

　倒れているライネルのほうをヘラは見た。もうフラゴラの側の使徒シビリエは一人も残っていない。

「…………フラゴラの負けでいいよ」






　　　　エピローグ








　ヘラが降伏を宣言した途端、ニコラは折れた剣の柄つかをつかんだまま、その場に座りこんだ。

　闇やみにわずかな時間呑のまれていただけで、全身が強い疲労感に覆われている。あの闇は人間の体力や精神力を奪うらしい。

「生き延びた……」

　いまだに生きているのが不思議なほどだ。

　コテージを出てから、かなり時間が経たっていた。月の位置からしても日が変わった頃ころだろうか。

　ニコラは、はあ、と気の抜けた息を吐ついた。

「勝って緊張の糸が切れたんだろうけど、まだやらないといけないことは残ってるわよ」

　エルザは立ったまま、いつもと変わらぬ口調でニコラを見下ろした。

　さらに重い症状の人間が残っているのだ。

「なあ、ヘラ、フランにかけた毒は治せるよな？」

「…………うん」

　ゆっくりとヘラはうなずいた。

「…………あれはハルシュメイユの神術。世界でヘラにしか治せない」

　変なところで、ヘラは胸を張っている。

「それじゃ、大急ぎでコテージまで行ってくれ。道は俺が案内する」

「…………わかった」

　ニコラのあとを、ヘラが追いかけてくる。

　てくてくと歩きながら。

「ちゃんと走ってくれよ！　人の命がかかってるんだ！」

「…………これが限界」

　ニコラは頭を抱えた。こんな速さでは夜明けまでにたどり着けない。

「仕方ないな」

　ヘラの前にニコラは背中を向けて中腰になる。

「ヘラ、俺の背中に乗れ」

「…………いいの？」

　どことなくヘラは申し訳なさそうにしている。

「いいから！」

「ニコラ、途中で倒れるんじゃない？」

　横から追いついたエルザが心配そうに話しかけてくる。

「武人はそこまでやわじゃない」

　ヘラがニコラの背中に乗る。

　思った以上に軽いので、これならコテージぐらいまで問題なく行けそうだ。

「よし、走るから、しっかりつかまってろよ！」

　そして、ヘラを連れて走り出した直後──

「あら、おんぶが流行しているみたいですねえ」

　間延びした声が前からした。

「その声は会長ですか!?」

　目の前の木々の間からイーリスが出てきた。

　その横からは、フランをおぶったトルマリーナが現れた。

「フラゴラの外典さんを連れてきてもらうまでに時間切れになったら大変だと思って、フランさんを連れてきたんですよう」

　トルマリーナが背中を見せると、うなされているフランの姿が見えた。

　息は荒いが──

　それは生きている証拠でもあった。

「フラン！　間に合った！」




　ヘラの神術によって、フランの解毒が行われた。

　地面の鉱物と闇やみを混ぜて作った毒であるらしい。

　フランを木にもたれさせると、ヘラは神術の呪じゆ文もんを唱える。

「…………結むす比び目め余よ、解ほど計け余よ」

　呪文自体はごく短いものだった。異端神しん暦れき語ごではあるが、発音だけならニコラでもできそうだ。

　ヘラは右手をフランの腫はれた腕に載せて、三回その呪文を繰り返した。それから、ゆっくりと手をどけた。

「…………すぐに元気にはならないけど、徐々に元に戻る……はずだよ」

　頼りなさそうにヘラが言う。

「本当に大丈夫なんだろうな……？」

　不安そうにニコラが確認した。

「…………わかんない」

「いつもは殺す側だし、不安だな……」

　まだ苦しげなところのあるフランをニコラは見守る。

　フランが薄目を開けた。

「あっ……僕は……」

「助かったんだよ、フラン！」

　ニコラはまだうつろな目のフランに抱きついた。

「や、やめてよ、ニコラ……恥ずかしいよ……」

　フランが顔を赤くして、うわずった声を漏らす。

「恥ずかしがることなんてないだろ！」

　ニコラは気分が高揚しているのか、ほかの人間の目も気にならないらしい。

「僕、ほら、その……女だから……」

　ニコラの胸に何かが当たる。

　何か、ではない。これはフランの胸だ。それも、かなりはっきりと二つのふくらみが当たっているのを感じる。

「わ、悪い……！」

　あわてて、ニコラはフランから離れた。

　ニコラもフランも顔を赤くしている。

「まるで初々しいカップルのようですねえ」

　茶化すようにイーリスが笑う。

「まったく。聖者が無茶するからよ」

　冷ややかな目でエルザは言った。





　　　◇






　そのあと、船着場で戦況を見守っていた審議官のシンクハイムがニコラたちのもとに現れ、正式に〈統一戦争サクセツシヨン〉でのアチェロ側の勝利を告げた。

　船は定期的に見回りに来ているらしく、船着場にいれば、朝方の船に乗って帰れるらしい。

　そのまま一行は夜明けまでコテージで待って、帰りの船に乗りこんだ。

　ケガ人だらけだが、死者が出なかっただけでも奇跡的だとシンクハイムは言った。

　行きの船と同じように、アチェロとフラゴラの使徒シビリエたちはそれぞれ別々に集まっていた。

　アチェロ側は甲板で風を受けている。

　ただ、その中にフランの姿があった。

「皆さん、本当にご迷惑をおかけしました」

　フランはみんなの前で深々と頭を下げた。

　自然と視線がフランからイーリスに向けられる。アチェロを代表するのは、生徒会長であるイーリスだからだ。

「事情はニコラ君たちから聞いていますよう。人質をとられていた人を罪には問えません」

　イーリスの微笑がフランを受け入れた。ほかの使徒シビリエたちもうなずいている。

「カクトゥスとの戦いでは、アチェロの使徒として戦わせてください」

　フランはニコラ、エルザ、シャンファ、イーリス、トルマリーナ──アチェロの仲間の顔をゆっくりと見回しながら、そう告げた。

「フランさん、命懸けの戦いになりますが、よろしいですね？」

　イーリスが確かめるように尋ねた。

〈統一戦争サクセツシヨン〉はとても無理強いできるものではない。まして、セレンディア島の三国で最強と言われる軍事国家カクトゥスとの戦いはさらなる激戦が予想される。

「それが使徒の役目ですから」

　フランの目に迷いはない。

「ニコラも……よろしく」

　フランは、おずおずと手を伸ばす。

「ああ、あらためてよろしくな」

　ニコラはしっかりとその手を握った。

　エルザとシャンファはあまり面白くなさそうな目で見ているが、何も言わなかった。

「しかし、困ったことが一つありますねえ」

　イーリスの弱ったような声に、ニコラの顔が曇る。

「困ったことって何ですか、会長？」

「いえ、ニコラ君の元ルームメイトのフランさんが戻ってきても、あの部屋はエルザさんがいますからねえ……」

　突然、フランが身を乗り出してきた。

「えっ!?　イーリスさん！　どうしてニコラが女の子と同どう棲せいしてるんですか!?」

「〈統一戦争サクセツシヨン〉に出る仲間を同じ部屋にしようということですよう」

「そ、それはよくないです！　ニ、ニコラとは僕がルームメイトになるべきです！」

　ルームメイトだった頃ころのフランとは思えないような剣幕で、ニコラはちょっとびっくりしていた。

「ふざけないでよ！」

　眉まゆを吊つり上げたエルザが割って入ってくる。

「女の子と同じ部屋だったらダメですって!?　そもそもフラン、あなただって女だったんだから、何も条件は変わらないじゃない！」

「そ、それは…………そうだけど、僕はニコラと同じ部屋で暮らしてたって実績があるし……」

　フランが固まる。

　どうやら、そんな当たり前のことを忘れていたらしい。

「ぼ、僕はずっと男として暮らしてたから……そこは大丈夫ってことで……いいんじゃないかな……」

「いいわけないでしょ！　その胸で男だなんて言い逃れできるわけないわよ！」

　憎々しげにエルザはフランの胸を見た。豊満とまでは言えないが、たしかに女であることを強調する二つのふくらみがある。最低でもエルザより、はるかに大きい。

「この胸は、アチェロに帰るまでに隠すから……。学院で噂うわさが広まったら困るし……」

「だから、そういう問題じゃないわよ！」

　ニコラはどういうリアクションをとればいいか悩んだ。

　うかつなことを言うと泥沼になりそうなので、ニコラは黙っておくことにした。

　フランとまた一緒に過ごしたい気持ちもあるのだが、相手は女の子だ。変な下心があるように思われるのは武人としてよろしくない。

　これはフランもエルザも譲れないらしい。フランも気まずそうな目でエルザを見つめている。エルザのほうは、はっきりとフランをにらんでいた。

「何よ、その胸の大きさで男として寮生活を送ってたって……嫌味のつもりなの？」

「えっ……嫌味なわけないよ。胸の大きさで男女が決まるわけじゃないし……。ええと……気を悪くさせたならごめん」

　あまり気の強いほうでもないフランがエルザに謝罪した。

「それじゃ、部屋のことも諦あきらめてね」

「それとこれとは話が違うよ！」

　また、二人はいがみ合う。

「わかりました。こうしましょうか！」

　イーリスが、ぱんと手を叩たたいた。

　みんなの視線がそちらに集まる。

「三人で同じ部屋に住んでみれば丸く収まりますよう」

　場が一瞬、静まり返った。

　イーリスの提案が突飛すぎて、誰だれも理解が追いつかなかった。

「ダメに決まっていますわ！」

　最初に声を発したのは、当事者から外れていたシャンファだった。

　怒りのせいで、髪が逆立ちそうだ。

「男一人に女二人だなんて！　そんな不道徳な真ま似ねが許されるわけがありませんわ！　それだったら、わたくしだってニコラの部屋に引越しますわよ！　むしろ……そ、それなら文句はありませんわ！」

「シャンファもどさくさにまぎれて意味不明な提案するな！」

　いくらなんでもあんまりな提案だったので、これにはニコラも否定した。

　ただ、シャンファはかなり乗り気らしく、目も声も生き生きしていた。

「そうですわ！　わたくしがお目付役として同じ部屋に住めば、何もかも上う手まくいきますわね。それがいいですわね！」

「いいわけないだろ！」

「もう……どうして、わたくしのところだけダメ出しがきますの……。ニコラ、ひどいですわ……」

　シャンファはしゅんとしてしまう。

「いや、そこでへこまれても……」

　思った以上にしおれているので、ニコラも戸惑った。

「よし、じゃあ、こうしよう。俺が一人部屋を使えば──」

「これはもう少し話し合いが必要ね。すぐに結論は出せないわ……」

「そうですね。僕も同じ意見です……」

　ニコラの案を無視して、エルザとフランが言った。

　二人の間では議論を続けるということで、見解の一致をみたらしい。

「…………お話長い。ヘラ、待ちくたびれちゃったよ」

　気づくと、ライネルとヘラがアチェロの使徒シビリエたちの前に来ていた。

「お前ら、いったい何の用だ……？」

　決着はついているとはいえ、ニコラもついつい身構えてしまう。

　ライネルの体はいくつも包帯が巻かれている。ニコラとの戦いで負傷したせいだ。

　ヘラのほうはケガはないので、一見すると、普通の内気そうな少女に見えた。

「…………アチェロ、もうすぐカクトゥスの使徒と戦うんでしょ？」

「ああ。でないと、〈統一戦争サクセツシヨン〉は終わらないな」

「…………ヘラとライネルも……お手伝いしてあげる」

　少しだけ照れくさそうにヘラはつぶやいた。

「それって、〈統一戦争サクセツシヨン〉にアチェロ側として出てくれるってことなのか……？」

　こくりとヘラがうなずく。

「本当にいいのか……？」

　まだニコラは半信半疑の顔でいる。

「実は、わたしが共闘していただけないか、打診していたんですよう」

　イーリスがのんびりとした声で言った。

「また、会長が一枚噛かんでたんですね……」

　ニコラはイーリスの暗躍ぶりを聞いて苦笑した。

「二人が協力してくれるなら、本当に助かる」

　思わず、ニコラはフラゴラの二人のほうに一歩踏みこんだ。

　しかし、ふっとニコラは冷静になる。

「あれ、でも……ルール上、そんなことが可能なのか？」

　離れたところから「ええ、ルールには抵てい触しよくいたしません」という声が飛んできた。

　審議官のシンクハイムが何やら本のようなものを持って、近づいてくる。

「これは〈統一戦争サクセツシヨン〉の規定についてまとめた本です。これに関する第二条を読んでみましょうか。『第二条　各国は神しん術じゆつ師しより選ばれた五名の使徒シビリエ、および中立国たる天境国が譲渡する外典のみを使い、公式の戦いに参加させることができる』としか書かれていません」

　シンクハイムはイーリスのほうに視線を送った。

「国籍に関する規定はありませんねえ。外典もその国の代表のみとも書いてありませんし、使徒の五名の制限も満たしていますから、問題はないと思いますよう」

　イーリスはその場の使徒たちに言い聞かせるように言った。

「本来なら、アチェロの使徒でフラゴラで療養中のリカルドさんが出場するべきですが、たしか──」

「ケガが治っていない」

　ライネルがイーリスの言葉を接ついだ。

「…………ヘラとライネルで、お手伝いする」

　ヘラはかなりやる気らしい。

「ライネル、お前はいいのか？　フラゴラの負けは変わらないんだぞ」

「アチェロが勝ったほうがフラゴラにとっても有益だ」

　たしかに軍事国家カクトゥスは政治体制もほかの二国と違いすぎるし、カクトゥスがセレンディア島の盟主になるのはフラゴラにとっても楽しいことではないはずだった。

「…………ヘラもシエヌお姉ちゃんが勝っちゃうと、困る……」

　ヘラは嫌なことを思い出したのか、ぶるぶるとふるえた。

　ニコラは笑みをこれから一緒に戦う二人に向けた。

「ありがとう、二人とも。お前らが来てくれるなら、百人力だ」

　カクトゥスの勢力が外典であるシエヌを入れても六人として、アチェロ側は使徒シビリエが五人、外典が二人、トルマリーナも含めて八人となる。人数だけならカクトゥスを上回っている。

「もっとも、百人力でカクトゥスに足りるかはわからんがな」

　ライネルは笑いもせずに、そう答えた。

「カクトゥスの使徒の情報も集めている。【槍やり姫ひめ】以外の情報は出てこなかったが」

「俺、そこまで知らないんだけど……たしか【槍姫】と四し聖せいだっけ？　その五人が使徒になってるんだろう？」

　ニコラが確認をとるようにライネルのほうを見た。

　ライネルはうなずくと、ゆっくりと説明をはじめた。

「あの国で最強の神しん術じゆつ師しと言われているのは第一王女【槍姫】。そのあとに四聖と呼ばれる側近の四人の神術師が続く」

「もし、四聖の名前だけでもわかったら、すごいことだぞ」

　四聖は王家を守るために選ばれた親衛隊だ。

　あくまで王家を守ることを第一義として、在任中に存在を明かすことはない。

　もともとカクトゥスの生まれであるニコラはそれぐらいの知識は持っていた。

「名前だけなら名簿を入手できた」

　ライネルは四人の名を順番に告げていく。

　しかし、ニコラにとって、その名前の中に引っかかるものがあった。

「──リディア・セリクウェール」

「えっ？」

　思わず、ニコラは声が出てしまった。

「知り合いの名か？」

　ライネルが不思議そうに尋ねる。

「その名前、生き別れの妹と同じだったんだ。姓は違うけどな……」

　ライネルはその一致にとくに興味も抱かなかった。それが普通なのだ。その程度の偶然はおかしなことではない。

　しかし、ずっと妹の手がかりが何もなかったニコラにとっては、違った。

「まさかとは思うけれど……リディアって……」

　妹が生きているかもしれないという喜びと、その妹と戦うかもしれないという恐怖。

（エルザがヘラと戦うのを見るだけでも、つらかったのにな……）

　ほかの使徒シビリエの名前は頭から抜け落ちたが、リディアという名前だけはずっと消えそうになかった。




　一行を乗せた船は午前のうちにセレンディア島のほうに戻ってきた。

「一日しか経たってないとは思えないわね」

　港町を眺めながら、エルザは微笑ほほえむ。

「そうだよな。一週間は戦っていた気がする」

　それぐらい濃密な一日を過ごしたのだ。二度と、セレンディア島に戻ってこられない可能性すら低くはなかった。

「…………おなかすいた」

　エルザのそばにいたヘラが不満げに言った。

　ヘラはフラゴラの使徒シビリエとは別れて、エルザのいるアチェロの陣営についてきていた。使徒筆頭のライネルは〈統一戦争サクセツシヨン〉の敗北を国に伝えてから、加勢のためにアチェロに向かうことになっている。

「もう少し我慢しなさい。どこか、お店があれば入るから」

「…………ハチミツのたっぷりかかったパンケーキがいい」

「ヘラの操る蜂はちはハチミツを集めなさそうだもんね」

　エルザは晴れ晴れとした笑顔で、ヘラのことを見つめた。

「凱がい旋せんというのは気分がいいものですわね」

　シャンファの表情もマルス島に向かう時より、はるかに明るい。

　エルザもほかの使徒たちと一緒に港町をゆっくりと歩いていく。

　そして、対戦相手であるカクトゥスのことを考えていると──

「あのさ、ニコラ、手をつないで歩いていいかな……？」

　フランがニコラにそんなことを言っているのが耳に入った。

「手をつなぐのか……。それぐらいなら……いいけど」

「うん、ありがとう……ニコラ」

　ニコラから離れてエルザはすたすた先を歩いていく。

「ふん、勝手に手でもなんでもつないでたらいいのよ……。久しぶりなんだから、それぐらいは……」

　しかし、そんなエルザの足はすぐに止まった。

　向こうから──カクトゥスにいるはずの姉が歩いてきたからだった。

「えっ!?」

　エルザの声にアチェロの使徒シビリエも異変が起きていることに気づいた。

「シエヌ姉さん……」

　カクトゥスの外典アポクリフアであり、パッサート家の長女でもあるシエヌ。

　そんな禍まが々まがしい存在がアチェロの使徒たちの前にやってくる。

　シエヌは何かを口にする前に、ぱちぱちとエルザたちに拍手を送った。

「カクトゥスに挑戦する相手が決まったようね。いつでも好きな時に宣戦布告してきたらいいわ」

　エルザの目に純粋な恐怖の色が灯ともる。

　それは実の姉を見て、浮かべる表情ではなかった。

　ニコラも無意識のうちに後ずさっていた。

　シエヌから流れてくる空気を吸うだけで、体が朽ちそうな気さえする。

　シエヌはエルザを見つめた。シエヌの顔は甘くやさしいものに変わる。

「エルザとヘラ、あなたたちは、二人とも私が飼ってあげるわ。こんな危険な戦いはもうやめさせてあげるから。話はそれぐらいよ」

「そんなことを言うためだけに、わざわざやってきたの？　ずいぶんとカクトゥスの使徒シビリエはお暇なようね」

　エルザは表情を変えずに、皮肉を言う。

　シエヌは顔をヘラのほうにも向ける。

「ヘラ、あなたも私のもとに来たほうがいいわよ」

「…………や、やだ」

　ヘラはすぐにエルザの後ろに隠れると、その体をぎゅっとつかんだ。

「あとね、もう一つ、用件があるのよ──ニコラ・フォン・リッター君」

　シエヌはニコラの顔に視線を移す。

「……俺に何の用があるんだよ」

　ただ、見つめられただけでニコラは強い威圧感を覚えた。

「あなたの大切な妹から伝言があるの」

　思わず、ニコラはシエヌの前に身を乗り出した。

　シエヌの放つ、おどろおどろしい空気も、その時は気にならなかった。

「『兄さん、どれぐらい強くなったか、見てあげます』だそうよ」

　シエヌはニコラを観察するように、楽しげに見つめた。

「妹とこんな形で再会を果たすことになるとはな……」

　喜んでいいのか、悲しむべきなのか、ニコラにもまだ心の整理がつかない。

　エルザがヘラと戦った時のように、命懸けでリディアと戦うかもしれないのだ。

「リディア……」

　ニコラは決意を示すように、ゆっくりと手を握り締めた。

「でも……俺はアチェロの使徒シビリエなんだ」

「用件はすべて果たしたわ」

　シエヌはそう言うと、すぐに背中を向けた。

　だが、何かを思い出したようにシエヌは足を止めた。

　そして、首だけをニコラたちのほうに向けて、

「カクトゥスの使徒はあなたたちなんかより何倍も強いわよ」

　呪のろいの言葉をささやくように、そう言った。

　シエヌはエルザをはじめ、アチェロの一行を見やると、

「素敵な決戦になることを期待しているわ」

　それだけ言って、路地に入っていった。

　もう、その路地にシエヌの姿はどこにもなかった。













あとがき




　皆様！　お久しぶりです！　青あお山やまあまらです！

『神暦のアポクリファ』二巻は、ずばり、全編、学術国家アチェロと海洋国家フラゴラとの〈統一戦争サクセツシヨン〉を書いております！

　決戦の舞台はマルス島という、小さな孤島。ここで両国の使徒シビリエたちが入り乱れて戦います！




　エルザの妹、ヘラの使う外典アポクリフアの神術とは……!?

　敵国の海洋国家フラゴラの中には、ニコラたちの知るあの人物が……!?

　表紙にもなってるけど、一巻では何の神術も使わなかったイーリスはちゃんと戦うのか……!?




　そんな感じで非常に盛りだくさんな内容となっております。立ち読みされている方は今すぐレジへゴー！　二巻から立ち読みされている方は、ぜひ一巻とご一緒にお楽しみください！




　さて、ライトノベル恒例の謝辞を。

　まず、Ｎｉｄｙ‐２Ｄ‐先生、むっちりぷにぷにした表紙のイーリスがすごくかわいくて、たまらないです。今回の特典用イラストもすごくぷにぷにしてて最高です！　あまりにもけしからんです！　これからもおっぱい分増量でお願いします！

　編集の中なか道みち様、今回もスケジュール的にギリギリになるまでお付き合いいただき、ありがとうございました！　やっぱり打ち合わせで使う新しん宿じゆくのお店の店員さん、こっちの顔を覚えているようですね。顔パスが成立するぐらい、またあのお店を使いましょう。

　最後になりましたが、一巻に引き続き、二巻も手にとってくれた読者の皆様、本当に、本当にありがとうございました！

　次回はセレンディア島最強の国家、軍事国家カクトゥスとの対決です！　主人公ニコラの妹リディア、エルザの姉シエヌ、その他また一癖も二癖もある神しん術じゆつ師したちが登場しますので、どうかよろしくお願いします！


二〇一三年　吉日　青山あまら
















　　　　神暦のアポクリファ　用語解説






《セレンディア島》

大陸南部に位置する、世界でも有数の面積の島。

島内に複数の国を抱えるほど。近年強大化した大陸側のメテオリテ帝国からの侵略予告を受けている。




《学術国家アチェロ》

セレンディア島の北東に位置する王国。首都にあるアチェロ正典学院をはじめ、神術の研究が最も盛んな地である。




《海洋国家フラゴラ》

セレンディア島の北西に位置する連合国家。島嶼地帯が多く海洋資源に恵まれているほか、古くから大陸側との交易で栄えている。勇猛な海賊でも有名。




《軍事国家カクトゥス》

セレンディア島の南部一帯を占める絶対君主制の王国。武勇を重んじる気風があり、その軍隊はセレンディア島でも最強と言われている。




《天境国》

セレンディア島の中心部に位置する山岳地帯にある宗教的聖地。他の三国の仲裁に入ることが多い。一部には外典を伝える一族も秘密裏に存在している。




《メテオリテ帝国》

セレンディア島の数倍の領土を持つ大陸側の大帝国。セレンディア島への侵略を計画している。




《統一戦争サクセッション》

メテオリテ帝国の侵略に備え、島内を一つにまとめるため、アチェロ、フラゴラ、カクトゥスのセレンディア島内の三国により行われる代理戦争。被害を最小限に抑えるため、中立地の天境国より神託を受けた各国五名の使徒のみが参加できる。また、使徒は天境国から外典を譲り受け、戦争に使用することができる。




《使徒シビリエ》

天境国より神託を受けて選ばれた各国の正典使いのこと。腕に聖痕という小さなアザがある。当初に選ばれた者以外の補充は認められない。




《神しん暦れきの時代》

現在世界で使われている暦である公こう暦れきに対して、それ以前のはるか古代の時代を言う。人間が神と直接交流していたとされる。魔章経典によって、断片的に情報が知られている。




《魔章経典》

神暦の時代に編纂された経典の総称。宗教の教義を書いた書物でもあるが、本文が呪文としての力を発揮する箇所もあり、神術と呼ばれる魔法を使う際にも利用される。各国で公式に認められている正典と現代では禁断の書とされる外典に分かれる。




《正典カノン》

公的に認められている魔章経典。一般的な神術の大半は、正典の最高神アダンの下に位置づけられた七精と呼ばれる神の力を惜りる。




《外典アポクリファ》

この世界で異端の書とされている魔章経典。その人智を超えた危険な力により、多くの国で禁止とされ、ほぼ現存していない。




《神術》

魔章経典により伝えられた神のカを借りた現象のこと。




《神しん術じゅつ師し》

神術を現在において活用できる者のこと。各国で軍事力として利用されている。厳密には正典使いと外典使いに分けられるが、外典が散逸しているため、ほぼ正典使いのことを指す。









　著者

　青山あまら（あおやま・あまら）

　　この前、久しぶりにラーメンを昼に二軒はしごしました。

　　おいしいラーメンが食べられるよう、これからもがんばっていきたいです。




　イラスト

　Ｎｉｄｙ‐２Ｄ‐（にでぃ）

　　一生に一度でいいからニコラ達のように本物の帆船に乗ってみたいものです。

　　乗り物酔いが酷いイラストレーター・キャラクターデザイナー。

　『聖剣の姫と神盟騎士団』（角川スニーカー文庫）などのイラストを担当。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。



本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。












本作品は縦書きでレイアウトされています。











また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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